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　　ガールハザード







　　　　◇◆◇◇◇◇




　孤独を愛しているわけでもなく人を嫌きらっているわけでもなく。理由なんて大したことはない。俺おれが一人を好むのは単に人付き合いが煩わずらわしかっただけだ。

　幼い頃から放ほう浪ろう癖へきのある父親と一いつ緒しよに全国行脚あんぎやしていたせいか、人見知りをしたりはしなかった。一いち期ご一いち会えというのだろうか。初対面が今こん生じようの別れに変わる日々をずっとすごしてきた。

　ただし出会うのは父親の知り合いの大人おとなたちばかり。

　また豪ごう放ほう磊らい落らくな父親の知り合いたちは父親同様に荒っぽい連中だった。その弊へい害がいか、俺は同年代とは関わるのが極きよく端たんに苦にが手てになった。

　そんな俺が生まれて初めて学校に通い始めたのが十歳さいをすぎた小学校五年の頃。白はく状じようすると、小学校が義務教育だなんて知ったのは最近のこと。

　果たしてそんな俺が小学校に通い始めて周りの同年代と上う手まくやれたのかどうか。言わずもがな。トラブルの絶えない喧けん嘩かに明け暮れる毎日だった。

　お陰かげ様で剣術家の父親の下、武む者しや修行のごとく全国のあちこちでしかも大人たち相手に剣道の腕うでを磨みがいてきた俺の相手になるヤツはいなかった。同学年はもちろんのこと上級生にだって負けはしなかった。

　連戦連勝。刃は向むかうヤツが絶滅する頃には、俺のフルネームをもじって『閻えん魔ま様さま』と校内だけでなく周辺の学校でも恐れられるようになり、気づけば男も女もついでに教師も誰も彼も俺に近づく者はいなくなった。

　自分が悪いとも不幸だとも特には思わなかった。強さは俺の最高の矜きよう持じであったし人付き合いも幸い苦にが手てだったので、孤独はむしろ好都つ合ごうであった。

　そんな俺を取り巻く状況は中学に入学しても変わらなかった。

　……いや〝ただし〟という前置きが必要か。あの〝変人〟と出会うまでは。

　それは中学一年の教室での出で来き事ごと。梅つ雨ゆ入り前の六月初めの頃だった。

「君ってさデビューしたばかりの頃のマット・デイモンみたいだね」声を掛けられた。「瑞みず々みずしくて繊せん細さいで……けれど野心的でひどく小こ憎にくらしい眼差まなざしが『グッド・ウィル・ハンティング』の彼を思わせる」

　大きく丸い瞳ひとみに目鼻立ちのはっきりとした顔。長く艶つややかな髪かみ。まるで西洋人形のように可か愛わいらしい女の子だった。微ほほ笑えみ掛けられれば、老ろう若にやく男なん女によ問わず頬ほおを熱くしてしまうような目を見張る美少女だった。

「お近づきの印にアーモンドチョコでも一ひと粒つぶどうだい？」

　椅い子すに座る俺おれへと美少女はチョコレートを一粒差し出してくる。

「君はずいぶんと強いらしいね。中学に入学してから二ヶ月ですでに十戦。そして全勝。一年生で君に勝てる奴やつはもういないだろうね。君なら三年生にだってそう簡単に負けないだろう。ところで君はどうしてそんなに喧けん嘩かばかりするんだい？　喧嘩が趣味なのかい？　それともミラ・ジョヴォヴィッチみたいなアクションスターでも目指しているのかい？」

　図ずう々ずうしいとか厚かましいとか遠えん慮りよがないとか言葉はなんでもいいが、とにかく少女がめんどくさそうなヤツだと関わってすぐに直感した。

「気安く話し掛けてくるんじゃねえよ」

　野の良ら犬でも追っ払うかのように俺おれは掌てのひらを翻ひるがえす。

「なあ、一体、どのような生き方をすれば、君のような人物が出来上がるんだい？　君のことを知りたくて堪たまらないよ。君のことを私に教えてくれないか？　交友関係は？　学校の成績は？　最近見た夢は？　好きな食べ物は？　好きな色は？　好きな芸能人は？　好きな心理学者は？　好きな異性のタイプは？　チョコレートは好き？　家族構成は？　君の過去になにがあったの──」

　俺は派は手でな音が出るように机の表面を両手で強く叩たたく。直後、盛大な打音が室内の喧けん騒そうを上書きする。クラスメイトが息を呑のむのが判わかった。

「──気安く話し掛けてくるなって言ったのが聞こえなかったのか？」

　俺は椅子から立ち上がると、身長差のある少女を威い圧あつ的に見下ろす。

　こうやって脅おどしてやれば、大抵のヤツはなにも言えなくなるものだ。『閻えん魔ま様さま』と呼ばれる俺の評ひよう判ばんを知っているなら尚なおさらだ。実際、遠巻きに此方こつちを窺うかがっているクラスメイトは、戦せん々せん恐きよう々きようとした顔色を浮かべている。

「へえ、こうして並ぶと君は本当に背が高いね」

　ところが少女は臆おくする素そ振ぶり一つなく見上げてくるのだ。

「背も高くて顔つきも精せい悍かんだし運動神経もいい。実にアクションシーンが様さまになりそうだよ。どうだい？　本気で和製ミラ・ジョヴォヴィッチを目指してみては？」

　可愛かわいらしい容姿もあって、好こう奇きに満ちた眼差まなざしは初めて城下町を訪れたお姫ひめ様さまのように純真無む垢くに見えた。

　しかし、少女の無む邪じや気きさとは裏うら腹はらに俺は一層の警けい戒かい心を抱いだいていた。少女の〝例え〟が先ほどからどうにも引っ掛かるのである。

「あのさ……お前がさっきから言ってるミラ・ジョヴォヴィッチってのは〝男〟の俺に対しての例えとしてはおかしくないか？」

　モデル出身のミラ・ジョヴォヴィッチという世界的なスターはハンサムで非常にスレンダーではあるが、間違いなく〝女性〟であった。

「そう？　君ほどミラ・ジョヴォヴィッチの例えに相応ふさわしい人物もそうそういないと思うんだけどね」

　直後、少女はすぅっと薄うす桃もも色のくちびるを俺おれの耳元へと寄せると囁ささやくのである。




「だって君さ、パッと見は男だけど本当は──女の子なんだもの」




　俺は驚き咄とつ嗟さに少女の細い両肩かたを掴つかむ。内心にあるのは焦あせりだった。

　俺が実は女であるという事実を知る者は誰一人といないはずである。それなのにどうして。

「心配はいらないよ。私は誰かにこのことを告げるつもりはないし、このことで君をどうこうしようという気もないからね」

　慌あわてふためく俺とは対照的に少女は変わらず飄ひよう々ひようとしている。

「……じゃあどういうつもりだ？　どうして俺に近づいてきた？」

「さっきから言ってるだろ？　私は君に興味があるんだよ。だから君のことを詳くわしく知りたいだけさ」

「……それを俺に信じろって言うのか？」

「私はね、三度の食事よりもチョコレートが好きでね」少女は幸せそうな顔をしながら唐とう突とつにそんなことを言う。「ところで君の好きな食べ物はなんだい？」

「……は？　その質問、今は関係ないだろ？」

　俺が訝いぶかしむのにも構わず「いいから答えてくれよ」少女はマイペースに煽あおってくる。

「……辛からいもの全般だ」

　渋しぶ々しぶではあるが答えてしまった。後にして思えば、この時すでに少女のペースに巻き込まれていたのだろう。

「なるほど。で、その辛いものが好きな理由は？　どういう切っ掛けで好きになった？」

「ああ！　もう！　うるさい奴やつだな！　知るかよそんなもん！　気づいたら好きだったんだよ！」

　要領を得ない質問の連続に苛いら立だった俺は声を荒げる。

「なんだ。判わかっているじゃないか。そういうことさ」

　少女は嬉うれしそうに「ふふ」と喉のどを鳴らす。

　なにがそういうことなのか。意味が判らない。まじまじと少女の顔を見やってしまった。すると、いけしゃあしゃあと少女は言ってのけるのだ。

「私だって君と同じさ。理由なんて知らない。気づいたら円えん馬ま佐さ那なに興味津しん々しんさ。しかも実際の性別とは逆の格好しているなんて、気づいてしまったら面おも白しろすぎて放っておけるわけないだろ？」

　俺おれから盛大な溜ため息いきが洩もれた。眼前にある、可愛かわいらしいのにふてぶてしいという奇き妙みような笑顔を眺ながめていたら、抵抗する気が失うせた。バカバカしくなったというのが実際のところか。

「……お前っていつもそうなのかよ？」

　直前までの苛いら立だちや焦あせりを忘れるほど俺は呆あつ気けに取られていた。

「言葉が足らなさすぎて質問の意図を図りかねるが、それは私が誰に対してもこのような調子であるのかという質問ならばイエスだよ」

　怖こわいもの知らずというやつなのだろうか。これまで痛い目を見たことがないのだろうか。

「あのさ……幾いくら可愛いって言っても、全員がお前に対して好意的だなんて思うなよ？」

　俺は気づけば柄がらにもなく説教くさいことを洩らしていた。

「ふむ。まったくだ。君の言う通りだね。可愛いという点も含めて君の意見に対して全面的に賛同するよ」

　人を喰ったような飄ひよう々ひようとした口く調ちようではあるが、少女は神しん妙みような表情で頷うなずいている。

「そんなわけで先ほどの質問なんだが、どれから答えて貰もらおう。家族構成からいってみようか？」

「おい！　どうしてそうなるんだよ！」

　なんなんだコイツは。なぜ頷いた。意味が判わからない。此処こつちは素直に身を引くところだろうが。

　身近で言えば父親だったり、俺は世の中にいる幾人かの変わった連中をこれまで見てきたが、これほどおかしなヤツは初めてだった。

　しかし、歯に衣きぬを着せぬ物言いが思わせるのだろうか。不思議と少女の言葉は信じられた。

　具体的には、俺が本当は女の子であるという秘密を誰にも言わないというのは本当だろうと思えた。

　これがのちに『ストレンジサイケデリコ』と皆から呼ばれることになる少女と関わるようになった初めての出で来き事ごとだった。

　そう最初からなにもかもが俺にとっては特別だった。






　　ファイト俱ク楽ラ部ブ







　　　　◆◇◇◇◇◇




　衣ころも替がえ間ま近ぢかに控えた五月下旬のある月曜日の学校朝礼でのことだった。

　演えん壇だんは照明が近いからだろうか。今にもはち切れそうなスーツに身を包んだボディビルダー体型の校長の眩まばゆい笑顔には、衣替えもまだだというのに水滴が光っていた。

「エブリバディ！　世の中が不ふ景けい気きで先行きが不安な今だからこそ、ユーたちにはより一層のアグレッシブに日々のステディに取り組んで欲しいのよね！」

　校長はアメリカ生まれの日系二世ということらしく、ときおりネイティブな発音の英語が会話に混ざり聴きいていてとてもコミカルである。

「マイスクールの掲かかげる『独立独歩』アーンド『共きよう存ぞん共栄』というシンボルのもと日々をすごして欲しいのよね！　アメリカのインディペンデントな精神と、日に本ほんのトラディッショナルな『共存共栄』、このダブルの精神こそがこれからのナショナルプリミティブソサイエティをサヴァイヴするためには不可欠なのよね！」

　いつも割かし良い事を言っているのだが、それがコミカルさに打ち消され生徒にスルーされているのは残念なところ。それでも齢よわい六十間近とは思えない教育への情熱は学校の長として十分リスペクトに値あたいする。見た目の暑苦しさと話がとにかく長いのが玉に瑕きずであるが。

　現代っ子世に憚はばかるである。スピーカーを通して講堂全体へと校長の低いバスの声が反はん響きようする中、生徒らは小声で雑談をしたり手元で携帯を弄いじったりと、有り難がたくもコミカルで長ったらしい演説に退屈している風であった。

　そんなわけで例に洩もれることなく彩さい家け亭てい理り子こも退屈を持て余していた。

　あまりに退屈だったのでなにげなしに照明を見やる。我ながらバカなことをしたものである。直視したばかりに、夜や光こう虫ちゆうのごときチカチカとした照明の残像が網もう膜まくに張りついて離れなくなってしまった。

　理子は宙空に瞬またたく幻まぼろしの夜光虫を視線で追いかける。すると、隣となりに聳そびえる目つきの鋭さに定評のある友人が大あくびをしている最中だった。

　理子は慌あわててポケットから黒い固形物を取り出すと、友人の大口が閉じるより早く放り込んでやる。直後、友人は驚きに切れ長の瞳ひとみをこれまで見たことないくらいに丸くして、飛び跳はねる勢いで全身を揺らす。

　予想以上に敏感な反応に、理子は声を押し殺しながら腹を抱かかえて大笑いするのである。

　もちろん友人は抗議の眼差まなざしで理り子こを睨にらみつけてくる。

「大だい丈じよう夫ぶだって。ただのチョコレートだって」

　真顔の理子が小声で告げると、友人は半信半疑という表情で口を動かし、すぐに「……甘あまい」と呟つぶやいた。しかし、それは束つかの間ま。

「────んんんっ！」

　友人が眼球が零こぼれ落ちそうなほどに瞳ひとみを見開き口元を両手で押さえるのだ。してやったりの理子はおかしくておかしくてしょうがない。

「な、なんだよ！　これは！　めちゃくちゃ辛からいじゃないか！」

　友人が声を荒げるものだから、辺り一帯の視線が一いつ斉せいに理子たちへと注そそがれる。友人は「あ、すいません」とバツが悪そうに周囲へと会え釈しやくし恥はずかしそうに顔を伏せる。

『箸はしが転んでもおかしい年頃』とはこのことか。こうなると友人のリアクションがいちいちおかしくてたまらない。しばらく理子の笑いは収まりそうにもないのである。

「今、君が食べたのはね『アヒチョコレート』と言ってね、エクアドル産の唐とう辛がら子し入りの珍めずらしいチョコなんだ。ちなみに『アヒ』とはスペイン語で『唐辛子』という意味だよ。辛党の君にはぴったりだろ？」

　ひとしきり笑った理子はポケットから、一見するとアーモンドチョコレートのような楕だ円えん形のチョコを一ひと粒つぶ摘つまみ上げる。

「……確かに俺おれは辛党だが限度があるっての」

「まあね、そのアヒチョコレートは私が作った特別製だからね。通常の数十倍の辛さに調合した悪戯いたずら用のね」

　種たね明あかしをされた友人の唖あ然ぜんとした顔たるや。またも大笑いをしてしまいそうだった。

「……もう大人おとなしくしてろよ。俺にちょっかい掛けてくんな」

　先日からこの調子である。まるで出会った頃のようにつれない素そ振ぶりの友人へと「はーい」と返事を返しておく。理子ら二人のそんな一連のやり取りを見ていたらしいクラスメイトや周辺の生徒たちがクスクスと笑っていた。

　のどかである。牧ぼつ歌か的てき風景と言ったらさすがに言いすぎだろうが穏おだやかな光景ではある。アーノルド・シュワルツェネッガー然とした校長が熱弁中であるという一点を除き。

　理子は千せん光こう高校のこのようなマイペースな校風が気に入っている。

　理子のような問題児が停学にも退学にもなることなく今こん日にちまで在学していられるのも『生徒の自主性を重んじる』という、よく言えば寛かん容よう、悪く言えば放任な校風のお陰かげであろう。だからこそ〝脛すねに傷を持つ〟理子や佐さ那なが千光への進学を選んだわけだが。

　ただし上う手まい話にゃ裏うらがあるってなもので、学校サイドの干かん渉しようが緩ゆるい代わりに生徒サイドによる自治が厳きびしいという交換的な側面はあった。

　ざっくり言って『権限を与える、口出しはしない、みんなで考えて上手くやってね、ただしみんなの手に負えなくなったら介かい入にゆうしますよ』というようなスタンスである。

　授業カリキュラム等々は他校と大差ないが、十代の多感な少年少女の受け皿としては挑ちよう戦せん的で実に面おも白しろい環境であると理り子こは思うわけである。

　そんな千せん光こうの校風を語る上で避さけて通れないのが学生自治の最たる存在として君臨する──『千光生徒会』である。

　ちなみに『千光生徒会』と『ストレンジサイケデリコ』とはハブとマングースまたは水と油のように〝非常に友好的〟な関係である。

「──以上、校長訓示でした。これにて本日の学校朝礼は終わります。一同、礼！」

　それはアメリカン・プレジデントのごとき校長の訓示が終わり、司会進行役の女教師の声がスピーカーから流れるのと同時だった。

「お待ち下さい！」

　落ち着いてはいるが僅わずかに神経質そうな声を上げ立ち上がったのは、壇だん上じようの生徒会役員席に座るインテリ風味の一人の男子生徒。

　理子と同じ二年生の原はら犀さい斗とである。役職は生徒会会計。

　ＶＳ生徒会の例に洩もれることなく、理子は原犀斗とも犬と猿さる並みに友好的であり、顔を付き合わせれば〝楽しい口論〟をするマブダチである。

　原犀斗は司会進行役の女教師に「失礼」と断りを入れマイクの前に立つ。

「……生徒会会計の原犀斗です」

　怪け訝げんな表情を浮かべる教師や生徒らを、メガネのレンズを照明に光らせ原犀斗が壇上より講堂全体をぐるりと見回す。

「生徒会役員権限により緊きん急きゆう動議を発動します！」

　原犀斗からの唐とう突とつな提案に、講堂全体が眠ねむりから目覚めたかのようにざわめいた。

　生徒会長以下役員連中に驚いた素そ振ぶりがないあたり、原犀斗のスタンドプレーというわけではなさそうだ。ただし教師らは一般の生徒らと一いつ緒しよになって驚いていた。

「皆さんご存ぞん知じの通り。校則第十条第三項『全校生徒にとって議論するに値あたいする議題に限り特別な会議を学校校長の承しよう認にんのもとに許可する』と記されております。校則の条項に則のつとり僕ぼくは『千光大会議』開かい催さいの承認を求めます！」

『千光大会議』のワードに講堂の空気が揺れる。ご存知とか言われても校則の細かい規定など誰もご存知ではないのだが『千光大会議』について知らない生徒はいないだろう。

『千光大会議』とは、いわゆる『生徒全体に是ぜ非ひを問いたい議題について賛成反対に分かれて話し合いましょう』というイベントである。実質的には、賛成派反対派の代表同士の弁論大会である。

『千光大会議』は理子の在学中にも四度ほど開催されている非常にメジャーなイベントであり、千光高校の特色を語る上でも最たる存在でもあった。

　一度は『女子生徒のブルマ及びスク水みずの復活の是ぜ非ひ』について開かい催さいされている。〝男子ＶＳ女子〟の構図で全校生徒を二分する戦いになったのは自然の摂せつ理りであろう。

　その際、理り子こは男子側についたほうが面おも白しろかろうと、広告塔とうよろしくブルマ装備で会議に参加したものである。残念ながらスク水は周囲から全力で止められた。

　これらが授業の一いつ環かんとして認められるのだから実に愉ゆ快かいな学校である。学校の最さい高こう責任者たる校長が見ての通りのご陽よう気き者ものなので納なつ得とくと言えば納得ではあるが、これでも県内有ゆう数すうの進学校なのだから教育として間違ってはいないのだろう。

　ちなみに『女子生徒のブルマ及びスク水の復活の是非』について争われた『千せん光こう大会議』の結果は、復活を唱となえた賛成派の惨ざん敗ぱいであった。

　確かあの時の反対派の弁論者は原はら犀さい斗とだったと理子は思い出す。一年生の生徒会執しつ行こう部員ながらその弁べん舌ぜつの巧たくみさから弁論者に抜ばつ擢てきされたという噂うわさである。

　まあ、その『千光生徒会』の誇ほこる期待のルーキーが『千光大会議』の開催を唱となえるのは理解できる。しかし、なぜこのタイミングなのか。

　このサプライズパーティライクな演出が理子にはどうにも解げせなかった。

　理子が知る限りだが『千光大会議』とは二週間ほど前に開催の告知を行うのが通例である。少なくとも今回のように突発的な事例は知らない。しかも全校生徒の前で、校長に対して承しよう認にんまで乞こうという話は過去を遡さかのぼっても聞いた記き憶おくがなかった。

「……パードゥン、具体的な議題について訊きかせて貰もらえるかなミスター原犀斗」

　欧おう米べい人よろしく大おお仰ぎように肩かたを竦すくめる校長にとっても青せい天てんの霹へき靂れきであった模も様よう。

　原犀斗がメガネの奥にある瞳ひとみを蛇へびのように細める。小鳥でも狙ねらおうかという顔つきである。次の瞬しゆん間かん、その嫌いやらしい眼差まなざしが毎度のごとく理子をひしと捉とらえる。

　なるほど、あのドーベルマンくん、どうやら私と遊びたいらしい。どうせそんなことだろうと理子は内心でほくそ笑む。

　全校を巻き込むなんて今回はずいぶんと大掛かりではあるが、生徒会が理子へと噛かみついてくるのは割とよくあることだ。中でも原犀斗と理子は同学年ということもあり日常からじゃれ合う間あいだ柄がらである。

　また千光生にとってもそれはさほど珍めずらしくない。「どうせデリコだろ？」「彩さい家け亭てい絡がらみっしょ？」「彩家亭は今回はなにをやらかしたんだ？」外野から聞こえてくる幾いく多たの声が教えてくれた。

「──いや。違う」

　ところがである。原犀斗の視線の行く先が自分ではないと知り思わず眉間みけんにしわが寄った。原犀斗が見ているのは理子じゃないその隣となりだった。




「皆さんはご存ぞん知じだろうか──二年の円えん馬ま佐さ那なが女性であるにも関わらず男子生徒として当校に通学している件について！」




　直後、講堂内が爆ばく発はつ的なざわめきに包まれたのは言うまでもない。

　信じられない事態に、佐さ那なは壇だん上じようの原はら犀さい斗とを見み据すえたまま愕がく然ぜんと立ち尽つくしている。それから縋すがるような眼差まなざしを理り子こへと向ける。

　すると、不発弾だんでも地中から発見されたがごとく、周辺の生徒らが一歩ずつ後ずさり理子や佐那の周りにミステリーサークルが作られる。いや、疑心から生まれたクエスチョンサークルとでも言ったほうが適当か。

「マジかよ？」「本当なの？」「え、円えん馬まって女なの？」次々に猜さい疑ぎの声が上がる。

「……皆さんが驚かれるのも無理はない。僕ぼくも大変、驚いている。我が校に性別を偽いつわるような不届き者がいることにショックも受けている。できることなら信じたくはない」

　原犀斗は芝しば居いがかった素そ振ぶりで頭を振ってみせる。

「しかし、残念ながら事実なのです！　嘆なげかわしい現実なのです！」

　火ひ種だねを団扇うちわで煽あおり立てるかのような原犀斗の叫びに、猜疑は一気に責めへと変へん貌ぼうする。

「おいおい、そんなの許されるのか」「それって酷ひどくない？」「ふざけんなよ！」

　周囲から浴びせられる声に佐那の顔色が見る間に青くなってゆく。よく見れば全身が小刻みに震ふるえている。

「……ど、どうして」

　佐那は一言、搾しぼり出すように呟つぶやくと、眩暈めまいでも覚えたかのようにガクリと膝ひざを折り床ゆかへと崩くずれ落ちる。

　理子は咄とつ嗟さに身体からだを投げ出し佐那を受け止める。そのまま床に片膝をつき佐那の身体を抱かかえ込む。触ふれ合う肌はだから、佐那の凍こごえるような震えが伝わる。顔面は最早蒼そう白はく、くちびるは冷えたプールから上がった直後のような紫むらさき色をしている。

　理子は堪たまらず佐那を抱だきしめる。それから理子は一つ深呼吸をすると、佐那の耳へと囁ささやく。努めて普段と変わらない軽口で。

「……どうってことないさ。人生にはアクシデントがつきものだろ？　存在そのものがアクシデントと言われる私が言うのだから説得力は血統書つきだ」

　佐那から返事はなかった。ただきつく瞼まぶたを閉じ身体を小さくして震えるのみだった。

　ついにこの時が来てしまったか。それが理子の率そつ直ちよくな第一感想だった。

　我々にとって避さけがたいイベントであったのは間違いないが、まさかこのようなカタチにて佐那の性別が白はく日じつのもとへと曝さらされることになるとは。この時を覚かく悟ごはしていたが、いろいろと予想の範はん疇ちゆうを超えていることに理子は大いに驚いていた。

　だから理子は大笑いするのを必死で堪こらえるのである。胸の高鳴りは正直である。

　……千せん光こう大会議とか。楽しすぎて惚ほれちゃいそうだね。

　腕うでの中でぐったりとする佐さ那なの気持ちを慮おもんぱかれば姫ひめを傷つけられたナイトのごとく内心穏おだやかではいられない。しかし反面、予期せぬそれでいて非常に面おも白しろい展開に、理り子この胸はまるでお城の舞ぶ踏とう会かいに招待された町まち娘むすめのごとくトキメイているのだ。

　顔を持ち上げると、壇だん上じようの人物が見み下くだすように理子を見つめているのが映った。

　やはり最終的にはこうなるわけで。相手にとって不足はないわけで。

　理子は弓ゆみのように瞳ひとみを引き絞しぼり、真っ直ぐに壇上の原はら犀さい斗とを睨にらみつける。

「良かろう！　君のお望み通り！　『ストレンジサイケデリコ』こと彩さい家け亭てい理子が討論の相手になってやろう！」

　もちろん口元に不ふ敵てきな笑みは忘れない。







　時は一週間ほど遡さかのぼる。

　それは『変へん恋れん部』に数人の新たなメンバーが加わり数日ほどがすぎた五月中旬のこと。

　彩家亭理子が日課であるＢＢＳのチェックをしていると、カーリングよろしくドアが勢い良くスライドする。

　勢いそのままに、双ふた子ごのごとく同じ背せ丈たけをした小こ柄がらな男女が競うように部屋の中へと雪な崩だれ込んできた。川合かわい優ゆ衣いと江え入いり伊い庵あんの『スモールコンビ』であった。

　ちなみに、ペッパーのように小こ粒つぶだがピリっとパンチが利いていて元気なのが優衣で、バニラビーンズのように甘あまい香りが漂う柔にゆう和わな見た目だが舐なめると苦にがいのが伊庵である。

「ど、どうなんですか！」

「説明して下さい！」

　眼前の二人が同時に尋たずねてくる。むしろコチラが尋ねたい。主語もへったくれもありゃしないのだから。

「今日きようこそは教えて欲しいです。神かみ宇う知ちくんとの間に一体なにがあったんですか？」

「優衣、その質問は三度目だよ？　言っておくが、あと百万回訊きかれても私の答えは『ノー』から変わりはしないよ」

　余よ程ほど、理子と悠ゆう仁じんの間でなにがあったのか気になるらしい。此こ処こ一週間ばかりこの二人は口を開けばこの通りである。

「いえ、今回は違うんです。神宇知くんが言ってるんです。理子先せん輩ぱいが話すのを〝黙もく認にん〟するって」

「……なにが黙認だよ。悠仁め。自分の手に余るからと私に今回の件を丸投げする気だな。まったくこれは彼の悪あく癖へきだね」

　宙に放ったアーモンドチョコを舌した先さきでキャッチしてペロリと食べる。奥歯で噛かむと、チョコの甘さとアーモンドの香ばしさが口の中に広がり頬ほおが緩ゆるんだ。

「──そうは思わんかね。先ほどから戸口につっ立ってる〝宇う宙ちゆう人じん〟くん」

　そう理り子こは口くちの端はを吊つり上げ不ふ敵てきに笑ってみせる。『スモールコンビ』がはっとした表情で戸口へと振り返る。

　長身の男子生徒がピサの斜しや塔とうよろしく戸口に佇たたずんでいる。窓から差し込む陽光に色素の薄うすい髪かみ先さきがキラキラと輝き目を引いた。

「事実そうでしょう？」

　悠ゆう仁じんは無感情に応こたえると、部屋を真っ直ぐ突っ切り理子の隣となりへと腰こし掛かける。端たん整せいだが無ぶ愛あい想そな面おも持もちである。ただその無機質さが繊せん細さいな美しさを際きわ立だたせてはいた。

「俺おれより理子先輩のほうが話し上手じようずですから。どうせ話を聞くなら判わかり易やすいほうがいいに決まってる」

　理子はこれ見よがしに肩かたを竦すくめてみせる。

「やれやれ、宇宙人の上に朴ぼく念ねん仁じんとは。これが人付き合いをサボってきたツケか。〝過去〟という枷かせが外れて少しは柔じゆう軟なんになるかと思ってみたら、どうやら悠仁の『ターミネーター気質』は佐さ那なよりも救いようがない生せい来らいのものらしい。ちなみに『ターミネーター気質』とは私がたった今、命名した〝感情の起き伏ふくに乏しいまるでロボットのような性格の人物〟の意である」

「なんとでもご自由にどうぞ」

「宜しい。ではターミネーターくんに私が人間という生き物についてレクチャーしてやろう」

　理子は架か空くうのメガネをくいっと上げる真ま似ねをして語り始める。

「人にはね、感情というものがあるのだよ。なんでもかんでも合理的に考えればいいってもんじゃない。時に人は効率より感情を優先する生き物だろ？　他人にとっては馬鹿馬鹿しいことだったり些さ細さいなことだったり、でも本人にとってはなによりも大切だったり、人の判断基準にはいつだって感情が付いて回るものなのだよ、君」

「なるほど。憶おぼえておきましょう」

　悠仁はそう無感動に答える。すると、信じられないことにアーモンドチョコを摘つまみひょいと口へと放り込んだ。

「ああ！　君はなんて奴やつだ！　それが最後の一ひと粒つぶだと知っての暴ぼう挙きよか！　私が最後の一粒を食べるのを楽しみにしてたのを知った上での嫌いやがらせか！」

「まさか。知りません。目の前にあったから摘んだだけです」

「……目の前にあったから摘んだだって？　悠仁、君はあれか。目の前に自じ爆ばくボタンがあったら押すのか？　自室の扉とびらを開けてベッドに裸はだかのブロンド美人が寝てたら抱だくのか？　魔ま王おうに世界の半分をやろうと打診されたらイエスと答えるのか？　え？　どうなんだい？」

「……チョコレート一つごときでムキにならないで下さい」

「そんな口が良くも利けたものだね。私がどれほどチョコレートを愛しているのか知らない君ではないだろう。いいから今すぐ私のアーモンドチョコを吐はき出せ！」

　理り子こは椅い子すから立ち上がり悠ゆう仁じんへと掴つかみかかる。もっとも、あの佐さ那なでさえ子供のようにあしらう悠仁に理子が敵かなうはずもなく。あっさりとの両手首を捕まえられる。

「もう食べ終わりました」

　血色の良いべろを見せる悠仁に、

「ああ、まったく信じられない奴やつだ！　飼い犬に手を噛かまれるとはこのことか！」

　自由を奪うばわれた理子は悪あく態たいを浴びせることしかできないのである。

「どう思う二人とも？　この朴ぼく念ねん仁じんに君らもなにか言ってやってくれよ！」

　援軍要よう請せいよろしく理子は頭を大おお袈げ裟さに振りながら優ゆ衣いと伊い庵あんへと振り向く。すると二人は呆あつ気けに取られたような表情で此方こつちを見つめていた。

「……二人はいつの間にかずいぶんと仲良しになったんですね」

　伊庵が不ふ機き嫌げんに尋たずねてくる。言われて理子が正面に視線を戻すと悠仁と顔を見合わせることになった。

「私と君はどうやら仲良しらしいぞ？」

「それはめでたいことで。なんだったらお祝いでもしますか？」

　なんとも締しまらないやり取りなのである。

「まあ、君たち二人もいろいろと気になるところだとは思う。しかし、繰くり返し言うが私には期待しないでくれたまえよ。今回の件は悠仁の過去に深く関わる問題だからね。説明の有う無むは主役の主体性に委ゆだねるべきだろうと、人生の先せん輩ぱいとして私は思うわけさ」

　悔くやしいかな、言葉足らずの唐とう変へん木ぼくに業ごうを煮にやして説明を始めてしまった時点で、理子の負けということなのだろう。

「有名な心理学者にアルフレッド・アドラーという人物がいてね。彼は『アドラー心理学』と呼ばれる心理学体系を創始したことで知られている。アドラーは『アドラー心理学』の中で〝人間の抱かかえる問題はすべて対人関係上の問題である〟としている。そして問題を、仕事、交友、愛の『三つのライフタスク』に分類できるとしている」

　眉間みけんにしわを寄せ口をへの字にしながらも、一いつ生しよう懸けん命めいに理子の話を理解しようとしている優衣の素直な姿は実に愛いとおしく、それに引き換え、あからさまに興味のなさそうな残り二人の態度は、脳天にチョップをかましたいくらいには可愛かわいらしいのである。

「感覚的に言えば、我々が抱える人生における問題は常に複雑で、三つごときで到底分類し切れるものではないよ。ただ物事を細分化しすぎるとさ、自身の処理能力を超えてしまうからね。要するにアドラーは恣し意い的に三つにしましょうと提唱しているわけさ。『とりあえず問題をざっくり三つに分けてシンプルに考えようぜ』ってことかね」

「で、それが悠仁とどう関係があるって言うんです？」

　柔にゆう和わな面おも立だちとは裏うら腹はらにあまり気の長くない伊庵が羽虫でも追い払うかのように尋たずねてくる。

「つまりアドラーの論理から言えば、あらゆる人間関係を不ふ得え手てとしている悠仁ってのは人として大問題を抱かかえているってことになるだろ？　でね今回の件を私は『三つのライフタスク』の一つ『交友のタスク』に位置づけていて、彼が今後の人生を円えん滑かつに送るための一つの足掛かりになればと考えているんだ。残り二つの『仕事のタスク』や『愛のタスク』にしても『交友のタスク』での成功体験があればきっと上う手まく行くさ」

「……なるほど。先せん輩ぱいの言うタスクだとかは俺おれには難しくて判わからないことがよく判りまし──」

「──悠ゆう仁じん、君は黙だまってろ」

　理り子こはぴっと指先で悠仁のくちびるの動きを止める。意図的に話をややこしくしようとしているとしたら大した奴やつである。

　理子は後こう輩はいたちをぐるりと見回す。

「とにかく、これまでのように悠仁が他人に無関心なのは戴いただけない。生きてゆく限り避さけられぬものならば〝交わり〟ってやつを積極的に楽しむほうが賢けん明めいだと私は思うね。そのためには自分の気持ちくらい自分で語れなければ話にならんよ」

「僕ぼくには余計なお世話としか思えないですね」

「もう伊い庵あん、理子先輩にそういうこと言わないの」

「まあ急ぐことはないさ。なにせ三人は同学年だ。仲なか違たがいでもしなければ、長い付き合いになることだろう。これを一つ交友を深めるための依より代しろとしてくれたまえよ。なにより感情として彼の言葉で語られるほうが二人も嬉うれしいだろ？」

　理子が横目で確認すると、優ゆ衣いはコクコクと首を縦たてに振り、伊庵は若じやつ干かん不服そうな表情ではあるが小さく頷うなずいていた。

「だからね、唯ゆい一いつ、今の私から言えることは──神かみ宇う知ち悠仁はもう〝死にたがり〟なんかじゃないってこと。口うるさいくらいに心配してくれるお節せつ介かいな仲間もいるしね」

　理子は一年生トリオへと微ほほ笑えむ。愛いとしい気持ちを胸中に抱いだきながら。

　隣となりにある色素の薄うすくサテンのように手触りの良い髪かみをくしゃりと撫なでると「ええ」悠仁は口元を僅わずかに緩ゆるめ答えた。




　　　　◇◇◆◇◇◇




　川合かわい優衣は驚いていた。あの神宇知くんがこんな表情をするなんて。

　理子先輩の言う『〝死にたがり〟なんかじゃない』という言葉は、もう神宇知くんが飛び降りをしないということなのだろう。

　すべては優衣の望んでいた通りになった。

　理子先輩は優衣の期待通りに神宇知くんを救ってくれた。もう神宇知くんが死んでしまうかもしれないと怯おびえなくて済む。こんなに嬉しいことはない。

　なのになぜだろう。ささくれが指先に刺ささったみたいに胸の奥がチクリと痛んだ。

「かの偉い大だいなイエス・キリストは言っている。『汝なんじ自らのごとく、汝の隣りん人じんを愛せよ』と。溺でき愛あいするチョコレートを奪うばわれた私の本意は君との戦争も辞じさない構えだが、憎にくしみからはいつだって後こう悔かいしか生まれないことを私は知っている。よって悠ゆう仁じん、君に贖しよく罪ざいの機会を与えよう。子ブタでもできる簡単なお使いだぞ。後でお金を払ってやるから、此こ処こに居る人数分の飲み物とアーモンドチョコレートを買ってきたまえ。行け！　私のベイブよ！」

「……チョコレート一ひと粒つぶにも劣る俺おれの存在とはなんなのか」

　呆あきれるような口く調ちようだが、神かみ宇う知ちくんは言いつけ通り席を立つと教室を出て行く。目を疑う光景としか言いようがなかった。

　信頼なのだろうか。理り子こ先せん輩ぱいと神宇知くんの深く通じ合っている様子を見て、優ゆ衣いは取り残されたような気分になった。この気持ちは、友達が遠くの街へと引っ越してしまった時の寂しさに似ていた。

　隣となりにいる少年のような少女のような同級生は長い睫まつ毛げを伏せて黙だまり込んでいる。もしかしたら伊い庵あんも、同じような寂しさを二人の様子から感じているのかもしれない。

「──二人とも悠仁の変化に戸と惑まどっているのかい？」

　まるで内心を見み透すかしたかのように、神宇知くんが部屋を出ると同時に理子先輩が問いかけてくる。

「まるで憑つき物もので落ちたみたいだからね。人が変わるのに、必ずしも時間は重要ではないということかもしれないね」

　優衣も伊庵も無言だった。

「ただこれは〝変化〟というより〝再生〟という呼び名のほうが相応ふさわしいとは思っている。姉を失い十一歳さいで止まった彼の時計が『生きる』というスイッチを押したことで再び動き始めたという意味の〝再生〟だ。歓かん迎げいしてあげないとね」

　言葉を返さなければと「えっと……」慌あわてて口を開いてはみたものの、優衣には続く言葉が思い浮かばない。

　直後、理子先輩は優衣たちをからかうように瞳ひとみを悪戯いたずらっぽく眇すがめて微ほほ笑えむ。

「──安心しろ。彼と私の間に恋愛感情はないよ。この一言を聞きたかったんじゃないのか？　なあ伊庵！」

「……別に。そんなの当たり前のことですから」

　なにが当たり前なのかまるで判わからないけど、にんまり笑う理子先輩へと伊庵はふんっと鼻を鳴らしそっぽを向いた。

　ところが優衣の不安は収まらない。今のところはそうかもしれないけど、この先は判らないと思えてしまったのだ。

　優衣の脳裏には神宇知くんの先ほど見せたささやかな笑顔がある。神宇知くんが誰かに対して、あんな無防備な表情をするなんて今まで一度だってなかったことなのだ。

「で、でも、神かみ宇う知ちくんは理り子こ先せん輩ぱいに救われたわけですから、やっぱり恩を感じていると思うんです……理子先輩にはずいぶんと気を許してるみたいだし、きっと神宇知くんにとって理子先輩は特別な存在なんだと思います……」

　優ゆ衣いからつい本音が零こぼれる。不安を吐はき出して楽になろうと思ったのに、口に出したら余計に凹へこんだ。ただでさえ魅み力りよく的な理子先輩相手に勝ち目なんてないと惨みじめな気分になった。

　落ち込む優衣の視界の端はしでは伊い庵あんが『バカ』と口だけ動かす。返す言葉がなかった。

　その時だった。背後のスライドドアがけたたましく開く。

　神宇知くんが帰ってきたのかと慌あわてふためき振り返ると、見知らぬ男子学生が立っていた。

　眉まゆを怒らせた険けわしい表情で理子先輩を睨にらみつけている。だらしなく着き崩くずした制服を見るにお世辞にも柄がらがいいとは思えなかった。

「おい！　彩さい家け亭てい！」男子学生が怒ど鳴なる。「お前が余計なことを俺おれの女に吹き込んだせいで別れるとか言い出したじゃねえかよ！」

　男子学生は理子先輩の前まで来ると、空席を蹴けり飛ばす。耳みみ障ざわりな音を発しながら、椅い子すがリノリウムの床ゆかを転げる。

「きゃっ！」優衣は悲鳴を洩もらしてしまう。

「突然やって来て騒そう々ぞうしいったらありゃしない。私の可愛かわいい後こう輩はいたちが驚いているじゃないか」

　怯おびえる優衣や神しん妙みような伊庵とは異なり理子先輩の表情に臆おくするところはない。普段通りの飄ひよう々ひようとした態度と口く調ちようだ。

「ところで悪いが心当たりが複数あって、どのケースを指して私へと苦情を言っているのか見当がつかないね。君の彼女に私がどんなアドバイスをしたのか詳くわしく教えてくれないか？」

「うるせえな！　なんだっていいだろうが！」

「いや、そこを明確にしないと話にならないよ。君が不服だと感じているように私のアドバイスが事実不適切だったするならば、素直に謝罪するよ？　『ストレンジサイケデリコ』と皆から呼ばれてはいるが、非を認める度量は人並みに持ち合わせているからね。しかし、内容が判わからなければ謝罪のしようもないだろ？」

　場ば数かずなのだろうか。神宇知くんの時も感じたが、理子先輩は本当に度ど胸きようがある。〝恐きよう怖ふ〟という感覚があるのか疑いたくなるほどに。

「ごちゃごちゃうるせえんだよ！　理屈っぽいことばかり言いやがって！　イラつくぜ！」

　突とつ如じよ、男子学生は理子先輩のブレザーの襟えり元もとへと掴つかみ掛かる。口では到底勝てそうにもないのだから、実力行使に打って出たのだろう。

「……なるほどなるほど。そうかそうか。完全に把は握あくしたよ」

　ああ、今すぐ止めなければ。そう思う優衣だったが怖気おじけづいて動けない。

「そういうわけで先ほどの質問は撤てつ回かいするよ。答えを聞くまでもなく君の彼女の判断は正しいし、もちろん私のアドバイスも的確だった」

　もちろん止めるのは相手ではなく理り子こ先せん輩ぱいである。

「……あん？　どういう意味だよ？」

　なぜならば理子先輩が、伊い庵あんとファミレスで話し合った時と同じ表情をしているのだ。仮か面めんのような精巧な笑みを瞳ひとみと口元に湛たたえ相手を冷たく見み詰つめている。

「どういう意味かって？　此こ処こまで言っても判わからないのかい？　まあいいよ。私は親切だからね。君にも判るように懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明してやろう」

　瞬しゆん間かん、理子先輩は悪戯いたずらを成功させた少年みたいに不ふ敵てきに笑う。

　ああ、もう間違いない。確実だ。




「君のようなファッキン野郎と別れて彼女は大正解だって言ってるのさ！」




　直後、理子先輩は中指を天てん井じように突き立て、血色の良い赤いベロを出してみせる。

「彩さい家け亭てい！　手て前めえ！」怒ど声せいと共に男子学生が平手を振りかぶる。

「優ゆ衣い！　悠ゆう仁じんを呼んできて！」咄とつ嗟さに伊庵が男子学生の腰こし回まわりにしがみつく。

「わ、判った！」伊庵の声に弾はじかれ席を立つと優衣は部屋を急ぎ飛び出す。

　神かみ宇う知ちくんは飲み物やチョコを買いに行った。おそらく食堂近くの売店にいる。周囲の生徒に奇き異いの眼差まなざしを向けられながらも、優衣は食堂へと廊ろう下かを全力疾しつ走そうする。

　売店前に到着する。しかし、神宇知くんの姿が見当たらない。途と中ちゆうで行き違ったのだろうか。どうする。引き返すべきか。

　以前、この場所で会話をしたからだろう。佐さ那な先輩の姿が思い浮かぶ。この時間なら佐那先輩は剣道部のはず。此処から武道場までならさほど時間は掛からない。神宇知くんがすでに戻っているならそれはそれで良し。佐那先輩の助けを借りられれば尚なお心強い。

　そう判断すると優衣は武道場へと走り出すのだった。




　　　　◇◆◇◇◇◇




「理子！　大だい丈じよう夫ぶか！」

　円えん馬ま佐那は叫びながら『変へん恋れん部』の部室へと勢い良く飛び込む。「……え？」ところが想像していたのとはあまりに異なる眼前の光景に佐那は立ち止まってしまった。

　戸口付近に散乱する飲み物とチョコレート。室内には椅い子すや机がひっくり返り、床ゆかには見知らぬ男子学生がうつ伏せに倒れ込んでいた。

　男子学生の上に馬乗りになり腕うでを後ろ手にひねり上げるのが神宇知悠仁で、

「悠仁もう止やめなって！　こんな最低男のために君がそこまでする必要はないって！」

　必死の形ぎよう相そうで神宇知の腕にしがみつく小こ柄がらなのが江え入いり伊庵で、

「まるでヒットマンのごとくだね。これからは君のことをターミネーター改めジェイソン・ステイサムと呼ぼう」

　場の張り詰めた空気とは反して呑のん気きなセリフを吐はいているのが彩さい家け亭てい理り子こであった。

「お、おい！　止やめろ！　止めてくれ！　俺おれの腕うでが、腕が、折れちまう！」

「うるさい。喚わめくな」

　神かみ宇う知ちの無む慈じ悲ひな態度に這はい蹲つくばる男の表情がたちまち凍こおりつく。止めなければ本当に相手の腕を圧へし折りかねない様相である。

「……理子先せん輩ぱいに手を出してただで帰れると思っているのか？」

　神宇知が男の耳元で囁ささやく。「ひ、ひぃ！」男は横着そうな見た目からは掛け離れた情なさけない声を発し、芋いも虫むしのように身体からだくねらせ藻も掻がく。しかし、馬乗りの神宇知は微動だにしない。

　今はその端たん整せいな顔つきが殊こと更さら恐ろしくあった。

「た、頼むよ！　さ、彩家亭！　コイツを止めてくれよ！」

　男の声からは益ます々ますの焦あせりが滲にじむ。突然なにを思ったのか、理子は神宇知の頭に両手を置くとかいぐりと髪かみを撫なで回し始める。

「いやね。期待に応こたえたいのは山々なのだがね。この〝シベリアンハスキー〟はなかなか主人の言うことを聞かなくてね」

　神宇知悠仁をシベリアンハスキーとは言い得て妙みようである。

「ま、そんなわけで悪いが、諦あきらめて腕の一本ばかし犠ぎ牲せいにしてくれたまえよ」

「そ、そんなあ……痛い痛い！　ひ、捻ひねるなって！　頼むから！　か、勘かん弁べんしてくれよお……」

　あっさりと告げる理子へと男は眉まゆ尻じりを下げ縋すがりつく。

「ふむ。どうする悠仁？」

　理子の口元が不ふ敵てきに笑ってる。それを見て理解する。理子がこの場の主導権を完全に掌しよう握あくしたことを。

「なになに？　きちっと謝罪するなら許さないこともない？　君、そういうことらしいぞ」

「判わかった！　謝る！　悪かったよ！」

「ふむふむ？　誠意が足らない？　同感だね。はい、やり直し！」

「わ、悪かった……俺おれが悪かった……です。どうか許して下さい……」

　神宇知は先ほどからなにも答えてはいない。口元すら動いていない。要は理子が神宇知の返答を捏ねつ造ぞうしていけしゃあしゃあと語っているのである。

「ほうほう？　一つ約束しろと？　別れた彼女には二度と近づくなって？　なるほど、私もその意見に賛成だね」

「……は、はん？　そ、それは！　関係ないだろ！　なに勝手なこと──」

　瞬しゆん間かん、理子は鋭い声を発する。

「君にはプライドがないのか！」

　理り子この迫力に気け圧おされ男は口を半開きのまま固まった。

「やんちゃは結構。暴走も若者の特権だ。転ぶのを恐れて走るのを止めてしまうなどという消極的な生き方は、少なくとも我々若人わこうどには相応ふさわしくはないよな。もちろん見苦しくたって情なさけなくたってなにも恥はじることはない。けれどさ。そこにプライドがないんじゃすべては台無しだ。誇ほこりを持てないような真ま似ねはしちゃいけない。それは誰より今こうして生きている自分に対して──失礼だよ」

　男は無言だった。呼吸をしているのかさえ定かでないほどに静かだった。

「今日きようの行動を君は誇れるのかい？　別れた彼女に付き纏まとうような真似にプライドがあると言えるのかい？　他の誰かにじゃないよ？　自分自身に誇れるのかと私は訊きいているんだぞ？」

　胸に尋たずねているのは男だけではないはずだ。この場にいるすべての人間が理子の言葉に聞き入っている。

「引き際は美しくさ。男の子なら〝やせ我が慢まん〟くらい余よ裕ゆうだろ？」

　男の額ひたいをデコピンすると「ふふ」理子は鼻でおかしそうに笑う。そして最後に取ってつけたかのように理子は述べる。

「……と〝神かみ宇う知ち大だい明みよう神じん〟は申しておる。よーく、肝きもに銘めいじておくように！」

　繰くり返し言う。神宇知は一つも口を開いてはいない。本人はやれやれと嘆たん息そくしていた。

　しかし、思い詰めた表情で黙だまり込む男にとっては最も早はやそれらは些さ細さいな問題だった。威い勢せいの良かった姿は見る影もないのだから。

「悠仁、お客様のお帰りだ。出口までご案内して差し上げろ」

　神宇知は一つ頷うなずく。脱力する男の首根っこを片手で掴つかまえ起き上がらせる。

「……自分で歩ける」

　男は神宇知の手を払い除のけ自分の足で歩いて、佐さ那なの脇わきを通りすぎ戸口から出て行った。

「やあ」理子がにこやかに片手を上げる。瞳ひとみが佐那を映している。

　咄とつ嗟さに反応ができない。「……ああ」味気ない返事を搾しぼり出すのが佐那には精せい一いつ杯ぱいだった。

「──良かったです。みんなが無事で……」

　佐那の背中から安あん堵どの溜ため息いきが聞こえてくる。優ゆ衣いだ。佐那は背後に人が立っていたことに気づかないほど、眼前で繰り広げられていた光景に見入っていたらしい。

「私としては今の彼を無事に帰せたことが良かったよ」

　理子は苦く笑しようしながら細い肩かたを竦すくめる。

「……ジェイソン・ステイサムくん、君は強いんだからちょっとは手て加か減げんしてあげなさいよ。相手に怪け我がをさせたら責められるのは君だぞ？」

「……理子先せん輩ぱいに危害を加えるヤツは誰であろうと俺おれは許さないってそう決めているんです」

「ほう、えらい心変わりだ。以前、私にこれでもかってくらいの危害を与えた人間のセリフとは到底思えないね」

　ジト目で顔を覗のぞき込む理り子こに「昔の話はもう忘れました」神かみ宇う知ちは素そ知しらぬ顔で応こたえる。

「おやおや、便利な記き憶おくをお持ちで」

　理子は苦く笑しようしながら続ける。

「誰か教えてくれないか。この物覚えの悪い大型犬を躾しつける方法をさ。あれかね。急場凌しのぎとして部室の表おもてに『猛もう犬けん注意』のシールでも貼っておくかい？」

「もう、理子先せん輩ぱいも神宇知くんも話は後にして先まずは部室を片付けましょうよ」

　優ゆ衣いは言いながら佐さ那なの脇わきを通りすぎ散乱する机や椅い子すの下へと向かう。

「……理子先輩ってきっと疫やく病びよう神がみの娘むすめなんだ」伊い庵あんが制服の埃ほこりを両手で払いながら言う。「貴女あなたと関わっているとロクなことがないもの」

「ジェットコースターのように退屈のない日常を約束するよ？」

「お生あい憎にく様です。個人的事情だけで特殊な日常は間に合ってます」

　伊庵は辟へき易えきした素そ振ぶりで吐はき捨てる。

「もう伊庵も。先ずは部屋のお片付けだよ」

「一番小こ柄がらな優衣がこの場では一番しっかり者だね」

「背せ丈たけは関係ないですよ。それ言ったら伊庵だって小さいし」

「優衣は背丈だけじゃなくて胸も小さいけどね」

「む、胸の大きさは関係ないじゃん！　伊庵のバカ！」

「優衣すまなかった。優衣がしっかり者であるかどうかに胸の大きさは関係なかったね」

「り、理子先輩まで！　口より手を動かして下さい！」

「おーけー、では床ゆかに散らばるチョコレートの回収を私が責任を持って果たそう」

「いや、床に落ちてたチョコレートはもうゴミ箱に投げ捨てました」

「悠ゆう仁じん！　君って奴やつは！　君って奴は！　チョコレートをそのようにぞんざいに扱うなんて！　君はチョコレートに対してもっと敬意を払うべきだ！」

「敬意？　人間でもないのに？　おかしなことを言いますね」

「まあね。〝お菓か子し〟だけにね。ってうるさいよ」

「うるさいのは貴女だ。貴女、部長でしょ。率そつ先せんして片付けて下さいよ。だいたい今回の災難だって、理子先輩の日頃の行いが悪いから起こったに決まってる」

「返す言葉が行方ゆくえ不明だよ。事実、この種のトラブルは割と定期的に起こるしね。でも恋愛相談で逆さか恨うらみを買うのは、折りたたみ傘がさを家に忘れた時に限って雨が降ってくるぐらいの宿命だからさ」

「ただの自じ業ごう自じ得とくでしょ。そういうわけで僕ぼくは手伝いませんから」

「だーかーらー！」優衣爆ばく発はつである。「みんな文句ばかり言ってないで手を動かしてよ。終わらないじゃん」

　優衣に睨にらまれ残りの三人は同時に顔を見合わせる。

「まったく君ら二人が働かないから私のマチルダがご機き嫌げんななめじゃないか」

「寝言は寝て言って下さいよ。チョコレートの食べすぎで脳みそまでチョコレートになってしまったんですか？」

「片づけをしていた俺おれのやるせなさが先せん輩ぱいに判わかりますか」

　なんだかんだと言いながらも三人とも部屋を片付けを始めるのだった。

　この間、佐さ那なはなにをするでもなくなにを発するでもなく、眼前の光景を漫まん然ぜんと眺ながめながら立ち尽つくしていた。光景がひどく遠い。まるで知らない国の風景をＴＶで観みている気分だった。

　──此こ処こに円えん馬ま佐那の居場所はない。

　瞬しゆん間かん、脳裏によぎった考えに佐那は身み震ぶるいした。

「あ、佐那先輩すみませんでした」

　優ゆ衣いの申し訳なさそうな声で我に返る。

「部活を抜け出してわざわざ来て貰もらったのに無む駄だ足になっちゃって……」

「ヒーローは遅れてやって来るとは言うが、さすがに一足遅かったね。完全防備で来た佐那の活かつ躍やくを見られなくて私は残念だよ」

　にやけ顔の理り子こが防具をつけた佐那の姿をからかう。いつもの軽口である。そういつもの。

「……いい迷めい惑わくだよ」

　頭に血が上っていた。判わかっているはずなのに理子の軽口が許せなかった。

「俺おれは『剣道部』なんだ！　俺をお前ら『変へん恋れん部』の事情にいちいち巻き込まないでくれ！」

　気づけば罵ば声せいを飛ばしていた。

　制服姿の四人に対して防具を身に着けた自分はひどく浮いていた。それはダンスパーティーに一人だけ見み窄すぼらしい格好で来てしまったかのような惨みじめさだった。

「……佐那？　心配ごとかい？　相談にのるよ？」

　心配そうな理子の姿を視界に捉とらえた途と端たん、佐那は踵きびすを返していた。

「……戻る」

　それだけをどうにか吐はき出すと佐那は部屋を飛び出した。武道場へと足早に廊ろう下かを進む。

「さ、佐那先輩！」

　背後で優衣の悲痛な声がする。優衣のことだ。責任を感じていることだろう。

　理解していながら一声もない今の自分は最低だ。羞しゆう恥ち心のあまり気が変になってしまいそうだ。けれどもうこの場所に一秒だって長くは居たくなかったのだ。

　しばらく廊下を進んで佐那はふと立ち止まった。

　廊下には佐那以外誰もいない。遠くから運動部の掛け声は聞こえてくるのみ。放課後のひんやりとした校舎、その薄うす暗くらがりの窓ガラスに自身の全身が浮かび上がっていた。

　華きや奢しやな身体からだつきだ。特に今みたいに冴さえない表情をしていると〝男〟とは思えないほどだ。当たり前と言えば当たり前なのだが。




　なぜならば円えん馬ま佐さ那なは──女なのだから。




　佐那は胸元を覗のぞき見る。小さな溜ため息いきが洩もれた。

　どこまで隠かくし通せるだろうか。気づかぬ振りをするのにも限界がある。身体からだは意志とは無関係に日々女性らしく成長を続けている。十八になる来年には、もうどう頑がん張ばっても女を隠し切れないのではないか。寝る前の暗くら闇やみの中で時々不安になる。

　佐那には判わからない。ここ最近、いろいろありすぎて頭の中が上う手まく整理できていない。

「俺おれは一体、何者なのだろうか……」

　自分の存在そのものが今は不確かに思えるのだった。
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「……戻る」佐那先せん輩ぱいは素そっ気けなく言い捨て部屋を足早に出て行く。

「さ、佐那先輩！」

　佐那先輩の拒きよ絶ぜつに優ゆ衣いは青ざめた顔で立ち尽つくしていた。

「あのさ……僕ぼくは悠ゆう仁じんを呼んできてくれって優衣に頼んだよね？　なのにどうして佐那先輩を連れてきちゃうかな……」

　江え入いり伊庵からは呆あきれて溜息が洩れる。事情を知らぬとは言え間まの悪いヤツである。

「……だって売店に行ったら神かみ宇う知ちくんが見当たらなくて……売店から武道場まですぐだったし……佐那先輩が来てくれたら心強いなって思って……私、必死だったから……」

　瞳ひとみを潤うるませ優衣が途と切ぎれがちに洩らす。責任を感じているらしい。

　事情を知る伊庵から言わせれば、佐那先輩の不ふ機き嫌げんさに優衣が責任を感じる必要はない。根本的な問題は佐那先輩自身が抱かかえているのだから。

「わ、私、もう一回ちゃんと佐那先輩に謝ってきますっ」

　悲痛に叫ぶ優衣を「大だい丈じよう夫ぶだ」即座に彩さい家け亭てい理り子こが両りよう腕うでで包み込む。

「佐那のことは心配いらない。佐那だって優衣は悪くないとちゃんと判ってるさ。私だって同じだよ。優衣が私のために一いつ生しよう懸けん命めい頑張ってくれたってことを知ってる」

「理子先輩……」

　優衣は彩家亭理子の腕の中で回れ右すると胸にぽすんと顔を埋うずめる。

「僕にはくれないんですか？　労ねぎらいの言葉」

　伊庵は椅い子すに腰こし掛かけ吐はき捨てる。嫌いや味みの一つも言いたくなるというものだ。

「理子先輩があの場面で、あの単細さい胞ぼうの男をわざと挑ちよう発はつするような真ま似ねをしなければ、僕らがこのように苦労する必要はなかったかもしれないわけですし、佐那先輩じゃありませんけど、本当にいい迷めい惑わくですよ」

　トラブルメーカーとはこのような人間のことを言うのだろう。悠ゆう仁じんとの関わりがなければ早々に縁えんを切りたい厄やつ介かいな人種である。

「ありがとう。もちろん君にも感謝している。なんせ、あの場面において誰よりも先に私を助けるために動いてくれたのは君だからね。ひねくれ者のヒーローくん」

「……言っておきますが、貴女あなたを助けようと思って動いたわけじゃないですから」

　しかも性格も最悪だ。『私はなんでも知っています』というしたり顔が気に入らない。

「あれは条件反射みたいなものです。目の前で数秒後に起こり得る事態が、明確に想定できてしまったのですから、そりゃあ動くでしょ？」

「ほう。本人がそういうのならそういうことなのだろうね」

　彩さい家け亭てい理り子こは生暖かく微ほほ笑えんでいる。まったく嫌いやな女である。

「……まあ、とにかく先せん輩ぱいが無事で良かったです」

　片付けを終えた悠ゆう仁じんもまたすらりと長い脚あしを組み椅い子すに腰こし掛かける。

「ただし今度からトラブルを起こす際は俺おれがその場にいる時にして下さい」

「悠仁……そこはトラブルを起こさないように諫いさめようよ」

「理子先輩が止やめろと言って素直に止めるような人間だったら俺はこんなことを言わない」

「まったくだね」

「いやあ、理解ある後こう輩はいたちを持って私は幸せだよ。期待に応こたえて、今後もじゃんじゃんトラブルを起こすように努力するよ」

　元気を取り戻したらしい優ゆ衣いが、

「もう、理子先輩ってば。ダメですよ。先輩は女の子なんですから。危ないことはしちゃいけません」

　彩家亭理子の懐ふところで頬ほおを膨ふくらませている。

「大だい丈じよう夫ぶさ。私には神かみ宇う知ち悠仁という番犬がいるからね」

「神宇知くんが誰かに怪け我がをさせちゃうような真ま似ねもダメですよ。それに、今回は神宇知くんがいないのに無む茶ちやなことをしたじゃないですか？」

「……昔の話はもう忘れました」

　彩家亭理子は表情を殺し聞き覚えのあるセリフを言う。

「あのお……それってひょっとして……神宇知くんのモノマネですか……？」

「似てるだろ？」

　嬉うれしそうに微笑む彩家亭理子に優衣は呆あきれた表情を浮かべている。

「……いや、似てないですから」隣となりの悠仁は眉まゆ根ねを顰ひそめていた。

「──ところで理子先輩、佐さ那な先輩のことはどうするつもりなんですか？」

　伊い庵あんは一つ探りを入れてみることにする。円えん馬ま佐那の名に優衣がぴくりと肩かたを震ふるわす。

「佐さ那なの機き嫌げんが悪いことについてなら、まあそのうちなんとかなるだろ」

「おや？　理り子こ先せん輩ぱいにしては、ずいぶんと歯切れの悪い答えですね」

「そうかい？　物事には、時間の経過に頼ることで上う手まくゆくことは多いと思うが？　ヴィクトリア朝のイギリス首相、ベンジャミン・ディズレーリも『時は偉い大だいな医者である』と言ってるしね」

「論点をすり替えないで下さいよ」

　伊い庵あんはこれ見よがしに苦く笑しようを浮かべてみせる。

「『ストレンジサイケデリコ』と呼ばれる彩さい家け亭てい理子ともあろう人が、ずいぶんと慎しん重ちような態度ですね、と僕ぼくは言っているんです」

「江え入いり伊庵くん、〝変人ストレンジ〟と〝阿呆フール〟を混同してくれるなよ」

　直後、彩家亭理子は対抗するかのように肩かたを竦すくめ苦にが笑わらいする。

「慎重だろうが常識的だろうが、それが己おのれにとって最良の選せん択たくなら問題はなかろう？　幾いくら変人と呼ばれているからとって、常に非常識な方法を選択して周りの期待に応こたえてやるほど私はサービス精神に溢あふれちゃいないのさ」

　伊庵は余よ裕ゆうたっぷりの表情をまじまじと見つめる。動じている気配は見当たらない。

「……本当に惚とぼけるのが上う手まいよね」伊庵は小さく洩もらす。

　はぐらかしてくることは予想していた。当然、伊庵の追及はこれでは終わらない。

「でも、本当にそれが正しい選択かなあ。時間が解決してくれるような単純な問題だとは僕ぼくには思えないけど」

「……ほう。まるで円えん馬ま佐那をよく知っているような口振りだね。伊庵はいつの間に佐那と仲良くなったんだい？」

　瞬しゆん間かん、理子先輩が瞳ひとみを光線のごとく細く長く眇すがめる。ようやく仮面ペルソナに隠かくれた素顔を垣かい間ま見みせたというところか。

「いいえ、ただの勘かんですよ。理子先輩が佐那先輩を知るほどに、僕が佐那先輩のことを知っているはずがないじゃないですか？」

　伊庵と彩家亭理子とのやり取りに優ゆ衣いは不思議そうに小首を傾かしげ、悠ゆう仁じんは表情を変えることなく静観していた。

「ただ理子先輩と親しく付き合っているくらいですから、佐那先輩も〝普通じゃない〟のかもしれないと思っただけですよ」

　彩家亭理子が佐那先輩の抱かかえる事情を知らないはずがない。これは確信だった。

　彩家亭理子は抱だき抱えた優衣の頭の頂上に「ひどいですよお、理子先輩」あごをくいと乗せ、思案顔を浮かべ黙だまり込む。すぐに「ふふ」と楽しそうに全身を揺らした。

「確かにね。私と親しくしているのはみんな変わった連中ばかりだね」

　そう言いながら彩家亭理子は部屋にいる人間の顔を一人一人順番に眺ながめやった。

「……あれ？　私は普通です、よね？」優ゆ衣いは自信なさげに見上げる。

「残念ながら優衣くん……」彩さい家け亭てい理り子こが神しん妙みような顔つきで頭を振る。

「『ストレンジサイケデリコ』と深く関わっている時点で、君もすでに〝変人〟の仲間入りを果たしているのだよ。少なくとも周囲はそのような色メガネで見てくることだろう。さあ、此こ処こは一つ開き直って、私と一いつ緒しよに立派な〝変人〟目指して切せつ磋さ琢たく磨ましようじゃないか！」

「えええええ！　嫌いやです！　私、普通がいいです！」

「私に白はく状じようするんだ！　優衣にはどんな秘密があるんだい？　複雑な生おい立ちかい？　人には言えない過去かい？　それとも特殊な性せい癖へきかい？」

　彩家亭理子は言いながら優衣を羽は交がい締じめにする。

「な、ないです！　なんにもないです！　普通の家庭に生まれた普通の女子高生です！」

　彩家亭理子の拘こう束そくから逃のがれようと、優衣は情なさけない声を出しながらジタバタとしている。

「……どうだか。こうやって弄いじられて内心では喜んでいるんじゃないのか？　ん？　正直に言ってごらん？　実は君には〝Ｍっ気〟があるんじゃないのかい？　ん？　でなきゃ悠ゆう仁じんや伊い庵あんのような厄やつ介かいな連中と、今日きようまで付き合ってこられるはずがない」

　ひどい言われようである。

「……ち、違います！」

　優衣は頬ほおを真まっ赤かに染そめながら必死で否定する。瞬しゆん間かん、彩家亭理子が優衣の耳に向けピンポイントに息を吹き掛ける。

「ひゃんっ！」素すっ頓とん狂きような声と同時に優衣は両りよう肩かたを跳はね上げる。

「……本当に違うのかい？　ん？」彩家亭理子のねっとりとした囁ささやきに「ち、違うと……思います……たぶん……きっと……」優衣の否定の声は徐じよ々じよに小さくなり最後は消えてなくなった。

　助けを求めるかのようにへの字眉まゆの優衣が伊庵へと視線を送ってくる。

　毎度のごとく『バカ』と口だけ動かし応こたえておいた。ちらりと隣となりを見やると、さすがの悠仁も優衣のバカさ加か減げんに呆あきれたのか口くちの端はを歪ゆがめて息を洩もらしていた。

　さすがに緊きん張ちようの糸が切れたこの状態から、再び円えん馬ま佐さ那なの話題を彩家亭理子へとぶつける気にはなれなかった。結果的にまんまと煙けむに巻かれたわけだ。

　けれど一応の収しゆう穫かくはあった。伊庵の確信が証明された。今日のところはこれで良しとしよう。

　断言する。彩家亭理子は佐那先輩が男装していることを知っている。

　伊庵の件も見み透すかしていたのだ。佐那先輩が先の〝嫌がらせ〟に関与している可能性についてもおそらくは感づいている。

　そして、もしかしたら佐那先輩の気持ちについても──彩家亭理子は気づいているのかもしれない。まだ確信はないが。






　　正義じかけのパラサイト
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「……部活があるから」

　素そっ気けなく教室を出て行く友の背中を眺ながめながら彩さい家け亭てい理り子こは小さく肩かたを竦すくめた。

　前回の一件で気き不ま味ずくなって以来、佐さ那なとはこの一週間ずっとこんな調子である。中学の頃から喧けん嘩かは幾いく度どもしてきたが、今回の佐那の様子はこれまでとはだいぶ違う。

　普段の理子ならば、相手が嫌いやな顔をしようが避さけようがどうしようが、お構いなしに特攻してゆくことだろう。佐那に怪け我がを負わせ罪ざい悪あく感から身動きが取れなくなってしまったあの時に改めて決意したのだ。

　思うがままに行こうと。それこそが彩家亭理子が彩家亭理子である一番の存在意義なのだからと。

　だが。今回は前回とはまた違った問題を孕はらんでいるから一ひと筋すじ縄なわでは行かない。結論から言って、佐那が傷つかずに済む未来が見つけられなくて理子は困っていた。

「佐那は潔けつ癖ぺきなところがあるからね」

　おまけに一途いちずでもある。いわゆる思い込んだら周りが見えなくなるタイプである。佐那の抱かかえる〝矛む盾じゆん〟とはそれらが互たがいに絡からみ合った結果なのだ。

「佐那もいっそ伊い庵あんくらい割り切ってしまえば、気楽に生きられるだろうに」

　理子から自然と苦く笑しようが洩もれる。それができない佐那だと知っているからこその笑みであり、そんな不ぶ器き用ような佐那だからこそ、彩家亭理子などというイカレトンチキの友人が務まるのだという笑みだった。

「まあ……かく言う私も友のこととなると、なかなかに割り切れないのだけれども」

　自分の気持ちなのに自分で決められないとはなんとも不自由なことだ。

　ただ理子は思うのだ。近しい誰かを傷つけたくないと願う心が、自分の信念や人生を掻かき乱すこと、これがスペシャルな気持ちというヤツなのではないかと。

　だとするならば、苦悩も悪くない。大人おとなになるための通過儀ぎ礼れいとでも思って大いに悩んでみるさ。

『変へん恋れん部』の部室に向かって歩き始めてすぐに、今の理子にとってあまり有り難がたくない事態に遭そう遇ぐうすることになった。

「ご機き嫌げんよう彩家亭理子」

　端たん的てきに言って〝面めん倒どうな奴やつ〟に出会ってしまったのだ。

「やあ原はら犀さい斗と。どうしてだろうか？　君の顔を見た途と端たんに〝急に用事を思い出す病〟にかかってしまったようだ。そんなわけで失礼するよ」

「心配するな。大した症状じゃない。僕ぼくなど彩さい家け亭ていの顔を思い浮かべるだけで吐はき気がする」

　そう同学年の原犀斗という男子学生は、顔色一つ変えることなくメガネのブリッジ部分を中指で押し上げる。

　制服にはしわ一つない。一番上まできちっとボタンは止められ、ネクタイにも一切の歪ゆがみは見られない。髪かみの分け目まで折り目正しいのは最も早はやなにかしらの義務か。

　シャープな顔立ちもあってか爬は虫ちゆう類るいを連想させる男子生徒であった。

「原犀斗、君は相変わらず〝遊びのない顔〟をしてるね。ちなみに〝遊びのない顔〟を直訳すると、殺人事件の容疑者として君の顔写真が公開されたら『ああ、この顔は人を殺やっている顔だな』と皆に言われるような愛あい嬌きようの乏とぼしい顔をしているという意味だよ」

「よくもまあペラペラと……そういう彩家亭は相変わらず校則に反するだらしがない格好だ。繰くり返し僕は君へと改善を要求しているはずだが？」

「メガネのフレームを奇き抜ばつにしたらどうだい？　例えば……そうだね。レディー・ガガに対抗して〝和牛の生肉フレーム〟なんてどうだろうか。今の君よりは、周りを愉ゆ快かいな気分にさせられるであろうことを私が保証しようじゃないか！」

「そんな保証などいるか！　人の話をはぐらかすな彩家亭！」

「女に話を聞いて貰もらいたいのなら、もっと相手にとって興味のある内容を提供しなよ。そんな独ひとりよがりじゃいつまで経たっても私を口く説どけないぞ？」

　そう言って理子が投げキッスをして見せると、原犀斗は「ちっ」と小さく舌した打うちするとメガネのブリッジを持ち上げる。

「……学内の規律を司つかさどる生徒会の一員として、学内の風紀を乱す不ふ穏おん分ぶん子しに忠告をしにきた」

「へえ、それはご苦労。勤勉な君の邪じや魔まをしちゃあ悪い。私は速やかに去ることにしよう。それではその〝不穏分子くん〟とやらによろしく」

「ふざけるな。無自覚だとは言わせないぞ。彩家亭以上に『学内の風紀を乱す不穏分子』など存在するはずがないだろう。僕はこれまでも再三再四、君へ自じ重ちようするようにと警けい鐘しようを鳴らしてきたはずだ」

「君のしゃちこばった物言いを聞いていると、生徒会が秘密警察のように思えてならないよ」

「そう感じるのは彩家亭に後ろめたいところがあるからじゃないのか？」

　原犀斗がレンズの奥にある瞳ひとみを獲え物ものを眼前にした蛇へびのように眇すがめる。

「例えば──〝部費の不正受領〟について、とか」

「またその件かい？　終わった話を何度も蒸むし返すなんて、別れた女に未練タラタラのいじけた男並みに始し末まつが悪いね」

「茶ちや化かすな！　誰が繰くり返し言わせていると思っている！　君のその軽けい薄はくな態度には心底嫌いや気けがさす！」

　原はら犀さい斗とは不ふ愉ゆ快かいそうに鼻の頭にしわを作る。教科書に載のせたくなるくらい見事なまでに嫌そうな顔である。

「繰り返し言うのは君たち『変へん恋れん部』の行いが紛まぎれもない〝不正行為〟だからだ！　正当な手続きを踏ふんだ正当な行為ならば僕ぼくはなにも言わない。正式な部活として認可されるためには最低五名の部員が必要である、と僕は繰り返し君に伝えている、そんなことも覚えられない君は鳥頭なのか？」

「えーと、悪いが『変恋部』ってのは通称でね。『変動変質する現代恋愛における男女の思考及び行動を考察することにより人間の本質そして人間の未来を研究する部』というのが我々の部活の正式名称だ。生徒会役員なら正式名称くらいちゃんと憶おぼえておいてくれたまえよ。まあ、君がそんなことも覚えられない鳥頭でなければの話だが？」

　理子がにこやかに返すと、原犀斗は面おも白しろいくらいに大きく眉まゆを吊つり上げ叫ぶのだ。

「非正規の部活の名称など覚えるに値あたいしない！」

　プライドの高い原犀斗があからさまな侮ぶ辱じよくを看かん過かするはずもなく。また生徒会役員という立場に強い矜きよう持じを示す原犀斗にとって、生徒会に対する些さ細さいな否定であっても見み逃のがすはずもなく。

「どうせならそのまま、名前と共に存在そのものを忘れてくれても構わないよ？」

「冗じよう談だんじゃない！　学内の秩ちつ序じよを守るためには、どのような小さな不正も見逃すべきではない！　校則というルールが順守されてこそ学内の秩序は保たれる！」

　原犀斗が声を張る。廊ろう下かに朗ろう々ろうたる声が反はん響きようする。周囲の学生たちがなにごとか此方こちらへと振り返った。わざわざ教室から顔を覗のぞかせる生徒もいる。

　しかし、彩さい家け亭てい理子と原犀斗がやり合ってると知るやいなや、周囲は通常運転を開始するのである。なぜならば、理子と原犀斗は顔を突き合わせれば大たい概がい議論し合っており、それは千せん光こう生徒なら誰もが知る年中無休の風物詩のようなものだった。

「なにもそれは学内に限らない。一般社会でも言えることだろう。法を犯せば司法によって裁さばかれる。それは社会が健全である証しよう拠こだ。再び学内の話に戻る。不正を犯した『変恋部』が校則を司つかさどる我々生徒会から糾きゆう弾だんされる。それは至し極ごく当然の帰結だと思うがどうだ？」

　まったくよく言う。内心で苦く笑しようしながら理子は返す。

「社会について大たい層そうに語る君になら判わかるだろうが、世の中にはさ、必ず『例外』というものが存在するのだよ。確かに『変恋部』の部員が私とマリリンの二名という状況は校則に反する。しかし不認可ではない。これは重要な点だぞ。顧こ問もんの塚つか井い麻ま穂ほが校長から承しよう認にんを得て正式に部として認可されてるんだ。生徒会会計の君がその事実を知らないなんてことはないよね？」

　メガネのレンズを光らせるだけで原犀斗はなにも答えない。

「知った上で糾弾しているのだから、私から言わせれば〝不当な弾だん圧あつ〟だね」

「だから！　僕ぼくは例外なんて認められないと言っているんだよ！」

　原はら犀さい斗とは邪じや魔ま者を押し退のけるように仕し草ぐさで腕うでを払う。

「どのようなプロセスを得て認可されたのかも非常に不ふ明めい瞭りようだ！　五名の部員が必要だと校則に明記されているのならば、それは順守されるべきだ！」

「まったく君は話がいちいち大おお袈げ裟さなんだよ」

　理り子こから苦く笑しようが零こぼれる。演技でなく割と本気で呆あきれている。

「学生たちの間で『ストレンジサイケデリコ』や『あばずれガール』と謳うたわれる我々は存在そのものが異い端たんであり例外なのだよ？　『変へん恋れん部』がどのようなプロセスや目的で創設されたとか、内実どのような活動をしているとか、多少の興味はあるかもしれないが、概おおむね皆にとってはどうだっていいことだとは思わないかい？」

「先ほどから僕が主張しているように、これはルールを順守するかしないかの問題だ！　実際に部活の認可が下りないサークルから、生徒会に特例である『変恋部』への不満が上がってきていることも付け加えておく！」

「……ほう。だったらソイツらにこれを突きつけて黙だまらせてくれないか？」

　瞬しゆん間かん、理子は勝ち誇ほこった笑みを浮かべ、三枚の用紙をトランプのごとく広げて原犀斗へと示す。直後、用紙を受け取った原犀斗の瞳ひとみが大きく見開かれた。

「実は三名の新入生の入部が決定してね」

　原犀斗に渡したのは悠ゆう仁じんたちの『入部用紙』だった。

「生徒会会計殿どの、二足す三は幾いくつか判わかるかい？」

　手元の用紙に視線を落とす原犀斗が奥歯をぎりりと食い縛しばるのが判る。

「そう五だよ。お陰かげ様で部員が五名になってね。ああ、そう言えばどこかの誰かがしつこく言っていたね、『正式な部活として認可されるためには最低五名の部員が必要である』と。いやあ、これは奇き遇ぐうだよ」

「ふふ」理子は微ほほ笑えみながら原犀斗の横よこ面つらへと鼻先を寄せる。

「いやあ……君の悔くやしそうな顔は実に愛いとしいと私は思うのだが、どうだろうか？　今のような表情を皆にも見せてやりたいね。きっと君の好感度はうなぎ登りさ」

　そう理子が耳元で囁ささやくと、即座に原犀斗は「ちっ」大きく舌した打うちして踵きびすを返す。そして背中を理子に向けたまま最後に一ひと言こと残してゆく。

「言っておくが、僕は彩さい家け亭ていの存在そのものを否定する。君の無む秩ちつ序じよな傲ごう慢まんさは集団生活において目め障ざわり以外のなにものでもない。いつか必ず皆の前で僕の正当性を証明してやるからな。覚かく悟ごしておけ」

　理子は遠ざかる原犀斗の後ろ姿を眺ながめながら「ギャフン」と笑いながら呟つぶやく。

　頭の上で両手を組むと理子は大きく伸びをする。へそが覗のぞくほどの伸びに通りすがりの男子が顔を赤らめていた。

「彼との会話は張り合いがあって面おも白しろいが、毎回長くなるのが玉に瑕きずだね」

　頭の体操であるとか、言葉遊びだと思えば、案外、原はら犀さい斗ととの会話とは楽しいものだ。

　これを言っても誰も信じてはくれないのだが、理り子こは原犀斗のことが嫌きらいなわけじゃなかった。むしろ愛いとしい奴やつであるとさえ思う。

　無論、向こうが此方こちらをどう思っているのかは措おいておくとして。

　それでも〝面めん倒どうな奴〟と理子が感じてしまうのは、互いのイデオロギーがあまりにも異なるからだ。どこまで行っても互たがいの主張は平行線。正論ＶＳ異論の果てのない争いである。

「まあ私のは〝屁へ理り屈くつ〟と呼ぶのが相応ふさわしいけどね」

　原犀斗の発言を理子は表面上大いに否定してはいるが内心では十分に承しよう服ふくしていた。

　要するに理子は先ほども言葉にした通り自分が異い端たんであり例外であると自覚している。主張として正しいのはアチラで間違っているのはコチラ。理屈として理解している。

　ただ感情的に『それじゃあ面白くない』と好き勝手やっているわけで。身勝手だと承しよう知ちの上でやっているのだからある意味性た質ちが悪いわけで。

「原犀斗は否定するとすぐにムキになるところが、からかい甲が斐いがあって楽しいね」

　本人に悪びれた素そ振ぶりの一つもないあたりがもうどうしようもないのである。

　生徒会という個を纏まとめ上げる立場からすれば、集団の輪から大幅に外れた理子のような存在はさぞ邪じや魔まであろう。気持ちが判わからないでもないので、こうして時々、原犀斗との言葉遊びに律りち儀ぎに興きようじるのである。

　ただなまじっか原犀斗も弁が立つものだから、このような非建設的な口論が長々と続く。結果、歩み寄り等々が生まれるわけでもなく本当に無む駄だ骨ぼねとしか言いようがない。

　つまり一言で言って原犀斗とは〝面倒な奴〟なのであった。




　　　　◇◇◆◇◇◇




「ねえ優ゆ衣いちゃん……神かみ宇う知ちくんと二年の彩さい家け亭てい理子先せん輩ぱいって付き合ってるの？」

　西日差す放課後の教室で『変へん恋れん部』に向かうための準備を優衣が整えていると、クラスの女子から質問を受けた。

「……え？」鞄かばんに教科書を詰め込んでいた優衣から声が洩もれる。初耳である。

「優衣ちゃんならなにか知ってるでしょう？」さらに別の女子に尋たずねられる。

「そんなはずないと思う。そんな話は聞いてない」

　優衣は正直に答える。気づけば優衣の席をクラスの女子数人がぐるりと囲んでいた。

「あれ？　川合かわいさん、神宇知くんが今日きようの昼休みに三年の先輩に告こく白はくされた話を知らない？　学校中で噂うわさになってるよ？」

「ええ！　嘘うそ！」

　優ゆ衣いは驚きの声を上げる。これまた初耳である。

「名前までは知らないけど、結構、綺き麗れいな女の人だったよねえ」

　優衣はクラスメイトの女子が作る人ひと垣がきの隙すき間まから神かみ宇う知ちくんの姿を探す。見当たらない。伊い庵あんも教室にいないところを見ると、もうすでに部室へ向かったのかもしれない。

　そうやって優衣が教室を見回している間も、ガールズトークが頭上を飛び交う。

「あの『死にたがりの宇う宙ちゆう人じん』って呼ばれる神宇知くんに告こく白はくするなんて、あの先せん輩ぱい勇気あるよね」

「……まあねえ。でも神宇知くんさ。性格は取っつき難にくそうだけど。見た目はイイもん」

「イエス！　実はアタシも神宇知くんのクールな感じ結構好きかも！」

「突然の愛のカミングアウトきたあああああ！」

「って言うかアンタ円えん馬ま先輩のファンだって言ってたじゃん」

「いや、なんかノリで？　言ったもん勝ちみたいな感じ？」

「じゃあ私も！　私も神宇知くん好き好き！　超愛してるぅ！」

　異様な盛り上がりである。鬼おにに金かな棒ぼう、女子に恋話である。恋話中の女子の無む敵てき感ときたら月にだって歩いて辿たどり着けそうなほどである。

「ちょっと！　みんなストップ！」優衣は身振りを交えて叫ぶ。「結局どういうことなの？」

　女子たちの視線が輪の中心にいる優衣の旋毛つむじあたりに集中する。

「その三年の先輩が神宇知くんに告白したことが、どうして理り子こ先輩と神宇知くんが付き合ってるって話に発展するの？」

　女子たちは顔を見合わせ笑っている。

「ごめん、肝かん心じんのそこのところ話してなかったね」

　女子はバツが悪そうに頭をかく。

「おほん、では発表します」

　すると、どこからかドラムロールの声真ま似ねが聞こえる。周囲は力を溜ため込むように固唾かたずを呑のむのである。

「三年の先輩に告白された神宇知くんは『今の俺おれは彩さい家け亭てい理子を守ることがすべてです』とクールに答えるのでした！　神宇知くんカッコイイ！」

　直後、嬌きよう声せいが爆ばく発はつする。きゃあきゃあと騒さわぐ女子たちの中にあって「……どういうこと？」優衣は一人だけ呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　受け取り方によっては『彩家亭理子を守ることがすべて』というセリフは、極ごく上じようの愛の言葉とも思えるわけで。けれど、理子先輩は神宇知くんとの間に、はっきりと恋愛感情はないと言っていなかったか。

「そういうわけだから。川合かわいさんよろ」

　驚きから覚めやらぬ優衣の肩かたへと一人の女子が手を置いた。

「……え？」

　すると、追つい随ずいして優ゆ衣いの肩かたへと女子が次々に手を置いてゆく。数人分の手の重みが優衣の小さな肩にずしりと乗っかった。

「え？　え？　私なの？　私に訊きいてこいってこと？」

　戸と惑まどう優衣へと、みんなは示し合わせたかのように揃そろって「うん」と頷うなずいた。

　昔からそうだ。頼みごとがし易やすいからか。頼みごとを断るのが苦にが手てだからか。優衣は時々こうしてみんなの矢や面おもてに立たされる。そして数々の恥はじをかいてきた。

　特に中学時代の神かみ宇う知ちくんとの出で来き事ごとは、今、思い出しても羞しゆう恥ちに顔が真まっ赤かになる。いろいろな意味において。もう二度とあのような恥はずかしい真ま似ねはしたくない。

　できることならみんなの期待には応こたえてあげたいけれど、恩人である神宇知くんに迷めい惑わくを掛けるような行為はしたくなかった。

「……ダメかな？」

　女子たちが気き不ま味ずそうに尋たずねてくる。

「でも優衣ちゃんも気になるでしょ？」

「そりゃあ……」

　気にならないなんてことはない。いや、むしろ気になって仕方がない。「川合かわいさんお願い！」女子たちが優衣の眼前で一いつ斉せいに両手を合わせるのである。

「……えっと、その……こ、これっきりだからね。今回だけだからね！」

　優衣はしばし悩んだ末にこう言い残すと、逃げ出すように教室をダッシュで出て行く。自分の意い気く地じのなさに嘆たん息そくしながら。







　クラスの女子たちからの指令を受けて辿たどり着いた『変へん恋れん部』の部室に神宇知くんの姿はなかった。伊い庵あんもいない。居るのは理り子こ先せん輩ぱいだけだった。

「やあ優衣」理子先輩はいつも通りノートＰＣをマウス片手に弄いじりながら、もう片方の手でチョコレートを摘つまんでいる。本日のお供はスティック状のチョコだった。

　どうしたものか。目標対象の神宇知くんがいない。とりあえず理子先輩の隣となりにちょこんと座る優衣である。

　ふと、神宇知くんでなくとも、理子先輩に真意を尋ねればいいじゃないかと気づく。本人を間ま近ぢかにして気づいたばかりにドキリと心臓に悪かった。

「あの、理子先輩知ってますか……？」

　優衣が恐る恐る尋ねると「ん？」ディスプレイを見つめたままの理子先輩が反応する。

「えっと……理子先輩と神宇知くんが付き合っているらしいですよ？」

　理子先輩はおもむろに視線を優衣へと向けると、パチクリと大きな瞳ひとみを瞬まばたかせる。どうやら初耳らしい。優ゆ衣いはクラスメイトたち聞いた噂うわさ話ばなしを急ぎ説明する。

「──へえ、ソイツは知らなかった。私は悠ゆう仁じんの〝彼女〟だったのか」

「この噂って学校全体に広がってるみたいですよ？」

　放課後になってクラスメイトから聞くまで優衣は知らなかったのだが。理り子こ先せん輩ぱいは腕うで組ぐみをすると、トンツートンと二にの腕で指先を遊ばせる。

「優衣の意見を訊きかせてくれないか。君には私と悠仁が付き合っているように見えるかい？」

　優衣が「……はあ」と苦にが笑わらいを浮かべると「そういうことさ」理子先輩は口くちの端はを歪ゆがめる。

　判わかってはいたが改めて理子先輩の口から否定の言葉を聞き、優衣からは安あん堵どの溜ため息いきと一いつ緒しよに笑顔が零こぼれる。だがすぐに、肝かん心じんな質問がまだだったことに優衣は気づく。

「えっと、それじゃあ、神かみ宇う知ちくんが三年の先輩に言ったという『彩さい家け亭てい理子を守ることがすべて』ってセリフはどういう意味なんですか……？」

　セリフを聞いたみんなが『二人が付き合っている』という解かい釈しやくをするのも当然の内容だと思う。逆に言えば、そうでないならどういう意味のセリフなのだろうか。

　理子先輩は「ふふ」とおかしげに笑う。

「あの朴ぼく念ねん仁じんにも困ったもんだね。悠仁はいつだって言葉足らずなのさ」

　瞬しゆん間かん、優衣の胸のあたりが窮きゆう屈くつになった。

「まあ、先日話したように詳くわしい内容については悠仁から直接聞いくれたまえよ」

　ウィンクする理子先輩へ「あ、はい……」優衣は辛かろうじて返事をする。

　ＢＢＳへの書き込みの途と中ちゆうだったのだろう。二人が口を閉じた室内にはノートＰＣのファンが回る微び細さいな音と、理子先輩の叩たたくキーボードの小こ気き味み良い打音だけがあった。

　優衣は自己嫌けん悪おする。

　理子先輩のことを尊敬している。お世話になったと感謝もしている。なのに神宇知くんの特別である理子先輩に優衣は嫉しつ妬としている。最低だった。最悪だった。

　居た堪たまれない気分に、今日きようはもう帰ろうかと考え始めた時である。

　スライドドアが滑なめらかに開く。戸口には見たことのない女子生徒が立っていた。リボンタイから三年だと気づく。

　ゆるふわカールの茶色の髪かみに、目め尻じりが少し下がった大きな瞳ひとみ、全体的に甘あまったるくて派は手でな印象の面おも立だちだ。背せ丈たけは理子先輩と同じかやや低いくらい。

「やっほー」

　気安い挨あい拶さつをして女の先輩が室内へと入ってくる。柔やわらかそうな太ももの顕あらわになった短いスカートが、歩く度たびにチラチラと捲めくれる。首を傾かしげたら簡単に中身が見えそうである。

「……わあ」

　そしてなにより優衣が釘くぎ付づけになってしまったのが、白いブラウスがはち切れんばかりのふくよかな胸元だった。
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　ブラウスの第二ボタンまで外しているのは、果たしてファッションなのかバストが大きすぎて窮きゆう屈くつだからなのか。そんな疑問を抱いだきつつ自身の〝ふくよかではない〟起き伏ふくに視線を落とす優ゆ衣いからは最も早はやお約束のごとく溜ため息いきが洩もれるのだった。

「おや、珍めずらしい。マリリンが『変へん恋れん部』の部室に顔を出すなんてどういう風の吹き回しだい？」

　理り子こ先せん輩ぱいが「ふふ」と楽しそうに瞳ひとみを細める。二人は知り合いらしい。

「だってさあ、理子の純じゆん潔けつが奪うばわれたなんて噂うわさを耳にしたらじっとなんてしてらんないじゃない？」

「おやおや。三年にまで私の噂が伝わっているのか。困ったものだね」

　マリリンと呼ばれた先輩は優衣には目もくれず一直線に理子先輩の下へと進む。

「アタシになんの相談もなしに、どこの馬の骨とも知れない男へと無む垢くな身体からだを許してしまうなんてマリリンショックぅ。理子の初めてはアタシにくれるって約束だったじゃない？」

　マリリン先輩は両りよう腕うでを蔦つたのように理子先輩の背後から首元へとスルリと絡からめ、椅い子すの背もたれに大きな胸を押し潰つぶし甘あまえるように密着する。

「悪い冗じよう談だんだよ。初めての相手が『あばずれガール』と名高い真ま利り凛りん花かだなんて、君は私に永遠のトラウマを植えつける気かい？」

「やーん！　それって最高！　理子にとって私が忘れられない女になるとか、考えただけでゾクゾクしちゃうわ」

　瞬しゆん間かん、猫ねこのように喉のどを鳴らしマリリン先せん輩ぱいは理り子こ先輩へとぎゅっとしがみつく。さらにマリリン先輩が理子先輩の白い首くび筋すじへと濃のう厚こうな口付けをするものだから、優ゆ衣いは慌あわてて視線を逸そらす。

　それはまるで禁きん断だんの愛。見てはいけないものを見てしまったという気き恥はずかしさだった。

　ただ理子先輩はマリリン先輩の大だい胆たんな行為に慣れているのか、

「……悪ふざけはいい加か減げんにしてくれよマリリン。新入生がどう反応していいのか困っているだろ？」

　擽くすぐったそうに首を竦すくめるだけで慌てるような素そ振ぶりはなかった。

「わお、顔を真まっ赤かにしちゃって可愛かわいいんだあ」

　マリリン先輩は優衣を眺ながめながらぽやぽやと笑う。

「優衣、紹介するよ。此方こちら、三年の真ま利り凛りん花か。通称〝マリリン〟。千せん光こう生からは『あばずれガール』と呼ばれる類たぐい稀まれな〝ビッチ〟だから注意するように。まとな人間がこの先輩の真ま似ねなんてしたら、人生を棒ぼうに振ることになるからね」

「やーね、ビッチだなんて人聞きが悪いことを新入生ちゃんに吹き込まないでよお。安心してね。ただの『恋多き女』だから。お望みとあらば、マリリンが恋やら愛やらの素晴らしさについてじっくりと教えてあげるからね」

　マリリン先輩は猫なで声で言う。一いつ瞬しゆん、聞き間違えかと思った。そうあって欲しいという優衣の願望なのかもしれない。

　刺し激げき的すぎるその存在に優衣は口を半開きにして、ただただ唖あ然ぜんとするばかりである。理子先輩も大たい概がい、開放的な人だが、マリリン先輩はそれを遥かに凌しのぐ〝開けっ広げ〟な人だった。

　優衣が呆あつ気けに取られているのが面おも白しろいらしく理子先輩は身体からだをくの字にしてクツクツと笑っていた。

「では今度はマリリンに新入生を紹介しよう。先ほどから熟うれた林檎りんごみたいに顔を真っ赤にしてるのが私のマチルダこと川合かわい優衣だ。『変へん恋れん部』の新しい部員さ」

「あ、か、川合優衣です」優衣はペコッと頭を下げる。

「やーん、名前通り可愛い。食べちゃいたい」

　面おもてを上げると、マリリン先輩がくちびるを舌したでチロリと舐なめながらうっとりした眼差まなざしでコチラを見ていた。背せ筋すじがぞくりとした。

「でもさあ。『変恋部』なんかに入部する〝物好き〟がいるんだね。マリリンびっくりぃ」

「私の記き憶おくが確かなら真利凛花という三年のあばずれも『変恋部』部員だったはずだが？」

「そうねえ、私ってほら〝物好き〟だから」

　マリリン先輩は惚とぼけてみせる。立たち居い振る舞いといい喋しやべり方といい、なんというかマイペースな人である。理子先輩とはまた違ったタイプの動じない人のようだ。

「んー、でもさ理子。部員なんて入れてどうするつもり？　『変恋部』に決まった活動なんてないじゃない？」

「え？　そうなんですか？」

　優ゆ衣いは聞き返す。神かみ宇う知ちくんに続き伊い庵あんまで『変へん恋れん部』に入部すると言い出したので、優衣も慌あわてて入部したのだが、言われてみれば正式な活動についてはなにも知らない。

「まあね。そもそも『変恋部』ってのは私の個人的な趣味を満たすための受け皿にすぎないからね。実のところ同好会でも一向に構わんわけだ。ただ部活として登録するとさ『部費』という財宝が手に入るのだよ」

「この子、その〝財宝〟でチョコレートを買ってるだけなの。麻ま穂ほちゃんを強ごう引いんに説得して顧こ問もんにしたのも、アタシを無む理り矢や理りに部員として登録したのも、みーんなチョコレートのため。まるでヒモ男に貢みつぐキャバ嬢じようのように理り子こはチョコレートに身を捧ささげてるの。マリリン信じらんなーい」

「……それは仕方がないことさ」理子先せん輩ぱいが神しん妙みように頭を揺らす。「なぜなら人はチョコレートの魔ま力りよくには抗あらがえない生き物だからね！」

「……ねえ？　理子って残念でしょう？　賢かしこいし美人なのにすごく残念でしょう？」

　マリリン先輩は口元を緩ゆるめ優衣へと呆あきれた表情で目配せする。

　そう言えば。この前、理子先輩が神宇知くんとムキになって言い争っていたのを思い出す。チョコレートが絡からむとまるで子供だった。完全無欠の理子先輩にも思わぬ弱点があったものである。

「うん、まあ、二人がチョコレートの魅み力りよくについて大いに理解してくれたということで」

　理子先輩がわざとらしく咳せきをする。

「部員が増えたというのは割と重要でね。つい先ほどの話なんだがね、個人的に愉ゆ快かいなことが一つあったよ」

　悪の親玉みたいに思い出し笑いをする理子先輩である。

「ところで、マリリン。噂うわさに関してはもういいのかい？」

「うん。噂とかそんなの最初からどうでもいいしねえ。アタシはただ理子に会いに来る口こう実じつが欲しかっただけなのよお」

　笑顔のマリリン先輩はおっとりした口く調ちようで言うと、遊びたい盛りの仔こ猫ねこであるかのように再び理子先輩へと纏まとわりつくのである。

「マリリンに口実だって？　『猫に小こ判ばん』だとか『馬の耳に念ねん仏ぶつ』のような諺ことわざが新しく一つ生まれそうだね」

「やだ理子ってば知らないのお？　口実って大事なのよお。だってね、口実もないのに会いに来たら〝軽い女〟だと思われちゃうじゃない？」

　直後、理子先輩は大笑いする。「私の負けだよ」苦しそうに身体からだを小刻みに揺らしている。

「イタリアの詩人、ダンテ・アリギエーリは言っている『自分の道を進め。人には勝手なことを言わせておけ』とね。マリリンほどこの言葉を忠実に体現している人物を私は知らないよ」

「そう？　地球が滅びる最後の日までアタシは欲望に正直でいたいだけ。ただそれだけよ」

　そんな楽しそうな二人を眺ながめていたら、自然と優ゆ衣いの頬ほおは緩ゆるんでいた。いつの間にか自分が元気を取り戻していることに気づく。

　それにしてもマリリン先せん輩ぱいとは掴つかみどころのない人である。見た目も立たち居い振る舞いも喋しやべり方も話す内容も、なにもかもがおかしげなのだ。こんな言い方は失礼かもしれないが、なんだかこの世の存在とは思えなかった。

　真ま利り凛りん花かこと通称マリリン先輩とは、メルヘンの国に住む妖よう精せいのような不思議な人だった。
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　放課後、神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんが教室を出てすぐのことだ。

「──話がある」

　声の発信源へと視線を送ると、見覚えのある人物が廊ろう下かに立っていた。

　細身で背が高い。瞳ひとみに掛かるほどの長い前まえ髪がみが特徴的である。どちらかと言えば中性的な面おも立だちだが、前髪の向こう側に潜ひそむ油ゆ断だんならない双そう眸ぼうが柔やわな印象を即座に消し去った。

　名は円えん馬ま佐さ那な。彩さい家け亭てい理子の友人である。先日の剣道着とは異なり今日きようは制服姿だった。

「お久しぶりです。佐那先輩」一いつ緒しよに教室を出た伊い庵あんが微ほほ笑えみを浮かべている。

　円馬佐那は伊庵には目もくれず「理り子こについての話だ」悠仁へと言う。悠仁は僅わずかに逡しゆん巡じゆんした後に「判わかりました」と頷うなずく。「ついて来い」円馬佐那の後に続く。

　すると、伊庵がカルガモの子供のように当然とばかりに後をついてくる。

「伊庵、お前に用はない」

　円馬佐那が鋭い眼差まなざしで伊庵を睨にらみつける。

「なぜですか？　僕ぼくが一緒ではダメなんですか？」

　伊庵に怯ひるむ素そ振ぶりはないが「ダメだ」円馬佐那にも譲ゆずる気はなさそうだ。

「理由を訊きかせて下さいよ？」

　伊庵に身を引く気はないらしい。放っておいたら延えん々えんと押し問もん答どうを続けそうである。

「伊庵……大だい丈じよう夫ぶだ」

　伊庵は一いつ瞬しゆんだけなにかを言いたげに口元を開閉してから「……悠仁がそう言うなら」小さく頷いた。

「僕は『変へん恋れん部』の部室で待ってるね」

　伊庵と別れ悠仁は円馬佐那と共に移動する。途と中ちゆう、廊下ですれ違う生徒らが悠仁と円馬佐那の組み合わせを目にして一いち様ように驚いていた。

　いつかの放課後を騒さわがせた二人が連れ立って歩いているのだ。なにごとかと警けい戒かいするのも無理はない。かく言う悠ゆう仁じん自身も奇き妙みような気分だった。

　案内され辿たどり着いたのは食堂前。毎日、伊い庵あんとランチを食べているお馴な染じみの場所だ。昼時の賑にぎわいは夢の跡。放課後は廃はい墟きよのように閑かん散さんとしてた。

　円えん馬ま佐さ那なが自販機で紙パック入りのジュースを買ってくる。「飲め」そう言って悠仁へと『おーいカフェオレ』を乱暴に押しつけてくる。

　断るのも面めん倒どうなので黙だまって受け取る。背中を壁に預けると紙パックにストローを刺さす。一口含んで、想そう像ぞう以上の甘あまさに悠仁は眉まゆ根ねを寄せた。

「神かみ宇う知ち、お前『変へん恋れん部』に入部したらしいな？　一体、どういうつもりだ？」

　詰きつ問もんと呼ぶのが相応ふさわしい威い圧あつ的てきな眼差まなざしと口く調ちようである。

　悠仁は理由を探る。正直なところ特にこれと言った理由などはなかった。

「……俺おれが理り子こ先せん輩ぱいの傍そばに居たいからです」

　強しいて言えばそういうことなのかもしれない。生きる理由を与えてくれた彼女の傍にいることは、悠仁にとって自然なことであるように思える。

「それは調子が良すぎるだろ！　お前は自分が理子になにをしたのか忘れたのか？」

　円馬佐那の眼めつきが切きっ先さきのように鋭くなる。「いや」悠仁は答えて、そう言えばまだあの時のことを理子へと謝罪してないことを不意に思い出す。

「神宇知、お前の雰ふん囲い気きが以前と変わったことは俺も認める。だけどな。あの日を体験した俺が簡単にお前のこと信頼できると思うか？」

　佐那のシャープな輪りん郭かくが悠仁の横よこっ面つらに迫ってくる。

「忘れたなんて言わせない。お前は理子を殺そうとしたんだぞ？」

　悠仁は虚こ空くうを見つめながら黙だまってカフェオレを飲む。ストローから口を離し「……もう心配いりません」と答える。

「俺は二度とあの人を傷つけたりはしない。もちろん誰にもあの人を傷つけさせたりもしない。俺があの人を守ります」

「……お前が守るだって？　それを鵜う呑のみにしろと？」

　円馬佐那が忌いま々いましげに表情を歪ゆがめる。

「そうして戴いただけると幸いです」

　どうやら彩さい家け亭てい理子との間になにがあったのか聞かされていないらしい。

「ふざけんなよ！」

　廊ろう下かを包む静せい寂じやくのベールを佐那の甲かん高だかくクリアな声が一ひと息いきで切り裂さく。

「これまでずっと俺が理子を守ってきたんだ！　これからだってそうだ！　理子には他のヤツなんて必要ないんだよ！」

「先日、『変恋部』の部室に乗り込んで来た男から理子先輩を守ったのは俺です」

　悠仁は即座に言い返す。我ながら珍めずらしいこともあるものだ。売り言葉に買い言葉と言えばそうなのだろうが、幾いく許ばくかの対抗心もあったかもしれない。

「うるさい！　黙だまれよ！」

　円えん馬ま佐さ那ながコンクリートの壁を拳こぶしで叩たたく。

「お前の入部を黙もく認にんこそしたが、お前への不信感を俺おれが拭ぬぐい去ったわけじゃないからな！」

　円馬佐那は牙きばを剥むくみたいに睨にらみつけながら此方こちらのブレザーの襟えり首くびを締しめ上げてくる。

　悠ゆう仁じんは円馬佐那と視線を重ねたまま思案する。なぜ円馬佐那がこれほどまでに怒っているのかについて。

「……貴方あなたは俺のことが気に入らないんですね」

　考えるまでもなくそういうことなのだろう。

「はっきり言えばいい。俺にもそれくらいの自覚はあります」

　むしろ気に入られる要素は皆かい無むである。彩さい家け亭てい理り子こを危険な目に合わせ、当人には怪け我がを負わせ、どう考えても嫌きらわれる要素しかなかった。

「ああ、そうだよ！　俺はお前のことが気に入らないよ！」

　円馬佐那の握にぎる掌てのひらに一層の力が籠こもり、眉まゆ根ねにはこれまでよりもさらに深い溝を刻む。

「判わかってんだったら、今すぐ理子から手を引けよ！」

「お断りします」

　悠仁は静かに首を捻ひねる。

「俺のことを気に入らないのは理解できます。怪我の件についても悪いことをしたと思っていいます。しかし、だからと言って俺が理子先輩と関わるのを、貴方に咎とがめられなければならない道理はないはず」

「んだと？　ふざけるなよ！　納なつ得とくできるかよ！　じゃあ、お前にはどんな道理があるってんだよ！」

　直後、円馬佐那の両りよう眉まゆが大きく跳はね上がる。

「問題は俺の道理じゃありません。俺が言いたいのはそうじゃない」

　悠仁はあくまで冷静に述べる。事実をただ事実として淡たん々たんと。

「理子先輩にこのような世話が必要ですか？」

　瞬しゆん間かん、切きっ先さきのように眇すがめていた瞳ひとみを円馬佐那は大きく見開く。

「俺には貴方のしていることが余計なお世話だとしか思えません」

　円馬佐那は瞳を見開いたまま動きを止めている。




「あの人は、俺のことが迷めい惑わくならば遠えん慮りよなど微み塵じんもすることなく『迷惑だ』と面と向かって堂々と言う人ではありませんか？」




　瞬間のことだ。円馬佐那は乱暴な仕し草ぐさでブレザーの襟えり元もとにある手を振り払う。そのまま俯うつむきリノリウムの床ゆかへ向かって叫ぶ。

「う、うるさい！　うるさい！　うるさい！　うるさい！　うるさい！　うるさい！」

　気性の荒い人物だとは思っていたが、眼前の円えん馬ま佐さ那なの激しさは怒りというよりも情じよう緒ちよ不安定であるように映った。

「……お前になにが判わかる……俺おれがどんな気持ちで理り子この傍そばに今までいたのか……他のヤツに判ってたまるか……」

　円馬佐那は項うな垂だれ力なく言葉を零こぼすと踵きびすを返す。そして一度だけ振り返り悠ゆう仁じんへ一ひと睨にらみくれて去って行く。

　これまでより小さく見える背中を視界に収めながら悠仁は裏うら返がえった襟えり首くびを整える。

　ありのままを受け止めることだけ。言葉などあるはずもなかった。ただ前よりも少しだけ円馬佐那のことが悠仁には理解できるのだ。

　一つ言えることは、円馬佐那もまた彩さい家け亭てい理子のことを心より守りたいということ。
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　悔くやしさと情なさけなさのどちらが現在の円馬佐那にとってより大きな感情であるかと問われたら、迷うことなく後者であった。

「……くそっ！」

　武道場へと続く渡り廊ろう下かの鉄柱に拳こぶしを打ち据すえる。鉄柱が振動し鐘かねを突いたかのような籠こもった音が周囲へと波は紋もんとなり広がった。

　周辺を歩いていた生徒たちが一いつ斉せいに視線を向けてくる。対象人物が佐那だと知ると『触さわらぬ神に祟たたりなし』とばかりに生徒たちは佐那から足早に遠ざかって行った。

　佐那は額ひたいに握にぎり拳を当て鉄柱へと寄り掛かる。

「……なにやってんだよ」

　自己嫌けん悪おの言葉だった。本当にどうかしている。今日きようだってそうだ。『剣道部』に一度は顔を出した。しかし、クラスメイトが噂うわさしていた『彩家亭理子を守ることがすべて』という神かみ宇う知ち悠仁の言葉が気になって、部長へ「体調が優れない」と練習を抜け出してしまった。

「判った」と頷うなずく部長だったが、その表情は明らかに不満気だった。

『円馬先せん輩ぱいも内心ではやばいって思ってますよね？』

　数日前に江え入いり伊い庵あんから告げられた言葉が蘇よみがえる。認めたくはないが、その通りなのかもしれない。でなければ、最近の自分らしくない数々の行動に説明が付かなかった。

　今日、改めて言葉を交わし確信した。佐那は神宇知悠仁という存在を恐れている。

　強さは佐那の矜きよう持じだった。理子の傍に居続ける一番の理由だった。

　弱いくせにいつだって無む鉄てつ砲ぽうな理子を守るために、強い自分が傍にいる必要があるのだとずっと自分に言い聞かせてきた。

　しかし、神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんとの勝負に呆あつ気けなく敗れたことでプライドは傷ついた。神宇知には敵かなわないと柄がらにもなく落ち込んだ。さらに今日きよう、神宇知に〝理り子こを守る〟と宣言されたことが追い打ちとなり〝余計なお世話〟だと指し摘てきされたことが止とどめとなった。




　彩さい家け亭てい理子にとって円えん馬ま佐さ那なはもう必要ではないのではないか？




　そう考えた途と端たん、情なさけないくらいに狼狽うろたえる自分がいた。それは、足場が崩ほう壊かいし奈な落らくへとひたすらに落ちてゆくような絶望的な気分だった。

　悪い予感は少し前からあった。理子が神宇知を〝愛いとしい〟と言い出した時から。

　それは嫉しつ妬とか或あるいは羨せん望ぼうか。背が高く愛あい想そがない。周囲から恐れられる神宇知悠仁という人物。それは『閻えん魔ま様さま』と呼ばれる自分と良く似た立場の存在だった。

　しかしある一点において二人は決定的に異なっていた。

　神宇知悠仁は男で──円馬佐那が女であるということ。

　神宇知悠仁に敗れた要因が〝肉体的な性差〟だと思え、佐那の胸中では悔くやしさと羨望が綯ない交まぜになった。どう足あ掻がいても自分が〝本物の男〟になれない以上、永遠に神宇知悠仁に勝ち目などないのだと嫉妬と落らく胆たんに打ち拉ひしがれた。

　打ち拉がれ焦しよう燥そうに駆かられた佐那が〝最初〟に取った行動は『理子を籠かごの鳥』にすることだった。人は一度でも選せん択たくを誤ると、簡単には元の場所へと戻ってはこられないのかもしれない。




　瞬しゆん間かん、佐那の脳裏に浮かぶのは────朝焼けに染そまる『変へん恋れん部』の部室で、一人ノートＰＣを破は壊かいする無機質で冷れい徹てつな自分自身の姿であった。




　佐那はくちびるを噛かみ締しめ瞼まぶたをぎゅっと閉じると、額ひたいを拳こぶしに強く押し付けた。「……くっ！」改めて自身の過ちを思い返し罪ざい悪あく感かんに苛さいなまれる。

　時間が経過するほどに益ます々ます罪悪感や後こう悔かいは募つのってゆく。理子とまともに会話ができていないどころか、今では教室で顔を合わせることすら辛つらかった。もちろん、幾いく度どか謝罪をしようと試みた。しかし、理子に軽けい蔑べつされることを想像したら、言葉が喉のどに詰まった。

　この間から感じている〝疎そ外がい感かん〟も殊こと更さらに佐那を臆おく病びようにさせていた。

　『変恋部』のメンバーたちが、和気あいあいとする光景がショックだった。そこに佐那の居場所がないと感じてショックだった。

　今の理子には佐那以外の仲間がいる。佐那には理子しかいないのに。佐那はその理子さえ失おうとしている。このままでは一人ぼっちになってしまう。

　どうして良いのか佐那には判わからなかった。八方塞ふさがりだ。なにもかもがすでに手遅れなのではないのかとさえ思えてくる。

　今の佐さ那なの人生はゲームで言うところの〝詰み〟状態だった。

　人生のリセットボタンはどこにあるのか。人生をもう一度やり直せたら良いのに。佐那は混こん沌とんとする頭で、そんなバカげたことを本気で願う。

　鉄柱の一部であるかのように立ち尽つくす佐那の耳へと、少し離れた武道場から部員たちの活気に満ちた掛け声が聞こえてくる。背後を通りすぎる男子生徒らは興奮気ぎ味みにはしゃぎ、下校する女子生徒の集団からは賑にぎやかな談笑が聞こえてくる。

　学校がいつもより広く感じられる。佐那はおもむろに顔を上げる。見上げた青空はいつもより高かった。

　佐那は途と方ほうに暮れる。自分の居場所は一体どこにあるのだろうか。

　やがて佐那は大きく頭を振って部室へと歩き始める。

　正直、今日きようは部活どころかなにもしたくない気分だった。少しでも早く家に帰ってもう寝てしまいたかった。そして目覚めたらすべて夢であって欲しかった。

　部室には誰もいない。すでに練習は始まっている。一人だけの部室で佐那はぼんやりと着替えを始める。

　動どう揺ようしていたからだろう。普段と比べて信じられないくらい無む警けい戒かいだった。

　男だと偽いつわって暮らしているのだ。佐那にとって〝着替え〟とは細心の注意を払うシチュエーションである。着替えの時間を部員とずらすのは当然として、ありとあらゆる手段を用い誰にも女だと知られないようにこれまでやりすごしてきた。

　部長を含む三年も一いち目もく置く佐那の剣道の実力や近寄り難がたい雰ふん囲い気きも〝余計な詮せん索さくを受けない〟という意味においては上う手まく作用していた。

　部室の扉とびらが開いたその時、佐那の片手にはサラシがぐるぐると巻き付けてあり、もう片方はロッカーの取っ手を握にぎってた。

「────え？」

　先に声を上げたのは佐那ではなく扉を開けた人物で「…………え、円えん馬ま……先せん輩ぱい……？」その人物が剣道部の一年生女子部員だと気づいた時には、佐那の胸元は無防備だった。
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　佐那は慌あわてて素す肌はだの背中を向ける。顕あらわになった胸元を押し潰つぶすように両りよう腕うでで覆おおう。

　不ま味ずい状況だ。理解はしている。しかし、焦あせりすぎて頭の中は真っ白だった。

「……あ、あの！　た、タオルを！　部室に忘れて！　と、取りに来たんです！」

　しどろもどろになりながら尋たずねてもいない言い訳をする女子部員の態度からして、言い逃のがれはできそうになかった。〝女の部分〟をはっきりと見られてしまったようだ。

「た、頼む！　見なかったことにしてくれないか？」

　咄とつ嗟さに叫ぶ。祈るような縋すがるような心しん中ちゆうだった。

「えっと、その、なんて言っていいのか…………」

　見なくとも女子部員の戸と惑まどいが手に取るように伝わってくる。

「身勝手な頼みだと判わかってる！　君には絶対に迷めい惑わくを掛けないことを誓ちかう！　剣道部も辞やめる！　だから！　どうか！　このことは秘密にしておいてくれないか！」

　生徒どころか学校にも佐さ那なが本当は女であることを秘密にしていた。もしこの件が明るみになったらどうなることか……。

「円えん馬ま先せん輩ぱいは私の憧あこがれなんです……」

　俯うつむき身体からだを縮こまらせた女子部員がぽつりと洩もらす。

「剣道経験のない私が剣道部に入部したのも円馬先輩の剣道をしてる姿がすごく素す敵てきだったからで、その、だから、剣道部を辞めて欲しくはないです……」

　直後、面おもてを上げた女子部員のつぶらな瞳ひとみには強い決意が籠こもって見えた。

「わ、私誰だれにも言いませんから！　内ない緒しよにしますから！」

「……すまない」佐那が背中を向けたまま頭を下げると、女子部員は「失礼しました！」部室の扉とびらを閉めた。

　直後、佐那は盛大に息を吐はくと、壁際のベンチへと崩くずれるように腰こしを落とす。

　結論から言って、軽けい率そつの一言に尽つきた。不幸中の幸いと言うべきか。見られたのが佐那に対して好意的な人物で助かった。今後、二度とこのような失敗はしてはならない。

　自身の頬ほおを両手でピシャリと叩たたき気を引き締しめる佐那だった。

　ところが──翌週月曜日の学校朝礼での出で来き事ごとである。佐さ那なを取り巻く状況が一転する。




「緊きん急きゆう動議を発動します！」

　生徒会会計、原はら犀さい斗との発言を耳にした直後、まるで後頭部を鈍どん器きで殴なぐられたかのような衝しよう撃げきに佐那の眼前が真っ暗になった。






　　デリコ・アイデンティティ







　　　　◆◇◇◇◇◇




「良かろう！　君のお望み通り！　『ストレンジサイケデリコ』こと彩さい家け亭てい理り子こが相手になってやろう！」

　壇だん上じようの原はら犀さい斗とと視線が交わった瞬しゆん間かん、彩家亭理子は叫んでいた。

　実に愛いとしい。アドレナリンは全開、身体からだ中の血液が沸ふつ騰とうするような興こう奮ふんだ。佐さ那なへの保護欲と用意された祭りへの期待感とが綯ない交まぜになり、理子をそこはかとなく高こう揚ようさせていた。

　講堂内の反応を見るに、やはり円えん馬ま佐那が実は女だったという事実に、生徒を含め教師も大きく動どう揺ようしている様子だ。特に男子生徒としての円馬佐那に好意を示していたであろう女子生徒らからは悲鳴にも似た驚きの声が上がっていた。

　ただし燃料が大きいほどに炎ほのおは大きく燃え上がるということだろう。

　理子の宣言の直後、騒そう然ぜんとしていた講堂内のそこかしこから歓声が沸わき上がった。これは衝しよう撃げき的事実だと、大事件だと、状況を把は握あくした一部のお祭り好きな生徒たちが騒さわぎ始めたのだ。

「彩家亭！　当事者でもない君がしゃしゃり出る幕じゃない！」

　瞬間、原犀斗からの叱しつ咤たに水を打ったかのよう講堂内が静まり返る。どうやらすでに『劇場』の幕は上がっているらしい。

「誰のせいだと思っているのかね？　生徒会会計くん？」

　だったらと、舞ぶ台たい女優よろしく理子は遠巻きの生徒らにも伝わるようにと、大おお袈げ裟さな素そ振ぶりで含み笑いを口元に浮かべてみせる。

「当事者の円馬佐那はご覧らんの通りだよ！　原犀斗、君の場を弁わきまえない軽けい率そつな発言のせいで精神的ショックを受けてしまった！　とてもじゃないが口が利ける状況ではない！」

　理子は佐那の身体を引き寄せる。生まれたてのバンビのように佐那のスレンダーな身体がカタカタと震ふるえている。辛かろうじて意識を保ってはいるようだが、大袈裟でなくまともなやり取りはできそうにもない。

　周囲に気づかれないように「……そのままで」と片目を瞑つむって見せると、理子にだけ判わかる程度に小さく頷うなずき佐那は睫まつ毛げをそっと下ろす。そして母親に縋すがる子供のように理子の制服を指先でぎゅっと握にぎり締しめてきた。

「被害者ぶるとは笑しよう止し千せん万ばん！　男性だと我々生徒や学校を欺あざむいていたのは円馬佐那ではないか！　僕ぼくはそれを白はく日じつのもとに曝さらしたにすぎない！　正義はコチラにある！」

「──なになに……公衆の面前でこのような羞しゆう恥ちを曝さらされたとあってはもう生きてゆけない……ふむふむ、かくなる上は切せつ腹ぷくするしかあるまいだって？　いやいや！　早まってはいけないよ！　ああ、可哀かわい想そうな佐さ那な！　すっかり生きる気力を失い自じ暴ぼう自じ棄きになってしまっている！　このような精神状態の円えん馬ま佐那に『討論の場に立て』ともし言う人物がいるとしたら、私はその者の正当性を大いに疑うだろう！　『千せん光こう大会議』という名の『弾だん劾がい裁さい判ばん』を行いたがっているとしか思えないね！」

　講堂全体の動向を意識しながら理り子こは演劇じみた大おお仰ぎような態度と口く調ちようで続ける。

「かの有名な哲てつ学がく者ニーチェはこう言っている『正義とは、ほぼ同等の力の状態を前提とする報ほう償しようとの交換だ』と。『正義』とは正々堂々と唱となえてこそ美しいとは思わないかい？　少なくとも、弱った相手に圧あつ倒とう的に有利な状態で以て鉄てつ槌ついを下すなど三流の所しよ業ぎようと言わざるを得ないね。ところで原はら犀さい斗とくん──君は何なん流りゆうだい？」

　直後、講堂全体の幾いく百ひやくの瞳ひとみが壇だん上じようの原犀斗へと集中砲ほう火かのごとく注そそがれる。

　原犀斗のメガネの奥にある鋭い瞳が忌いま々いましげに眇すがめられ、キュッと締しまる頬ほおの筋肉の動きから奥歯をきつく噛かみ締めるのが判わかった。

「……なるほど。確かにコチラの正義は事実が覆くつがえりでもしない限り決して揺らぐことはないわけだし、円馬佐那が加害者だとしても一定の配はい慮りよはあって然しかるべきだろう」

　原犀斗は冷静な表情でメガネのブリッジを中指で上げる。

「それで？　彩さい家け亭てい、君が円馬佐那の代理人として『千光大会議』の場に〝弁論者〟として立つということか？」

「イエース！　オフコースッ！」

　校長顔負けのサムズアップで理子が微ほほ笑えむのである。原犀斗は腕うで組ぐみをし神しん妙みような表情で考え込んでいる。原犀斗の白しら々じらしい演技に「ふふ」と抑おさえ切れない笑いが喉のど元もとから洩もれた。

　どこで手に入れた情報かは知らないが『円馬佐那が女であるという秘密』を、このような派は手でなパフォーマンスと共に披ひ露ろうしたのは、理子を『千光大会議』に公然と引ひき摺ずり出すための策だったのは明白だ。

　前々から原犀斗は理子と公おおやけに争いたがっていたわけで。今回のネタはあの男にとってはまさにうってつけだったに違いない。

「ヘイ！　ユーたち！」

　半なかば忘れ去られた形の校長が理子たちの間へと割って入ってくる。講堂にいる全員の視線が自身へと集まるのを満足そうに確認して校長は言うのである。

「実にエキサイティング！　実にワンダフル！　バット、ベリーインポータントな問題ですね！　ですから一度、職員会議で検討させて下さいね。当事者であるミス円馬佐那からの話もリッスンする必要があるでしょう。とにかく、スクールサイドからのオフィシャルなアナウンスがあるまで、スチューデント諸しよ君くんは、軽けい率そつな行動や発言は控えるようにね！」

　白い歯を光らせる校長からの目配せを受け「それでは全員、解散！　速やかに二限目の用意をするように！」司会進行役の女教師が凛りんとした声を張った。

　講堂の出口へとぞろぞろと向かう生徒らからの視線を、珍ちん獣じゆうよろしく理り子こたちは一身に浴びることになったのは言うまでもない。見知ったクラスメイトたちの表情も戸と惑まどいがちで、理子たちへとどう声をかければ良いのか判わからないと言った様子である。

　しかし周囲のそのような反応に理子は満足な気持ちでほくそ笑む。

「どうもどうも！　千せん光こう大会議では彩さい家け亭てい理子の応援のほどをよろしく！」

　理子はにこやかな笑みを湛たたえ投げキッスの仕し草ぐさをおまけに、選挙カーのウグイス嬢じようよろしく皆へと愛あい想そを振りまいておいた。

　とりあえずのところ理子への〝好こう奇き〟や〝怪け訝げん〟程度で、この場を収めることが叶かなったのだから上出来と言えよう。佐さ那なへの〝嫌けん悪お〟や〝猜さい疑ぎ〟の眼差まなざしに変わるのが時間の問題だとしてもだ。




　原はら犀さい斗とが指し摘てきした通り──皆を欺あざむいていたのは円えん馬ま佐那であり、佐那の立場は楽観的に見て加害者なのだから。




「おいコラッ！　彩家亭！」

　木々を薙なぎ倒すかのような勢いで生徒の群れを掻かき分け、屈強な体たい躯くを備え持つ男性教師が姿を現す。体育教師の赤あか井い雄ゆう二じだった。

「やあ〝赤あか鬼おにくん〟」

　鬼を彷ほう彿ふつとさせる強こわ面もてや無ぶ骨こつな性格から、赤井雄二＝アカイオニ＝赤鬼と生徒から呼ばれている。ちなみに理子たちの一年時からのクラス担任でもある。

　赤鬼は理子の胸の中で目を閉じ動かない佐那を一いち瞥べつしてから、

「『やあ』じゃねーよ。円馬が女って……どういうことか俺おれに判り易やすく説明しろ」

　ビール瓶びんのように太い両りよう腕うでをむんずと組み憮ぶ然ぜんとした表情で尋たずねてくる。

「どういうこともなにもそういうことさ」

「……事実なのかよ。嘘うそであって欲しかったぜ」

　赤鬼は樽たる酒ざけを一気に飲み干した直後のような盛大な溜ため息いきを洩もらす。

「彩家亭のことだからどうせ一枚噛かんでるとは思ったが、まったくお前らは大変な問題を起こしてくれるぜ」

「〝お前ら〟とは聞き捨てならないね。男装していたのは私ではなくて佐那だぞ？」

「うるせーよ。お前ら二人は俺からしたら『十じつ把ぱ一ひと絡からげ』だっつの。問題児って意味においてな！」

「個性を理解しようとしないなんてひどい教育者もいたものだ。まるで鬼のような男だね」

「千光でも一、二を争うようなひどい生徒に言われたくないぜ。俺なんかよりお前のほうがよっぽど鬼おにだろうが」

　赤あか鬼おにが理り子こへとあごをシャクって見せる。壇だん上じよう付近に集合している教師らを赤鬼の視線は指している。

「ご覧らんの通りだ。先生らが円えん馬まから直接説明を聞きたがっている。事実確認ってやつだな」

「赤鬼ともずいぶんと長い付き合いになるね」

「……あん？　それがどうした？」

「その付き合いの長い赤鬼に尋たずねるが──彩さい家け亭てい理子が教師らに言われてどうぞどうぞと友人を引き渡すような殊しゆ勝しような生徒だと思うかい？」

　理子が瞳ひとみを眇すがめる。

「……おいおい、そう警けい戒かいすんなって。別に取って喰おうってんじゃない。円馬からきっちり事情を聴きいて、それなりの対処を取る必要があるってのは理解できるだろう？　もちろん俺おれの責任において前向きな対処をすることを約束する」

「いやいや、赤鬼を信頼してないわけじゃないさ。コチラもご覧の通りだ。佐さ那なが気を失ってしまっているのでね。日を改めてということだよ。私は佐那を保健室へと連れてゆくから、赤鬼は先生たちに一言〝事実〟だと伝えておいてくれ」

　チラリと見やった佐那はじっと息を殺している。聞き分けの良い佐那の姿は母親の言いつけを守る子供のように愛いとしく思わず頭を撫なでたくなるほどである。

「開かい催さいは一週間後というところかい？　私はそのつもりで準備を進めるよ？」

「俺からは職員会議次第としか言えない」

　赤鬼はフンッと鼻を鳴らし口をへの字に閉ざすのである。他ほかの生徒ならばいざ知らず、残念ながら理子相手では無む駄だな抵抗でしかない。

「……いやね。私は物分かりが良いからね。赤鬼の教師としての立場を尊重して、腹を探るような真ま似ねはしたくないと思っているのだよ？　ただね、佐那が苦しむ姿をみたら『愛しの塚つか井い麻ま穂ほ先生』はどう思うだろうね？」

「なっ！」赤鬼が咄とつ嗟さに音量を抑おさえる。「……塚井先生も円馬が女だと知ってるのか！」

「……ココだけの話ね。麻穂はカウンセラーだからさ。繊せん細さいで純情な私はいろいろと彼女へと相談しているのだよ」

「お前のどこが繊細だ！　純情だ！　……くそっ。判わかったよ！　言う！　言えばいいんだろ！」

「私は今、素晴らしい教師に巡めぐり会えた幸せをチューイングガムのように噛かみ締しめているよ」

　赤鬼の弱点が〝魔ま女じよ〟である限り、理子にとっては〝赤あか子ご〟のようなものであった。

「『生徒の自主性を重んじる』というのがこの学校の方針であり、うちの校長の教育理念だからな。先ほどの好意的な反応を見ても開催は確実だろう。日時に関しては、話題性からして先延ばしにしていい問題じゃないしな、早ければ今週中、遅くても来週の頭ってところか。たださすがに初めてのケースだからな……予想できないことは起こりうるだろうな」

「……つまりだ。今すぐに佐さ那なが〝退学〟になるような事態にはならないと、そう解かい釈しやくしていいのだろ？」

　〝退学〟の言葉に佐那は身体からだをきゅっと縮こまらせる。

「もちろんだ。それは俺おれが約束する。ただし千せん光こう大会議の内容次第ではどうなるかだ……全校生徒による投票次第じゃ学校サイドの対処がどうなるかは判わからん」

　結果によっては、退学にせざるを得ない状況が生まれる可能性もあるということだ。

「赤あか鬼おによ。担任の君になるべく迷めい惑わくはかけたくはないのだが、もし性別を偽いつわっていたという事実のみで佐那を有う無むも言わせずに退学にするというのであれば──彩さい家け亭てい理り子こにはあらゆる手段を講じる覚かく悟ごがあるということだけは前もって言っておくよ」

「……いつも迷惑ばかりかけておいてよく言うぜ」

　赤鬼は呆あきれるように鼻で笑う。

「俺からも前もって言っておく。お前ら問題児を無事に卒業させるのが教師としての俺の覚悟だ！　覚えとけ！」

「おーけー、絶対に忘れてやらない」

　理子が不ふ敵てきに微ほほ笑えむと「……本当に判ってんのかよ」呆れるような表情を浮かべる。

「あ、それと麻ま穂ほ先生によろしく言っておいてくれよ」

　最後に赤鬼はそんな締しまらないことを言い残して教師らの集合場所へと戻ってゆく。

　理子からは自然と笑みが零こぼれる。校長にしろ赤鬼にしろ、ああいった教師と関わっていると学校っていう箱庭での生活も悪くはないと思えるのだ。

「理子先せん輩ぱい！」

　タイミングを見計らっていたらしい優ゆ衣いが、前まえ髪がみをピョコピョコと跳はねさせやってくる。優衣の背後にはお馴な染じみの男子が二人。三人の安定感はこの異様な空気感の中においてはむしろ安心感すら抱いだかせた。

「やあ我が番犬こと神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんよ、丁ちよう度どいいところに来た。佐那を運んでくれたまえ」

　途と端たん、腕うでの中の佐那が理子の制服を握にぎり締めてくる。どうやら悠仁に運ばれるのが気に入らないらしい。気を失っているという設定上本人の足で歩かせるわけにもいかず、とは言え理子の腕わん力りよくで佐那を運べるはずもなく。

「……佐那、無む駄だな抵抗は止やめたまえ。『毒を食らわば皿まで』もだ。さあ力を抜くんだ。痛くしないから。初めての夜を迎えた生き娘むすめのごとくすべてを委ゆだねるのだ！　って痛いじゃないか」

　佐那が頬ほおを染そめ理子のお腹なかを抓つねってくる。

「ああ、もう、悠仁、無む理り矢や理りにでもこのデカブツを運んでくれ。いつまでも講堂に残っていても仕方がないからね」

　すでに大半の生徒は講堂から捌さばけている。佐那を保健室に連れてゆくからと教師からの招集を断った手前、いつまでも残っていては角かどが立つというもの。

「……了りよう解かい。担かつぎます」

　悠ゆう仁じんは佐さ那なへと一つ断りを入れグイっと理り子こから佐那を引き剥はがした。

「……え！」「ちょ、ちょっと！」「……んっ！」

　悠仁が佐那を抱かかえた瞬しゆん間かん、驚きに彩いろどられた三つの声が湧わき上がる。佐那までもが反応するという滑こつ稽けいな様相に「ふふ」理子は楽しくてしょうがなかった。

「これが一番運び易やすいんです。米こめ俵だわらを担ぐように持つよりはマシでしょう？」

　皆の反応に悠仁が無表情に答える。

「いや、なにもおかしくない！　おかしくないさ！　ただひたすらに悠仁のことを誇ほこらしげに思うだけだね！」

　悠仁が佐那を〝お姫ひめ様さま抱だっこ〟したものだからさあ大変。好こう奇き心しんから遠巻きに理子たちを窺うかがっていた女子生徒たちからも嬌きよう声せいが湧わき上がっていた。

「さあ行こう」

　理子は悠仁の尻しりを叩たたく。笑いを噛かみ殺しながら。

　視界の端はしにいる佐那は、顔を紅こう潮ちようさせていた。佐那の態度を個人的な希望としてはロマンチックに解かい釈しやくしたいところだが、現実的に見て怒っているらしい。しかも相当に。

「ふふ」そう思ったら益ます々ますおかしくて笑い声が抑おさえ切れない理子なのであった。




　　　　◇◇◇◆◇◇




「……あれ？　保健室に行くんじゃなかったんですか？」

『変へん恋れん部』の部室へと入ってゆく円えん馬ま佐那を担いだ悠仁の背中を見て、疑問の声を上げる優ゆ衣いへと江え入いり伊い庵あんはやれやれと呆あきれるのである。

「優衣って〝超〟がつくほど鈍感だよね。演技に決まっているだろう？」

　伊庵からの指し摘てきに「……演技？」と丸い頭を傾かしげる優衣だったが、部室に入るなり悠仁の腕うでの中から、活きの良い魚みたいな俊しゆん敏びんな動きで床ゆかに飛び降りる円馬佐那の姿に「あ！」鈍感な優衣も『演技』の意味を把は握あくしたようだ。

　降り立った佐那先輩は悠仁へと鋭い視線を送る。ところが、視線と同様の鋭い罵ば声せいが飛び出すかと思えば、佐那先輩は即座に顔を伏せリノリウムの床へと膝ひざから崩くずれ落ちる。そして両腕で頭を抱えてそのまま蹲うずくまってしまった。

　その姿は怪かい談だん話を聞かされた臆おく病びような子供が頭から布ふ団とんを被かぶっているかのようだ。『閻えん魔ま様さま』とはとんだ見掛け倒しだったというわけである。

「情なさけないですね」

　ただそう頭では思っていたが、実際に伊庵が口にすることはない。できなかったのだ。なぜならば眼下で情なさけなく蹲うずくまる人物の心しん境きようが手に取るように判わかってしまうのだから。

「……佐さ那な先せん輩ぱいって女の子だったんですね」

　優ゆ衣いがポツリと洩もらす。

　円えん馬ま佐那が実は女であるという事実を伊い庵あんはすでに知っていた。彩さい家け亭てい理り子こは言うまでもない。そして悠ゆう仁じんはこの程度で動じるような器ではない。このメンバーの中で、最も驚いているのは優衣であることは顔色からも明らかだった。

「…………すまない」

　くぐもった声だ。耳を澄すまさなければ聞き取れない音量だった。

　重苦しい空気が室内を満たす。誰も言葉を発しないまま時間だけがすぎてゆく。伊庵はギリリと下くちびるを噛かみ締しめる。胸中には沸ふつ々ふつと怒りが湧わき上がっていた。

　すると、あっけらかんとした口く調ちようで彩家亭理子が言うのである。

「大体、佐那は昔から真ま面じ目めすぎるのさ。世間を欺あざむこうというんだから、もっと強したたかにならなきゃいけないよ」

　空気を変えようと気を利かせたのかとも思ったが、

「全校生徒の前でヌードを曝さらしてそれでも『自分はどこからどう見ても一点の曇りもなく男ですがなにか？』って嘯うそぶけるくらい図ず太ぶとくならなきゃダメさ」

　心底から円馬佐那をからかっているような表情を見て、いつも通りの〝ふざけた女〟だと伊庵は解かい釈しやくすることにした。

　ただし彩家亭理子の意見に伊庵の気持ちも近かった。

　いざ女だと知られて情けなく狼狽うろたえるくらいならば、最初から男装などすべきではない。仮に男装をするのならば、絶対に知られるような真ま似ねをしてはいけない。バレたとしても彩家亭理子が言うように死んでも認めてはいけない。マイノリティであるということは、そういう覚かく悟ごを背負って生きるということなのだと思っている。

「……なんとか言ったらどうなんですか？」

　我が慢まんし切れずに伊庵は足元で小さくなる円馬佐那へと問いを浴びせる。自分で思っていた以上に厳きびしい声が零こぼれた。

　しばらく見守っていると、階下から響ひびいてくるかのような小さくて掠かすれた声が足元から流れてきた。

「……もちろん覚悟はしていた……していたが、実際にみんなに知られて此こ処こまでショックを受けるだなんて自分でも思ってなかった……しかも、あんな風に全校生徒の前でバラされるなんて思ってもみなかったから……」

　円馬佐那は緩かん慢まんな動作で上体を起こし床ゆかに正座をする。そしてきつく握にぎり締めた拳こぶしを膝ひざへと乗せた。

「実のところ……最近は毎日のように女だとバレたらと怯おびえて暮らしていた……気持ちの問題じゃないんだ……もう身体からだが誤ご魔ま化かせなくなってきてるんだ……だから、こうやって知られたのは必然だったのかもなって気持ちもどこかにあって……」

　円えん馬ま佐さ那なは力なく口元を緩ゆるめる。

「……俺おれ、潔いさぎよくこの学校を辞やめるよ。バレたらそうしようって前から決めてたんだ。俺が辞めれば『千せん光こう大会議』なんて面めん倒どうもなくなるだろ……」




「──ふざけないでよ！」




　自分でもどうしてだか判わからない。けれど伊い庵あんは叫んでいた。

「その顔のどこが〝潔く〟だよ！　〝未練タラタラ〟って顔じゃないか！　本当は学校を辞めたくないくせに強がらないでよ！」

「……だ、だって！　しょうがないだろ！」

　瞬しゆん間かん、円馬佐那が悲痛な表情で悲痛な声を上げる。

「全校生徒の前で女だって知られて……どう繕つくろえって言うんだよ！　この先、普通の学校生活なんて送れやしないじゃないか！　恥はじをかいて罪を抱かかえて侮ぶ蔑べつに曝さらされて……そんな毎日に耐えられるほど俺は強くなれないから……」

　確かに、あのシチュエーションで秘密をバラされれば誰だって精神的に〝クル〟ことだろう。伊庵にとって円馬佐那が感じたであろう瞬間の恐きよう怖ふは想像に容た易やすかった。

「僕ぼくは……僕はそんな泣き言なんて聞きたくはない！」

　けれど、それでも、認められなかった。簡単に諦あきらめて欲しくなかった。

　限界まで足あ掻がいてくれなければ、そうでなければ──佐那先せん輩ぱいの境きよう遇ぐうに共感した自分はどうなるというのだ。あまりに惨みじめじゃないか。寂しすぎるじゃないか。

「……伊庵」

　優ゆ衣いが伊庵を見ながら今にも泣き出しそうな声こわ音ねで呟つぶやいた。

「……そうですよ。理り子こ先輩の言う通りですよ。僕は〝まとも〟じゃありません！」

　思わず伊庵から自じ嘲ちようの笑みが零こぼれる。

「だけどそれがそんなに〝イケナイ〟ことですか！　僕が男を好きだろうと女を好きだろうと、それが世の中にとってそんなに重要ですか？　迷めい惑わくですか？」

　視界の端はしに悠ゆう仁じんの姿が映るが、伊庵の言葉は止まらない。

「大体、この世の中にどれくらい〝まとも〟な人間がいるっていうんですか！　誰だって多かれ少なかれ普通じゃない部分があるでしょ？　誰にも言えない秘密があるでしょ？　男装してたからってなんだって言うんだ！　『へえ、それは驚いた』それでいいじゃないですか！　僕から言わせれば、男装くらい全然大したことないですよ！　こんなことで落ち込んでる佐那先輩はバカだ！」

　言い終えて、自分が息いき急せき切らせているのに気づく。続いて、我を忘れるほどに激げき怒どしていたのだと自覚する。最後に、『変へん恋れん部』のみんなの視線を一身に受けていることを知り伊い庵あんは俯うつむき黙だまり込んだ。

　室内には張り詰めた空気と伊庵の荒い息いき遣づかいだけがあった。

　……他ひ人とのことなのにどうしてこんなにも怒っているのだろうか。

　答えは至ってシンプルである。伊庵は自身の境きよう遇ぐうを重ねているのだろう。同じく〝まとも〟ではない円えん馬ま佐さ那なという人物に。

　不意に誰かの掌てのひらが伊庵の頭に乗せられ、くせのある髪かみの毛をグリグリと首が揺れるほどに強く掻かき回される。

「まったくもってその通りだね！」

　掌を払い除のけ伊庵が見上げると、不ふ敵てきに笑う彩さい家け亭てい理り子こが立っていた。

「君は優しいね」

　直後の彩家亭理子からの囁ささやきにはどう反応していいのか判わからなかった。

「……佐那、君はどう思うんだい？　伊庵の言葉を聞いてさ」

　彩家亭理子は佐那先せん輩ぱいの隣となりへ跪ひざまずき柔にゆう和わに微ほほ笑えむ。

「……俺おれはそれほど楽観的に考えられない。みんなが伊庵のように考えてくれるとはどうしても思えない」

「やれやれ、佐那は相変わらず頑がん固こだね。素直に喜べばいいじゃない。伊庵が一いつ生しよう懸けん命めいに君のことを擁よう護ごしてくれてるんだからさ」

「別に擁護とかじゃないですから。いつも偉そうな佐那先輩があまりに情なさけないんで見てられなくて、腹が立って、ちょっと言っただけのことなんで」

　伊庵は否定するが「ふふ」と彩家亭理子に鼻で笑われた。本当にいけ好かない女である。

「心配いらないよ。君の分まで私が楽観的に考えてやるからさ」

　即座に佐那先輩が頭を振る。

「ダメだ、理子！　俺はお前を巻き込みたくない！」

　佐那先輩の叫び声が室内に反はん響きようする。

「……これは俺の問題だ。性別を偽いつわっていたのは俺だ。すべての責任は俺にある。俺が学校を辞やめればすべては丸く収まるんだ。理子はなにも知らなかった。そうやって通して欲しい」

　しかし、佐那先輩の懇こん願がんにも「それは違うんだよ」彩家亭理子は意に介かいした様子もなく楽しそうに笑っている。

「私と原はら犀さい斗とが犬けん猿えんの仲なのは知っているだろ？」

「……ああ」円馬佐那が怪け訝げんに頷うなずく。それは、一年の伊庵も知っているくらいに千せん光こう生にとっては周知の事実であった。

「私は彼のことをなかなかに気に入っているのだが、アチラはずいぶんと私のことを目の敵かたきにしていてね。原はら犀さい斗とからしたら佐さ那なの件は私を『千せん光こう大会議』の場に引っ張り出すための〝生贄スケープゴート〟なのさ。つまり今回の件はね、本質的に言って──原犀斗から彩さい家け亭てい理り子こへと突きつけられた挑ちよう戦せん状なのさ」

　彩家亭理子は「ふふ」と瞳ひとみを細め本当に嬉うれしそうに笑っている。

「まったく原犀斗の思う壺つぼだね。誰かに振り回されるのは死ぬほど嫌きらいな私だが、まあ今回は非常に面おも白しろい展開になりそうだから喜んで売られた喧けん嘩かを買ってやるけどさ！」

「ま、待てよ理子！　無理だって！　幾いくらお前でも今回は相手が悪すぎる！」

「要はさ、原犀斗は全校生徒の見てる前で彩家亭理子をコテンパンに叩たたきのめしたいわけだ。まったく自じ己こ顕けん示じ欲よくの強い男だね」

　しかし、彩家亭理子は素そ知しらぬ顔で語り続ける。

「理子！　俺おれの話も少しは聞いてくれよ！」

　彩家亭理子の掌てのひらが佐那先せん輩ぱいの頬ほおへとすうっと伸びる。

「私がこの件に関わることに佐那が引け目を感じる必要はまったくない。これは私自身の戦いでもあるんだから」

「……頼むよ、理子、判わかってくれよ……俺に関わればみんなから非難される！　卒業するまで、いや、卒業してもきっと、記き憶おくがある限り非難され続ける！　俺のせいで理子がみんなから白い目で見られるなんて……そんなの絶対に嫌いやなんだよ！」

　膝ひざの上で握にぎられた佐那先輩の拳こぶしが小刻みに震ふるえていた。

　不意に彩家亭理子は腰こしを落とすと、佐那先輩と向き合って正座をする。鏡かがみに映したかのように同じ体勢であった。

「……なあ、佐那、思い出してみなよ。君と私が出会ってから今日きようまでの日々をさ」

　彩家亭理子に問われて佐那先輩はゆっくりと顔を上げる。苦く渋じゆうに満ちた表情である。

　瞬しゆん間かん、彩家亭理子がまるで少女のように屈くつ託たくのない表情で微ほほ笑えんだ。




「これまで一度だって私が君の忠告に素直に従ったことがあるかい？」




　佐那先輩はしばし天てん井じようを見上げた後に正面を見み据すえると「……ない、信じられないことに一度もない。どうなってんだよ」と打うち拉ひしがれるように頭を振った。

「そういうことさ」笑みを浮かべる彩家亭理子の表情に一切の迷いはなかった。

「……こんな時にこんなこと言うのもあれだけど、俺、よくお前と付き合ってこれたよな」

「今さら連れないことを言うなよ。中学一年からの仲じゃないか。いわゆるこれは腐くされ縁えんだ。運命共同体だ。または一いち蓮れん托たく生しようってやつさ」

　恨うらめしそうに尋たずねる佐那先輩に向かって彩家亭理子は器用に片目を瞑つむってみせる。

「……だからいいかい佐那？　私への相談もなしに一人で責任を取るなんて浮うわ気きは許さないぞ？」

「……なにが〝浮うわ気き〟だよ。バカヤロウ」

　佐さ那な先せん輩ぱいは彩さい家け亭てい理り子この掌てのひらを握にぎり締しめながら頭を振る。

「それを言ったら、お前はマリリン先輩も驚きの〝あばずれ〟だろうが！　俺おれの忠告を無視して、なんでもかんでも一人で決めやがって……」

「おや？　今さら気づいたのかい？　だがもう手遅れだ。とんでもないビッチに見み初そめられたと諦あきらめるがいい！」

「……なんだよそれ、絵に書いたような転落人生じゃねえかよ。ちくしょうめ」

　そう佐那先輩が自じ嘲ちよう気味に吐はき捨てると、どちらともなく笑い出す。正座をしたまま身体からだをくの字にして折り重なるようにクスクスと笑っている。

「まあ、そんなわけで幸せになりましょうね、ダーリン」

　そう彩家亭理子がわざとらしく〝科しな〟を作って手を差し出す。

「ざけんな、お前みたいなイカれたハニーは願い下げだ」

　しかし、そう言いながらも佐那先輩は手を握り返す。そして「サンキュな理子……」伏し目がちに呟つぶやく。この時の佐那先輩の満ち足りた表情は、しばらく忘れられそうにもなかった。

　友達、恋人、いや違う。もっと深い。まるで家族ような結びつきを二人から感じる。少しだけ羨うらやましいと思えてしまった。

　不意に佐那先輩が立ち上がる。その場で深呼吸を数回ほど繰くり返す。そして伊い庵あんたちへと向き直ると深々と頭を下げた。

「三人とも黙だまっていてすまなかった。俺は本当は〝女〟なんだ」

　面おもてを上げた佐那先輩は、憑つき物ものが落ちたかのようにすっきりとした表情をしていて、眼差まなざしはこれまでのように鋭く意欲に満ちているのだった。
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　川合かわい優ゆ衣いの頬ほおを涙なみだの粒つぶがポロリと転がった。

　なぜ泣いているのか。自分でもはっきりとした理由は判わからなかった。

　たぶん、さまざまな感情が混ざり合って、胸の中一いつ杯ぱいに膨ふくれ上がって、抱かかえ切れなくて溢あふれてきたのだと思う。

　伊庵の想おもい。佐那先輩の想い。理子先輩の想い。

　それぞれ形は違うけど、どの気持ちも間違っていないように思えた。

　チラリと神かみ宇う知ちくんを見る。

　いつもと変わらない落ち着いた表情を見て、改めて確認する必要はなかったと気づく。彼の気持ちは最初から決まっているのだろう。

　彼が見つめて離さない一人の女性へと、彼の気持ちはすでに預けてあるのだろう。

「そういうわけだから未来あるお三さん方かたはお疲れさん。佐さ那なの餌え食じきになるのは私一人で十分だ。私が君たちの分まで身体からだを張ろう」

　上目づかいの理り子こ先せん輩ぱいは「痛くしないでね……」と芝しば居いじみた仕し草ぐさで自らの身体からだを抱だきしめている。

「止やめろよ、そういうの……」呆あきれる佐那先輩である。

　ところが、誰一人、動こうとする者はいない。

「ん？　どうした？　君たち早く教室に戻らないと授業が始まってしまうぞ？」

「わ、私、残りたいです……」

　優ゆ衣いには確信があった。伊い庵あんも神かみ宇う知ちくんも絶対に帰らないという確信が。もちろん自分の気持ちに偽いつわりもない。

「ダメだ。三人は教室に戻るんだ。これは本気だぞ？」

　理子先輩の口く調ちようは打って変わって厳きびしい。なにごとにもいい加か減げんすぎるくらいに寛かん容ような理子先輩とは思えない突き放すような態度だった。

「……どうしてですか？」優衣は尋たずねる。

「君たちのためにも正直に言うが、はっきり言って今回の戦い──客観的に見て絶望的さ。勝てる見込みは低いと言わざるを得ない」

　浮かない表情で首を竦すくめる理子先輩に驚かずにはいられない。普段から、なんにつけても自信満々の理子先輩がこんな消極的なことを口にするなんて信じられなかった。

「はっきり言って大ピンチだよ。だってそうだろ？　本当は女の子なのに男の子の振りをしていたんだ。原はら犀さい斗との言う通りさ。端たん的てきに言って佐那は皆を騙だましてたんだよ。そんな佐那のことを、どれくらいの生徒が好意的に見てくれると思う？　円えん馬ま佐那を擁よう護ごするというのは、結末を知りながらタイタニックに乗るがごとくだよ」

　さらに理子先輩に佐那先輩が続く。

「それに今回は相手が悪すぎるんだ。生徒会会計の原犀斗ってのは、俺おれたちと同じ二年なんだが、恐ろしく弁が立つ。確か『千せん光こう大会議』の弁論者を務めるのもこれで四度目のはず。しかも過去三戦無敗。どれも圧あつ倒とう的な得票差での勝利。しかも、勝つためには手段を選ばないという黒い噂うわさもある。そんな分ぶの悪い勝負にお前たちを駆かり出すなんて真ま似ねできるはずがない」

　最初は優衣たちを諦あきらめさせるためにわざと大おお袈げ裟さに言っているのかとも思ったが、二人の神しん妙みような表情からしてどうやら本当に不ま味ずい状況であるらしい。

「わからず屋の理子はしょうがないとして、出会って間もないお前たちにまで迷めい惑わくをかけたくないんだ。理子にも言ったが、俺と関われば必ず非難を浴びることになる。それは避さけたいんだよ」

「そうそう、わからず屋の佐那の言う通り。我々のことは忘れてくれたまえ。速やかに教室へと戻り、知らぬ存ぜぬを通せば非難は免まぬがれるはずさ」

「コラ、お前にだけはわからず屋とか言われたくないぞ」

「おや、奇き遇ぐうだね。私もだよ」

　例え全校生徒を敵てきに回しても戦ってみせるという覚かく悟ごが、先せん輩ぱいたちのすっきりとした表情には表れているようだった。

　むしろそんな二人の姿に後押しされた。優ゆ衣いの中で決心が固まる。

「……お願いします。私にも手伝わせて下さい！」

　二人の意気に負けじと優衣はぎゅっと口元を結ぶ。

「……その、優衣、気持ちは嬉うれしいが、俺おれたちの傍そばにいたら中傷と無む縁えんではいられない。お前が俺のせいで周りから責められたり、気き不ま味ずい思いをしたりするのは嫌いやなんだよ」

「でも、わ、私……みんなと一いつ緒しよにいたいんです……」

　本ほん音ねを言えば、佐さ那な先輩が女だったという事実は優衣にとってもショックだった。

　もちろん騙だまされたと責める気はない。しかし寂しい気持ちになったのは確かだ。それに行為そのものに対しても、佐那先輩の事情が判わからない今はどちらかと言えば否定的だった。

　それでも尚なお、佐那先輩を応援したいと思うのは善悪や理屈ではなくて、

「……私、最近、学校に来るのが前よりずっと楽しいんです。中学の時よりずっと今が楽しい。どうしてかなって考えると、やっぱりみんながいるからかなって思うんです」

　とても個人的な感情からだった。

「神かみ宇う知ちくんが前向きになってくれたことが嬉しいし、伊い庵あんとは相変わらず喧けん嘩かばっかりだけど、それはそれで私たちらしいかなって思うし」

「……なんだよそれ。意味判んない」

　そっぽを向きながら言う伊庵が少し可愛かわいらしい。

「嬉しい今があるのは、あの日の放課後、理子先輩と佐那先輩に出会えたからだって思うんです。私、お世せ話わになった先輩たちの役に立ちたいんです」

「いや、俺は別になにも……」

　力なく洩もらす佐那先輩へと優衣は目一いつ杯ぱいの笑顔を浮かべて言う。

「もうダメなんです。私にとってのみんなの中には〝佐那先輩〟もとっくに入ってしまっているので、佐那先輩がいない高校生活はダメなんです。それに私、理子先輩と佐那先輩が言い合ってる姿がなによりも好きなんです」

　佐那先輩が嘆たん息そくし小さく肩かたを落とす。

「……なんだかなあ、優衣ってこんなにはっきりと物もの言いうヤツだったっけ？　お前の悪影えい響きようなんじゃないのか……？」

「心外だね。まるで私が優衣に悪影響を与えているような言い方じゃないか」

「いや、だからそう言ってるし」

　やっぱり二人の気安いやり取りは見ていてとても心地がいい。この二人のためにも、自分のためにも頑がん張ばろうと優ゆ衣いは鼻息荒く頷うなずくのである。

「どうやら優衣は止めても無む駄だみたいだな……で？　顔を見る限りじゃあ、優衣だけでなく男子二人にも帰る気がなさそうなのだが？」

　見慣れた切きっ先さきのような鋭い眼差まなざしを佐さ那な先せん輩ぱいが二人へ向ける。

　優衣の予想通りだった。伊い庵あんは「当然でしょ？」ふんっと鼻を鳴らし、神かみ宇う知ちくんは「同じく」と微動だにせずに答えた。

　佐那先輩は長い前まえ髪がみを溜ため息いきとともに掻かき上げながら、理子先輩へと目配せする。

　すると、このタイミングで二限目の開始を知らせるチャイムが校舎に響ひびき渡った。

「ふむ。タイムオーバーだね。佐那、どうやら我々の負けらしい」

　理子先輩は自じ嘲ちよう気味の笑みで肩かたを竦すくめる。

「授業をサボって我々と同席していたという事実だけで、周囲は三人を色メガネで見ることだろう。とりあえず、佐那がどうして男の格好をしているのか、そういった経けい緯いだけでも一年生トリオに話してやってはどうだい？　知る権利や自己防衛のためにもさ？」

「……そうだな。今回、男装が明るみになったことでいずれは知られることになるかもしれないしな。どうせなら俺おれの口から語ろうか」

「佐那の話を聞いて納なつ得とくできなければ去ればいいよ。あくまで現状において去るという判断のほうが健全だと私は思っているしね。それでも我々に味方するというのなら、あとは自己責任でよろしく！」

　理子先輩からの最後通告の言葉に三人は静かに頷うなずくのだ。

　そうして佐那先輩は少し照れくさそうに、時折、遠くを見つめながら、ゆっくりと言葉を選び丁てい寧ねいに語る。隣となりの理子先輩は、まるで弟の成長を見守る姉のような優しげな笑みを口元に湛たたえながら黙だまって耳を傾けていた。






　　Back to bygone days







　　　　◇◆◇◇◇◇




　少女を初めて家に招いた時のことだ。確か中学一年の季節は初夏だったと思う。

「佐さ那な！　でかした！」

　俺おれの父親である円えん馬ま太たい陽ようは少女を見て大層喜んだ。子供が初めて友達を家に連れて来たからだと思われる。

　しかし残念ながらそれは父親の勘かん違ちがいだった。

　俺は父親に説明する。少女はただの同級生だと。少女が家に招待しろとあまりにも毎日うるさいので、断るのがいい加か減げん面めん倒どうになって仕方なく連れて来たのだと。

「見ての通りよお、愛あい想そはねえし態度はでかいし目付きも悪いしで、救いようがねえガキなんだけどよ、まあ一つ仲良くしてやってくれや！」

　父親は俺の言葉をあっさりと無視して、分厚い掌てのひらで少女の肩かたをバンバン叩たたいていた。「人の話を聞けよ！　クソ親父おやじ！」

「誰がクソだコラァ！　父親に向かってクソって言う奴やつがあるか！　このクソガキ！」

「大体、愛想がなくて態度がでかくて目付きが悪いのは、むしろ親父のほうだろうが！　このバカ親父が！」

「誰がバカだコラァ！　父親に向かってバカって言う奴があるか！　このバカガキが！」

　しばらく俺と父親との間で、不毛としか言いようのない口論が繰くり広げられたのは言うまでもないことであった。

　父親の円馬太陽はご覧らんの通りの豪ごう放ほう磊らい落らくな人物である。見た目も性格同様に無ぶ骨こつで大おお柄がらな男である。そんな父は剣術家だった。同時に放ほう浪ろう家でもあった。

　父は若い頃、武む者しや修行だと称して世界を旅した。剣道着に竹刀しない一本携たずさえていれば『ジャパニーズサムライ』と何ど処こへ行っても持て囃はやされ、喰うには困らなかったそうだ。

　父の放浪癖へきは俺が生まれてからも変わらない。物心がついた頃から日に本ほん全国を父と二人で旅していた。母親の存在については一度も尋たずねたことはない。

　子供でも簡単に判わかることだからだ。このような自由奔ほん放ぽうな生き方をする父親に、付き合い切れる人物がいるはずがないと。きっと愛想を尽つかせて離れて行ったに違いなかった。

　客人であるにも関わらず早々に放置された少女であったが、気を悪くするどころか「実に愛いとしいね」瞳ひとみを輝かせていた。

　似た者同士というやつか。思えば、父親と少女は初対面から数年来の知り合いであるかのように意気投合していた。

「俺おれが〝こんな風〟に育った理由も家の親父おやじを見たら一発で納なつ得とくがいっただろ？」

「『百ひやく聞ぶんは一いつ見けんにしかず』の見本として教科書に載のせたいくらいに」

　少女は一度だけ「ふふ」と喉のどを震ふるわせると続ける。

「嫌きらいじゃないよ。君たち親子は『バッドボーイズ』のウィル・スミスとマーティン・ローレンスのように互たがいに口は悪いが息がぴったりで見ていて実に愉ゆ快かいだ。むしろ羨うらやましくさえ感じるよ」

　少女が眩まぶしそうに瞳ひとみを細める。だから気になった。

　どのような親に育てられたら少女のような人間が育つのだろうか。

「お前の両親はどんなだ？」

　すると少女がにっこりと微ほほ笑えみ答える。

「残念ながら私には両親がいないんだ」と。

　尋たずねたことを後こう悔かいした。

　自分が片親であるということを不幸だと感じたことはない。しかし、すべてが順風満まん帆ぱんだったわけではない。ましてやこの少女には両親がいないのだ。俺には想像もつかない苦労があるだろう。

「君の話をもっと聞かせて欲しいな。子供の頃の話や君と親父さんとのことをさ」

　そうせがまれたので俺は罪滅ぼしがてら思い出を語る。小学校の頃の話をした。

　現在の家に定住するようになってしばらくして、父から地元の小学校に通うように言われた。名ばかりの父親にしては珍めずらしく保護者らしい提案だった。

　実は町内会長さんから「お子さんを学校に通わせるのは親の務めですよ！」と怒られたからだとあとで知ってひどく納得したものである。

　小学校に通い始めてみたものの、旅から旅の生活を送っていた俺に周りと上う手まく合わせられるわけがなかった。学校経験だけでなく友達もいた例ためしはなかったのだ。

　人と接することに不慣れな俺が、学校一番の問題児になるのに二週間も掛かりはしなかった。

「気に入らないヤツは片かたっ端ぱしからぶっ倒した。売られた喧けん嘩かは残らず買った。ようやく喧嘩を売ってくるバカがいなくなって、静かに暮らせると思った頃には『閻えん魔ま様さま』と周りから恐れられ誰も近づかなくなってた」

　面おも白しろくなさそうに語る俺に対して少女は終しゆう始し楽しげであった。

「最初から俺は〝男〟だった。性別は女かもしれないけど、今まで一度だって女として振る舞ったことなんてないんだ」

　がさつな男に育てられた娘むすめに女らしさなど身についているはずもなかった。そもそも小学校に入学するまで俺は自分のことを父同様に〝男〟だと思ってたくらいだ。

「なあ、どうしてお前は俺おれが女だって判わかったんだ？」

　性別以外、根っからの男である俺を女だと疑う人間はこれまで一人としていなかった。

「うーん、男子にしてはいい匂においがするなって思ってさ。それで試しにカマをかけてみたら当たっちゃった感じ？　まあ仮に違ってたとしても、君には興味があったし話し掛ける丁ちよう度どいい切っ掛けにはなったよね」

　開いた口が塞ふさがらないってのを実じつ践せんした人生で初めての出で来き事ごとはこれかもしれない。

「……お前さ、みんなから〝変〟だって言われないか？」

「不思議なことによく言われるね」

　少女は口こう角かくを器用に吊つり上げ不ふ敵てきに笑ってみせる。こいつはとんでもない人間と関わってしまったと思う俺であった。







　中学二年になる頃には俺の隣となりに少女がいるのが日常だった。

　いや、少女の隣に俺が居る日常というほうが正しいだろう。振り回されていたのは常に俺のほうだったのだから。

　この少女は好こう奇き心しんの赴おもむくままに、ターゲットに向かって発射されたミサイルのごとく、相手が学校一の不良だろうが評ひよう判ばんのあばずれだろうがヤクザな体育教師だろうがお構いなしに猪ちよ突とつ猛もう進しんするのである。そのくせ弱っちいのだから始し末まつにおえない。

　傍はたで見ている俺はいつも冷や冷や。で、放っておけなくて助け舟を出すというお決まりのパターン。主に〝身体からだを張る〟という肉体労働的な方面において。

　幾いく度ど、付き合い切れないと思ったことか。実際に幾度「お前には付き合い切れない！」と言い放ったことか。足の指を入れても数え切れないのだけは確かである。

　それでも俺が少女と付き合い続けたのは、俺が女だと知っていても特別扱いしないマイペースな少女との気楽な距離感が心地良かったからだ。

　そんな少女と付き合うようになってから俺の周囲は急激に様さま変がわりした。

『閻えん魔ま様さま』という恐きよう怖ふの対象と同時に『彩さい家け亭てい理り子このお守もり役』という新たな認識が俺に加わったのだ。

　運動会や文化祭等々の学校イベントに際しては教師から直じき々じきに「アイツが暴走しないようにお前がしっかり面めん倒どう見てくれよ」とお守りを頼まれるようになった。周囲の生徒たちからも「円馬くんって面倒見いいよね」恐る恐るの態度ではあるが、時々こんな風に声を掛けられるようにもなった。

　一いつ匹ぴき狼おおかみだった頃の俺の周囲には起こり得ない現象の数々だった。

　俺が特別に周囲へと歩み寄ったわけではない。相変わらずムカつく奴やつはぶっ飛ばせばいいと思っていたし、人付き合いはやっぱり慣れなくて面倒だった。

　すべては少女のお陰かげなのだろう。美少女という見た目もあり、お騒さわがせな行動もあり、弁べん舌ぜつ達者なところもあり、少女はとにかく目立った。学校で一番の有名人だった。

　そうして光り輝く少女の陰に隠かくれることで俺おれは自分が守られていることを知るのだ。

　少女からの恩恵には感謝すべきなのだろうが、手放しで喜べないのは俺のプライドだった。俺はただ恩恵を受けるだけでなく少女と対等でいたかったのだ。

　では、自分になにが返せるだろうか。答えはすぐに出た。

　俺の取り柄えは〝強さ〟だった。そして無む鉄てつ砲ぽうな少女には敵てきが多い。だったら少女の敵を自分がぶっ倒せばいいじゃないか。そうすればギブアンドテイクの成立だ。自分は少女と対等でいられるはずだ。

　そうだ。少女を守ろう。俺はそう決意したのだった。







　誰が最初に呼び始めたのかは判わからないが『ストレンジサイケデリコ』という渾名あだなは中学三年になる頃にはすでに定着していた。そして『残念女子ランキング』をぶっちぎりの得票数で三連れん覇ぱしたのも同時期だった。

『ストレンジサイケデリコ』という渾名も『残念女子ランキング』を三連覇したことについても少女はなぜか喜んでいた。いわゆる『悪目立ち』だと思うのだが。

　そのように悪あく名みよう高き少女ではあるが、定期的に男子生徒から交際を申し込まれたりするのはやはりその優れた容姿ゆえか。

　素そ行こうにさえ目を瞑つむれば、学校でも一、二を争うほどの美少女なのである。

　交際を申し込む男子生徒らが物好きであるという点は否いなめないが、難なん易い度どが高いと知りながらもチャレンジしたくなる無む謀ぼうな心意気はなんとなく理解はできるのである。

　良くも悪くも少女には華はながある。美しい花には刺とげがあると判っていても、つい手を伸ばしてしまうのが人の心情というものだろう。

　けれど俺は心穏おだやかではなかった。

　中学三年になる頃には、交際を申し込む込まないに限らず男子生徒が少女に近づくだけで腹立たしく、口など利こうものならば鋭く睨にらみつける始し末まつであった。

　そうした苛いら立だちが少女への〝独どく占せん欲〟の顕あらわれであり〝ヤキモチ〟であるらしいと知るのは中学三年になった俺にとって難しいことではなかった。

　そして一般的に〝ヤキモチ〟とは主に夫婦や恋人など『異性』に対して焼くものだと知るのも間もなくのことだった。

　俺は自分のことが怖こわくなった。心の病気なのではないかと不安になった。背はい徳とく的とでも言おうか。少女に対するヤキモチはひどく〝イケナイコト〟をしている気分だったのだ。

　もしも俺の〝イケナイコト〟を少女に知られてしまったら……心臓が止まってしまいそうだった。

　勘かん違ちがいだ。気の迷いだ。おたふく風か邪ぜみたいなものだ。そう俺おれは自分へと言い聞かせるのだった。







　中学三年の春先の話だ。高校進学を間ま近ぢかに控えた俺に父親が信じられないことを言った。

「おい佐さ那な、てめえ、高校には女として通え」

　酒にでも酔よってるのかと思ったがそうではなかった。父親は真剣に言っているらしい。だからこそ問題なのだが。

「ふざけんなって！　今までずっと俺のことを男として育てておいて、今さら女になれとか勝手すぎるぜ親父おやじ！　納なつ得とくできる説明をしろよ！」

　俺は激げき怒どしていた。その時、脳裏に浮かんでいたのは少女の顔である。

「てめえを女らしく育ててやらなかったのは俺が悪かった。認めてやるよ。だからこそ、高校進学という節ふし目めにてめえを本来の女として育てようと決意したんじゃねえかよ。なんか間違ったこと言ってっか？」

「簡単に言うなよ！　オセロみたいにひっくり返せばいいってもんじゃねえんだよ！　これまでずっと男として育ってきたんだ！　それ以外の生き方なんてできるかよ！」

　父親の言い分が横暴だと感じていたのは確かにそうだが、それにしても自分がどうしてこれほどまでに必死なのかが理解できなかった。

「おう！　だったらてめえ、もし女だってバレたらどうするんだよ！　あん？　その時、潔いさぎよく高校を辞やめるってんなら俺も止めはしねえよ！　学校に頭を下げるくらいはどうってことねえからな！」

「……そんなのバレないように気をつければいいだけだ」

　そうか。自分は焦あせっているのだ。父親に真実を突きつけられ動どう揺ようしているのだ。

「てめえこそふざけんなよ！　中学はまだガキだから誤ご魔ま化かしも利いたが、高校生はそうはいかねえだろうが！　女なんてのはなあ、すぐに大人おとなになっちまうんだよ！　おっぱいはどうすんだ！　どうやって隠かくすんだ！　服着ても出てくりゃ目立つぞ！」

「おっぱいとか子供に向かって大声で言ってんじゃねえよ！　恥はずかしい！」

「は、恥ずかしいとか言われる俺も恥ずかしいわボケぇ！　つっても本当のことだろうが！　すぐにバレる嘘うそなんてついたってしょうがねえだろ！　そんなだったら端はなっから高校なんて行くの止やめちまえ！」

　自分でも判わかっていた。いつまでも隠し通せるものではないと。ただどうしても認めたくなかったのだ。

　黙だまりこくる俺へと父親が気き不ま味ずそうに頭をかく。

「……佐さ那な、ここらが潮しお時どきなんじゃねえのか？　遠くの高校に通うなり下宿するなりしてよ、心しん機き一いつ転てん、女として生きてみたらどうだ？　確かによ、最初は慣れないこともあるだろう。でもよ、女のお前が女として生きる、それが自然ってもんじゃねえのか？」

　本当に勝手なことを言いやがる。そう内心で毒づきながらも俺おれが無言なのは、父親が真剣に自分のことを考えてくれていることが判わかるからだった。

「……俺だってよ、昨日きのう今日きよう、こういうことを考え始めたわけじゃねえんだよ。たまにはよ、俺にも父親らしいことさせろよな」

「…………俺には他ほかになにもないから……強さくらいしか誇ほこれるものを持ってないから」

「……あん？　なんて？」

　それでも俺にはどうしても譲ゆずれないものがあった。

「とにかくダメなんだよ！　女じゃダメなんだよ！　女じゃアイツを守れないから！　俺は男でなきゃダメなんだよ！」

　俺はそう叫ぶと父親に殴なぐりかかった。相手は熊くまのような大男である。どうなったのかは言うまでもなく。あっと言う間にボコボコにされ目が覚めたら朝だった。

　俺はそのまま家を飛び出した。向かった先は少女の住むマンションだった。

　さすがの少女も傷だらけの俺の姿を見て驚いていた。「手当てをしよう」という少女を制して俺は父親とのやり取りをひたすら捲まくし立てた。途と中ちゆう、いろいろ思い出したら悔くやしくてちょっとだけ泣けてきた。

　やがて落ち着きを取り戻した俺へと少女が穏おだやかに尋たずねてくる。

「佐那は男のままでいたいんだね？」

　俺はしっかりと頷うなずく。それから尋ね返した。

「男でいたいなんて変だって思うか……？」

「人って本当にさまざまだよね。十人十と色いろ、千せん差さ万ばん別べつっていうの？　皆、見た目も性格も年ねん齢れいも考え方も全然違うよね」

「なのにさ、おかしいよね──」少女は不意に肩かたを竦すくめる。

「──世の中は人に同じように生きることを求めるんだから矛む盾じゆんしてるよ。私はそれを形の違うパズルのピースを無む理り矢や理り、型に押し込むような窮きゆう屈くつなやり方であると感じてしまうんだ。良いとか悪いとかじゃなくてさ、おかしいよねって話で。少なくとも、こういうことが当たり前だと考えちゃう感覚を疑ってもいいんじゃないのって思うね」

　俺は少女を見つめたまま動けなくなってしまった。俺は心底驚いていたのだ。

　普通じゃない自分の生き方を、こんな風に真っ直ぐ肯こう定ていしてくれる人物がいるだなんて思いもしなかったのだから。

　これまで以上に穏やかな表情で少女は微ほほ笑えむ。

「だからね、佐那が〝一般的〟と言われるのとちょっとだけ違う生き方していても、私は変だなんて思わないよ。あくまで私はね。気にしないよ。むしろ実に〝愛いとしい〟よ」

　少女の『愛しい』という言葉に自然と頬ほおが熱くなる。

「迷めい惑わくでなければ、私が佐さ那なの父親と話してみようか？　説得するってわけじゃないが、話を聞く限りじゃ意見は平行線だし、第三者を間に入れてみるのも一つの手じゃないかな？」

　少女からの提案を俺おれはあっさり呑のんだ。ここまで自分のことを理解してくれている相手が差し伸べた手を拒こばむ理由はなかった。

　少女は父親と話してくると昼前にマンションを出て行った。俺は待ちくたびれていつしか眠ねむり込んでしまう。目が覚めたのは日付が変わる直前で、それが少女がマンションに帰ってきた時であった。

　どんな魔ま法ほうを使ったのか。少女はあれほど頑かたくなだった父親から男として高校に通う許可を取ったと告げた。

「ただし私と同じ高校に通うのが条件だよ」

　もともとそのつもりだった俺は二つ返事でその条件を受け入れた。

「どんな話し合いがなされたのかは内ない緒しよだ」

　これに関しては即座に承しよう服ふくはできなかったが、ここまで世話になっておいて今さら文句を言えた義理などあるはずもなく「判わかった」と告げた。

　少なくともこれで、この先の三年は少女と一いつ緒しよにいられる。そう思ったらこの時の俺には希望に満ちた未来しか見えなかった。

　……いや、実際にはそう思い込もうとしてるだけなのかもしれない。本当は判ってる。言い方は乱暴だが父親の言うことは全部正しい。けれど、それでも認めるわけにはいかなかったのだ。認めたら失ってしまうから。

　例えそれが〝張り子〟の未来だったとしても俺は守り通したかったのだ。




　　　　◆◇◇◇◇◇




　父親のこと、育った環境のこと、高校進学に際し父親と喧けん嘩かしたこと、そして僅わずかばかりの理り子ことの過去、それらを佐那は歴史番組のナレーションのように切々と語る。

　彩さい家け亭てい理子にとって佐那の過去話は既き知ちではあったが、聴きいていて少しも退屈ではなかった。思い出を振り返る時間というのもたまには悪くはないものだ。

　懐なつかしさに終しゆう始し顔は綻ほころび時々「ふふ」と小さく声に出し笑う。その度たびに佐那からジト目を向けられたのはご愛あい嬌きようである。

「……なるほど。佐那先せん輩ぱいにそんな過去があったんですね。道理でガサツなわけだ」

「……うるせえよ」

　自身も人には言えない秘密を抱かかえているからだろうか。口ではなんだかんだと言いながらも伊い庵あんの態度は一貫している。偏へん見けんが見られないという点において。

　男装に驚いた様子がないことからして、おそらく以前より佐さ那なが女子だと気づいていたに違いない。

「ただ問題はどういう経けい緯いで男装がバレたのかということです。これまで細心の注意を払って学校生活をすごしてきたでしょうに。なにがあったのか説明して貰もらわないと、僕ぼくは納なつ得とくできません。僕だったらそんなヘマ絶対にしませんから」

　伊庵は可愛かわいらしくさえある童どう顔がんをむぅと顰しかめている。

「……ああ、まあ、それは……」

　佐那の歯切れが悪い。過去話よりも数段語り難にくそうである。苦しそうに佐那がコチラを眺ながめてくるので、理り子こはあごをシャクって説明を促うながす。

　理子も『女バレした』経緯を知る必要性を感じていた。原はら犀さい斗との『情ソ報ー源スを特定する』という意味において。

「……実は部室で着替えている時に半はん裸らを一年の女子部員に見られてしまって──」

　──佐那が説明し終えるのと同時に優ゆ衣いが「約束したのにどうして……？」表情を曇らせる。

　どうやら佐那が言い難そうにしていたのも優衣が感じたのと同様の理由らしい。『誰にも言わない』という約束を女子部員と交わしたのに、原犀斗が佐那を女だと知っていた矛む盾じゆんにショックを受けているようだ。

「誰ですか？　その一年生っていうのは？　名前を教えて下さい」

　伊庵などは今すぐその女子部員へと問い詰めに行かんばかりの勢いである。

「ま、待ってくれ！　確かに心当たりはあの後こう輩はいしかいないが、無防備に裸はだかを曝さらしたのは俺おれの落ち度だし、そもそも男だと剣道部のみんなを騙だましていた俺が悪いんだから……」

　その女子生徒からリークされた情報と考えるのが妥だ当とうか。

「……ところで、『千せん光こう大会議』って具体的にどういうことをするんです？」

　全員の視線が一いつ斉せいに悠ゆう仁じんへと注そそがれる。悠仁が珍めずらしく口を開いたからだ。

「骨付き肉をあげたいくらい実に良い質問だよ。確かに一年生には馴な染じみがないよね。せっかくだから『千光大会議』の概がい要よう及び我々の現状を解説しようか」

　理子は初めての『千光大会議』である一年生らに向けて概要を語る。『女子生徒のブルマ及びスク水みずの復活の是ぜ非ひ』についての一件を具体例に挙あげて説明する。

「……下らない」と伊庵などはあからさまに呆あきれている。

「『千光大会議』には一つ特とく筆ひつすべきシステムがあるんだ。今も説明したように、最終的には全校生徒の投票によって議題の是非について結果を明めい瞭りよう化かするのだけど、予あらかじめ各学年ごと男女二名それと学校サイドから二名の計八名の代表者によって事前に賛成反対を示して、その結果を生徒らの投票の指標にするというがシステムがある」

「ああ、『代表者システム』だな」佐那が補足する。

「そう。でね、同時にこの『代表者システム』というのが『千せん光こう大会議』の最大のキーポイントとも言える。各学年に百名以上在ざい籍せきする生徒の中から、代表者に選出されるような生徒だ。彼や彼女らの示す結果に影えい響きよう力りよくがないわけがないよね？」

　計八名……過去には、前まえ評ひよう判ばんでは圧あつ倒とう的不利だと言われていた議題が代表者八名の賛成により覆くつがえったという例もあるそうだ。要するに全校生徒の総意に先立ち、八名の好感をいかにして得るかという点が一つの鍵かぎとなるのは間違いない。

「では続いて現状認識について」

　理り子こは一年トリオをぐるりと見回す。




「今回の件──『千光大会議』という名の『裁さい判ばん』だと思って貰もらって差し支えないよ」




「……さ、裁判ですか。なんだか物ぶつ騒そうな感じがしますね」

　優ゆ衣いが眉まゆを顰ひそめるのももっともだろう。一般的に我が国における『裁判』へのイメージはあまりよろしくはない。少なくとも学生とは非常に縁えん遠どおい存在だと言えよう。

「なぜ『裁判』か。構図がまんま裁判のごとくなのさ。例えば、それぞれの立ち位置ね。被告人『円えん馬ま佐さ那な』検事『原はら犀さい斗と』そして弁べん護ご士しが『彩さい家け亭てい理子』ってな具合にね。陪ばい審しん員いんはさしずめ『代表者』で傍ぼう聴ちよう人が『生徒たち』と言ったところか」

　理子はアーモンドチョコをひょいっと口に放り込む。

「状況としても極きわめて裁判の様相に類似しており、しかも我々弁護団にとって圧あつ倒とう的に状況は不利だったりする」

「愉ゆ快かいだろ？」理子が笑うと「笑いごとじゃないから」佐那が嘆なげくのである。

「つまり今回の勝利条件は、我々が〝千光大会議で原犀斗を論破する〟ことになるだろう。論破すれば代表者の賛同も自おのずとついてくるだろうしね」

「……なるほど。裁判で言えばそれが『勝訴』みたいなものですか」

「その通りだよ悠ゆう仁じん。ご褒ほう美びに金きん貨かチョコをあげよう」

「どうも」悠仁は無ぶ愛あい想そにチョコを摘つまむ。

「先ほどから二人とも不利だ不利だと口を揃そろえて言ってますが、本当にまったく勝つ見込みがないんですか？」と伊い庵あん。

「そうそう、私もそれが気になってました。その、原犀斗さんでしたっけ？　佐那先せん輩ぱいは弁が立つって言ってましたけど、理子先輩だって相当だと私は思うんです。朝礼でのやり取りを見てた限りではどちらかと言えば、理子先輩のほうが勝ってたように思います」と優衣。

「嬉うれしいこと言ってくれるじゃないか優衣。お礼に君にもチョコレートをあげよう」

「ありがとうございます」大事そうにチョコを受け取る姿が可愛かわいいらしい優衣である。

「……実際のところどうなんだよ？　優衣が言うように、屁へ理り屈くつを言わせたら理子は天下一品だよ。千せん光こうのどこを探したってお前以上のヤツなんていないだろうよ。理り子こと弁論で真っ向からやりあって勝てるヤツなんているはずがないって俺おれは信じてるけど、だけど今回はあまりにも条件が悪すぎるだろ？」

　佐さ那なまで心配げに尋たずねてくる始し末まつである。

「ああ、理子先せん輩ぱいって悪あく名みよう高き『ストレンジサイケデリコ』ですもんね。生徒会のあのインテリメガネと並べると、正義と悪だとか国家権力とテロリストみたいな不ふ吉きつな構図しか僕ぼくには思い浮かびませんよ」

　伊い庵あんがやれやれとばかりにつけ加えてくる。

「そうね、自分で言うのもなんだけども、いかんせん評ひよう判ばんがよろしくないからね。彩さい家け亭てい理子って名前だけで拒きよ否ひ反応を示す生徒がいるらしいからね。困ったものだね」

「他ひ人と事ごとかよ。それだけでもハンデがデカイってのに相手は原はら犀さい斗とだからな。生徒会役員のアイツにとっちゃ『千光大会議』はまさに格好の舞台だ。しかも『千光大会議』での実績も十分。原犀斗が水を得た魚なら理子は陸りくに上がったマンボウとしか思えない」

「お、面おも白しろいこと言うね」

「茶ちや化かしてる場合かよ。原犀斗の正義感が強くて潔けつ癖ぺきな面が俺は苦にが手てだが、素そ行こう不良の理子と比べたら遥はるかに生徒たちからの覚えはいい。次期生徒会長は原犀斗だと言われるくらいにみんなからも一いち目もく置かれている。そんな原犀斗と『千光大会議』で争うなんてのは敵てきの本ほん拠きよ地ちへと単独で飛び込む兵士みたいで無む謀ぼうだろ？」

　佐那が曇った表情で「……ふぅ」と嘆たん息そくする。

「……原犀斗が会議に勝つためなら手段を選ばないって噂うわさ、俺にはただの噂とは思えない。あの男は正義のためなら平気で悪になれるってタイプだ。生徒会会かい計けいって立場もあってか、運動部連れん中ちゆうとも繋つながりがあるみたいだし、理子のことが心配になる……」

　不安げな佐那の態度に思わずほくそ笑む。自分のほうが大変な立場だというのに、まったく佐那のお人好しにも困ったものである。

「──おやおや、君たちは私が誰なのかお忘れかい？　彩家亭理子が勝算もなしに戦いを挑いどむと思うのかい？」

　だからこそ理子は余よ裕ゆうの笑みを浮かべてみせるのだ。

「クイーンエリザベス号にでも乗った気分で私に任せておきたまえよ！」

　理子が自信たっぷりに告げると、皆が呆あきれつつも表情を軟化させるのが判わかった。

　実はなんのアイディアもありませんとは到底言えそうにもない雰ふん囲い気きなのである。そりゃあそうだ。『千光大会議』なんて降って湧わいたような話題に対策なんて用意してあるはずがない。完全に原犀斗に出し抜かれたカタチなのである。

　まともにやり合ってたらまず勝ち目はない。これは気合いを入れて勝つための算段を立てる必要がありそうだ。

「あの……自分から協力したいと言っておきながら恥はずかしいんですけど、私はなにをすればいいんでしょうか？」

　とほほな表情で尋たずねてくるのは優ゆ衣い。

「特になにもしなくていい。むしろ佐さ那なに関する発言は私の指示があるまで、しばらくはなにを尋ねられても知らぬ存ぜぬを通してくれたまえ」

「それって役に立っているんですか……？」

「いや、まったく」

「えぇー……」ガックリという音が聞こえてきそうなほどに優衣が大きく肩かたを落とす。

「……うーん、そうだね。優衣がそこまで言うのなら特別任務を君には与えようじゃないか」

「は、はい！」一転、胸の前で両の拳こぶしを握にぎり締しめ優衣はやる気に瞳ひとみを輝かせている。

「では、本日から千せん光こう大会議まで毎日、『変へん恋れん部に清き一票を！』と書いたプラカード手に朝と放課後は校門前に立つように！」

「…………え？」

「うーん、そのまま立っても芸がないからね。コスプレでもしようか。できれば生徒の心をがっちり鷲わし掴づかみにして『変恋部』の好感度とか主に男子のテンションがばっちり上がっちゃう感じのがいいね。優衣は可愛かわいいからね、メイド服にネコミミなんてオーソドックスなスタイルでも十分な効果は期待できそうだ」
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「……あの、理り子こ先せん輩ぱい、それ本気で言ってますか……？」

「……この私が嘘うそを言うとでも？」

「言うと思ってます。そんなのただ見世物になるだけじゃないですか……」

「そうでもないぞ？　あられもない姿を皆の前に曝さらして、羞しゆう恥ちに打ち震ふるえる優ゆ衣いの小さな姿を陰かげながら観察するという楽しみを私に提供できるよ？」

　そう理子が人の悪い笑みを浮かべると、

「『提供できるよ？』じゃありませんよ！」

　優衣はようやく自分がからかわれていたことに気づき、頬ほおを膨ふくらませるのである。

「単細さい胞ぼうの優衣で遊ぶのはそのへんにして、僕ぼくたちがなにをすればいいのか教えて下さいよ」

　冷めた態度の伊い庵あんへ「伊庵だって人のこと言えないじゃん！」優衣がさらに頬を膨らませている。実に微ほほ笑えましい光景である。

「では一年生トリオは当面のところ、今回の件に関する周囲の心しん象しようをひたすら探ってくれたまえ。いわゆる〝世論調査〟ってやつね。このあたりはちょっと選挙っぽいかもしれないね。毎日、報告のほうよろしく」

「むー、でも私はみんなに佐さ那な先輩のこと聞かれたら『ちゃんと理由があるんだよ！』って答えちゃいそうです。特に悪く言うような子たちがいたら本当のことを教えたいなあ」

「気持ちは判わかるが、佐那の過去については他た言ごん無用だ。今はまだ派は手でに動く時じゃないからね。物事にはジョニー・デップ演じるエドワード・シザーハンズのごとく、皆の誤ご解かいが解とけるまでひたすら耐えなければならない時期というものがあるのさ」

「悪いな優衣」すまなさそうな佐那へと「いえいえ、私がしたくてしてることなので」優衣は微笑む。

「──そうそう、君たちにもう一つ頼みがある」

　ここで理子に一つのアイディアが浮かぶ。成功の有う無むは一年生たち次第だが試してみる価か値ちはあるだろう。

「……いわゆる『極秘ミッション』ね。これはかなり重要な作戦だ。全力を尽つくして欲しい」

　佐那を外し一年生トリオらを集めて耳打ちすると、三人は揃そろって黙だまり込む。

「やるだけやってみますよ」伊庵が肩かたを竦すくめ「が、頑がん張ばります！」優衣が拳こぶしを握にぎり締しめて意い気き込ごみ「……二人の活かつ躍やくに期待しましょう」クールに言い捨てる悠ゆう仁じんへとはとりあえずチョップをお見舞いしておく。

　こうしてプチ作戦会議は終了を迎える。理子は一年生トリオが部室を後にするのを「では与えられたミッションに励はげむように！」と司令官よろしく見送った。

　こんなことを口にしたらまた佐那に怒られそうだが、こうして複数人で同じ目標に向かって取り組むというのは理子にとってなかなかに新しん鮮せんで楽しいことだった。

　そうして部室に残るのは二年生の二人だけ。

「……あのさ理り子こ、俺おれはどうすればいい？」佐さ那なが申し訳なさそうに尋たずねてくる。

「まあ、円えん馬ま佐那は千せん光こう大会議まで体調不良につき学校をお休みだね」

　理子が答えると「……了りよう解かい」佐那は伏し目がちに頷うなずく。

「逃げるような真ま似ねは嫌いやかい？」

　即座に佐那が首を振る。

「……いや、まさか。俺のことを気き遣づかって学校を休めって言ってくれてるんだろ」

「いや、作戦の一環さ。あからさまな雲くも隠がくれだが、大たい勢せいは完全に原はら犀さい斗と側に傾いてるわけだし、そこへ局地的な弁解をぶつけたって大した効果は期待できない。だったらいっそ休んだほうが同情票が期待できるだろ？」

「まあ、そういうことにしておく。こういうことに関しては理子のほうが何倍も得意だからな、俺はお前の指示に従うさ。ただな……」

「ただ？」

「自分の問題なのに俺が一番、なんの役にも立っていないような気がして……」

　自じ嘲ちようの笑みを浮かべる佐那を横目に、理子はアーモンドチョコレートを宙に放って舌した先さきでペロリとキャッチする。

「──まったく君はこの彩さい家け亭てい理子の友人を何年やっている？」

　チョコレートの甘あまみ、そして時間差で訪れるアーモンドの香ばしさに頬ほおを緩ゆるませながら。

「私は私なりにこの状況を楽しんでいるのだよ？　幾いくら佐那のためだからってやりたくないことを我が慢まんしてやるほど私が殊しゆ勝しような女じゃないのは君もよく知ってるだろ？」

「……ああ、いや、うーん、そうかもな」佐那は苦にが笑わらう。

「なあ、佐那。今一度、確認させて欲しい。君はどうしたい？」

　それは大事な質問だった。

「佐那が本当に嫌だと言うのなら私は会議なんて辞退したっていいんだよ」

「……あれだけ派は手でに宣言しておいて、今さらあとに引けるわけないだろ」

「関係ないね。原はら犀さい斗とになんと罵ののしられたって構うもんか。好きに言わせておけばいいさ。いいかい？　一番大事なのは君の気持ちだぞ？」

　理子がそう真剣な表情で問うと、佐那はぐっと黙だまり込む。そしてしばしの逡しゆん巡じゆんの後に、

「……できることなら学生を続けたい。理子と一いつ緒しよに卒業したい」

　伏し目がちな佐那が控えめに零こぼす。

「おーけー、君の気持ちは私がしかと受け取った！　すべて私に任せておけ！　幸いなことに悪知恵を働かすのは人よりちょっとだけ得意だからね！」

「どこが〝ちょっとだけ〟だよ。お前が敵てきじゃなくて本当に良かったよ……」

「仮に佐那が学校を辞やめることになったとしても、彩家亭理子プロデュースで最さい期ごは華はな々ばなしく散らせてやるからな！」

「前ぜん言げん撤てつ回かい。味方だからって必ずしも良かったとも言えないな……」

「そこは、そう、『ストレンジサイケデリコ』の『ストレンジサイケデリコ』たるゆえんってやつさ。『良薬口くちに苦にがし』って言うのかね？」

「『毒薬身体からだに悪し』の間違いだろ？」

「ふむ。なるほど。そっちのほうが私らしいね」

　そうしてどちらともなく笑い出す。気心の知れた友との気のおけない会話とは実に心地良いものである。あっさりと手放すにはちと惜おしい。

　エゴイスティック上等である。大切なモノのために我がままにならずして人は一体なんに対して我がままになるというのか。

「……まあ、もしさ、万まんが一いちだけどさ、佐さ那なが学校を辞やめなければならなくなったとしたらさ」

　理り子こは机に両手をつくと椅い子すから腰こしを浮かせて、猫ねこがよくやるみたいなポーズでグイっと背中を伸ばす。




「私も一いつ緒しよに辞めてやるよ」




　授業中の校舎は耳鳴りがするほどに静かだった。

「……本当にお前は変わってるよ」

　佐那は静かに呟つぶやき俯うつむいた。〝ダメ〟だとは言わなかった。

「だってさ、佐那がいない学校とか……想像するとちょっとだけ寂しいからね」

「〝ちょっとだけ〟かよ……もっと寂しがれよバカヤロウ」

　佐那はそう悪あく態たいをつきながらも、孫まごに長生きしてくれと言われたおばあちゃんみたいなくちゃくちゃの顔でくちびるをぎゅっと噛かみ締しめる。

　リノリウムの床ゆかにポタリと雫しずくが落ちた。




　──その日の職員会議で一つの決定が下された。

　それは一週間後の月曜日、場所は講堂、午前中の授業をすべて潰つぶして『千せん光こう大会議の開かい催さい』という決定だった。






　　トリプルスポッティング







　　　　◇◇◇◇◇◆




　神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんが初めて『千せん光こう大会議』という言葉を耳にしたその日の夜のこと。意外な人物から呼び出しを受けた。

　待ち合わせ場所である駅前のファミレスで落ち合いウェイトレスにテーブルに案内されて開口一番、

「あ、あのさ、優ゆ衣いと伊い庵あんには電話で礼を言ったんだけど、お前とはちょっといろいろあったから、直接、その、話をしたくて、あ、電話番号は理り子こから訊きいたんだけど……とにかく、そういうわけで、突然、呼び出して悪かったな……」

　バツが悪そうに長い前まえ髪がみを指先で捻ひねりながら円えん馬ま佐さ那なが一気に喋しやべる。そんな相手の様子をひたすら黙だまって眺ながめていたら「な、なんか言えよ！」怒られた。

「私服、被かぶってますね」

　円馬佐那は白いＢＤのシャツに細身のジーンズとチャコールのエンジニアブーツというラフな出いで立たちである。かく言う悠仁も白シャツジーンズに祖父の雪駄せつたという有り合わせの格好なのだが。

「……うわ、なんか恥はずいし」

　円馬佐那は不満気な顔つきだった。

「神宇知、お前、飯めしは？」

　悠仁が「いや」と首を振ると「じゃあなにか食べろよ」円馬佐那は「すいません」と呼び出しボタンを使わずに直接ウェイトレスを呼ぶ。

　この人、何気に緊きん張ちようしているのだろうか。

　悠仁はまだメニューすら見ていない。とは言え、ウェイトレスがオーダーを取りに来てしまったので「オムライス」と無難なところを選んでおく。

　すると「ははは、お前、見た目の割に子供っぽいの好きなんだな」円馬佐那に鼻で笑われた。

「貴女あなたが先走るからでしょう」

　そのように抗議の一つも入れたいところではあったが悠仁は〝大人おとな〟なので黙っておいた。

「──神宇知、あの……その……ありがとう」

　オムライスが届くのを店内の忙せわしない様子をぼんやりと眺めながら無言で待っていたら、円馬佐那が大通りを見やりながらポツリと洩もらす。

「……誰にも迷めい惑わくをかけるつもりはなかったんだけど、結果的にはみんなを困らせてしまったわけで……」

　ウィンドウに映し出されたその中性的な顔は照れているようにも見えた。

「騙だましていた俺おれが悪いのに、俺のことを責めたっておかしくないのに、お前らは文句一つ言わない。それどころか圧あつ倒とう的てきに不利な戦いにあると知っても、それでも協力を約束してくれると言う。本当に感謝のしようがない……」

　ウェイトレスがオムライスを運んできたので円えん馬ま佐さ那なは言葉を切った。すると、不意に円馬佐那が苦く笑しようする。

「……ああ、まあ、伊い庵あんには文句を散々言われたけどな。でもそれでもアイツは俺の味方になってくれるって最後には言ってくれた。自分の身の上を俺の現在の不ふ甲が斐いない境きよう遇ぐうに重ねて憤ふん慨がいしている節ふしはあるが、それでも味方が増えるのは心強い」

　どうやら伊庵との電話でのやり取りを思い出したらしい。

「……なあ、どうして神かみ宇う知ちは俺に協力してくれるんだ？」

　悠ゆう仁じんはオムライスを食べる手を止め答える。

「佐那先せん輩ぱいを全力でサポートするのが『変へん恋れん部』の方針というのならば、俺も部員だから従うのが筋すじだと思っただけです」

「……相変わらずクールな物言いだな。要はお前の一番の動機は理り子こってことだろ？」

「端たん的てきに言ってそうです。あの人を守るというのが俺の一番の方針なんで。守るためには必然的に向かう方向が同じになります」

「まあ、理子が相手だとそうなるよな。コチラの意思とは関係なく否いや応おうなしに……」

　経験者は語るというところか。溜ため息いき交じりに。

　すると、円馬佐那は手元のグラスを握にぎると一気に水を飲み干す。

「だったら尚なおさらだ！　俺と神宇知は一度は殴なぐり合いの喧けん嘩かをした間あいだ柄がらだしさ……それにこの前も神宇知に結構キツイこととか言ったし……それなのに助けて貰もらうのってなんか俺としてはすげえ申し訳ないって思うんだ……」

「なるほど」

　直接会って話をしたかったのは、このような想おもいがあったからか。理解したら自然と悠仁の口元が緩ゆるんだ。律りち儀ぎな人だとおかしくなったのだ。

「……あん？　お、お前、なに笑ってんだよ？」

　憮ぶ然ぜんとした表情を作る円馬佐那に、

「いえ、別に。コッチの問題なんで気にしないで下さい」

　悠仁は素そ知しらぬ顔を決め込んでおいた。本当のことを言ったら言ったでどうせ怒るのだから。

「先輩、俺が周りからなんて呼ばれているか知ってますか？」

　誰かに自分のことをこのように積極的に尋たずねるのは初めてのことかもしれない。

「……ああ、あれだろ？　『死にたがりの宇う宙ちゆう人じん』だろ？」

「らしいですね」

　悠ゆう仁じんは他ひ人と事ごとのように頷うなずく。今の悠仁には当てはまらない呼び名だった。

「確かに俺おれはずっといつ死んだって構わないと毎日を生きてた──」

　悠仁は掻かい摘つまんで姉との過去や彩さい家け亭てい理り子ことの間になにがあったのかを円えん馬ま佐さ那なへと話す。

　伊い庵あんや優ゆ衣いにもまだ話していないことを円馬佐那に語ったのは偶ぐう然ぜんではない。

　例えば、取っつき難にくい見た目だとか性格だとか、喧けん嘩かっ早い部分だとか、私服の趣味が被かぶっていたりとか、同じように彩家亭理子を守りたいと考えているところだとか、それらの幾いくつかの重なりが悠仁に語らせたのだろう。

「月並みのセリフだけどさ……お前もいろいろと大変だったんだな。同情するよ」

　円馬佐那は真剣な表情を浮かべたまま悠仁の話を黙だまって聞いてくれた。

「それにしても本当に理子のやつは……目を離すと無む茶ちやばかりしやがって……」

「ただそんな理子先せん輩ぱいの無茶があったからこそ、俺はこうして生きてみようと思えているわけで。あの人には大きな恩を感じているんです」

「だから〝理子を守る〟ということか」

「今の俺にはこれくらいでしかあの人に恩を返せないから」

「そっか。そういうことか。悪かったな。あの時、頭ごなしに怒ど鳴なったりして……ここ最近、ちょっと自分に余よ裕ゆうがなくて……すまなかった」

「今日きようは朝から謝ってばかりですね。『閻えん魔ま様さま』と恐れられている人とは到底思えない」

　悠仁が皮肉めいた言い方をすると「しょうがないだろ！」円馬佐那は此方こちらを一度だけ鋭く睨にらみつけてから、

「ああ、もう自分のバカさ加か減げんが嫌いやになるぜ！　このまま消えてなくなってしまいたい！」

　頭を抱かかえてテーブルへと突っ伏す。

　思うところでもあるのか。円馬佐那はしばらく言葉を発しなかった。

　──やがて店内の喧けん騒そうに紛まぎれて「お前は……おかしいと思うか？」対面のうつ伏せの人物から声が流れてくる。

「……女の俺が男の格好をしてるの……神かみ宇う知ちはどう思う？」

「変ですね」

　即答すると、テーブルに突っ伏した円馬佐那の額ひたいが勢い良くテーブルへとぶつかり、面おも白しろいくらいに小こ気き味み良い音が鳴った。

「ただ理解はできます。理子先輩を守るためだというのならば」

　おそらくという程度だったのだが、瞬しゆん間かん、円馬佐那が見せた驚きの表情が確信へと導く。

　例えば黒人の屈くつ強きようなボディガードの存在そのものに抑止効果があるように、『閻魔様』と恐れられる〝男子生徒〟であるほうがボディガードするには都つ合ごうが良かったのだろう。

　ただボディガードする上で同性であることの都つ合ごうの良さも間違いなくあるとは思うのだが、

「ただ俺おれも変な人間の部類に入るので、貴女あなたのことをとやかく言う資格はありません」

　それを口にして喜ぶ相手ではなさそうなので内心に留とどめておく。

「……おいおい、終わってるぜ。俺の周りには変なヤツしかいないじゃねえかよ」

「残念ながら」悠ゆう仁じんは無表情に頷うなずく。「リーダーをやってる人物が名うての変人ストレンジなんですから救いようがない」

「……まったくだな」

　円えん馬ま佐さ那なが突っ伏したままクツクツと身体からだを揺らして笑う。

「あ、そうだ！　此こ処こは俺が奢おごるから他ほかに食べたいものがあったら遠えん慮りよなく頼めよ！」

　突然、顔を上げたのでなにごとかと思ったら。さすがに悠仁も笑みを零こぼしてしまった。もちろん円馬佐那には気け取どられないように口元を手で咄とつ嗟さに隠かくしたが。

　自分も器用ではないが、この人ほど不器用ではないと思う。性別を偽いつわるという大だい胆たんな行為をする反面、一方ではとても義理堅く真ま面じ目めである。

　振り返れば、以前の放課後もそうだ。あの時も強ごう引いんに紙パックのジュースを悠仁へと奢ったのだ。これから口こう論ろんしようという相手にだ。

　なるほど。生き真ま面じ目めだからこそ性別を偽っていたのかもしれない。一見、矛む盾じゆんするようだが、つまりはそういうことなのだろう。

　憎にくめない人だと思った。こういう人を嫌きらいじゃないとも思った。いやむしろ、

「俺、先せん輩ぱいのことどちらかと言えば好きかもしれません」

　理り子こ先輩風に言って『愛いとしい』と感じた。もっとも相手がどう思うかは別の話である。

「……は？　ッバ、バカじゃねえの！　お、お前、唐とう突とつになに言ってんの！　からかってるのか？」

「いいえ」

　悠仁は真顔で答える。円馬佐那は興味深い人物だと思う。人間として。

「……え？　いや、その、俺には理子が……ってバカヤロウ、お前、あれだよ、俺が本当は女だと知ったからっていきなりそういう感じになられても……。……ってそういう感じってどんな感じだよ！　大体、この微び妙みような空気なんなんだよ！　おい！　神かみ宇う知ち、お前のせいだぞ！」

　案あんの定じよう、顔を真まっ赤かにして怒る円馬佐那だった。




　　　　◇◇◇◇◆◇




　場所はお馴な染じみの英えい國こく風カフェ『ヴィクトリア』。お決まりの窓際の席で、仕事を終えた塚つか井い麻ま穂ほはコーヒーブレイクを楽しむ。お気に入りの友人と過ごす開放的な気分の夕方。陽ひは暮れたが本日は外の陽気も頗すこぶる良い。相手からの久方ぶりの誘さそいということもあって、麻穂はいつになく上じよう機き嫌げんだった。

　ところが。麻ま穂ほとは対照的に正面に座る年下の友人の様子は冴さえない。

　小こ腹ばらが空すいたと頼んだＢＬＴサンドへと、のそのそと齧かじり付いている。表情こそ普段と変わらず小こ憎にくらしくも可愛かわいらしいのだが、動きにいつものキレが見られない。

　雰ふん囲い気きからして相談ごとでもあるのかもしれない。

「なあに？　珍めずらしくアンニュイじゃない。ひょっとして恋の悩み？」

　なるべく重苦しくならないようにと麻穂が軽い調子で尋たずねると、タイマーが切れたみたいに理り子この動きがピタリと止まる。

「……あら、やだ。ビンゴ？」麻穂は呆あきれた表情を浮かべる。それから含み笑いで「ふーん、青春してるわね」理子を茶ちや化かす。

「まあね。青春を忘れて久しい麻穂にとっては私が眩まぶしすぎて直視できないんじゃない？」

「嫌いやな言い方ね。言っておきますけど、高校を卒業してまだ十年も経たってませんっ」

　嘆たん息そくする麻穂へと理子はしてやったりの表情で微ほほ笑えんでいた。

「色いろ恋こいに関しては幼よう稚ち園えん児じ並みの理子にこんな日が来るなんてこれは夢かしら。ねえ、相手は？　相手は誰なの？　お姉ねえさんに話してみなさいよ。ひょっとして……悠ゆう仁じんくんとか？」

　理子はもぐもぐ咀そ嚼しやくし、ごくりと飲み込んでから、グラスの水を一口飲むと、ようやく口を開く。

「悠仁の件は万ばん事じ解決したよ。ただ申もうし訳わけないが、君が望むような恋れん愛あい関係に未だ至らずさ」

「……あ、ねえ、理子。私ね、悠仁くんと一度会いたいわ。夕葵ゆうきのことをいろいろと話してあげたいの……」

　麻穂がそう瞳ひとみを細めて告げると「判わかった。悠仁に伝えておこう」理子は柔にゆう和わな笑みを浮かべ頷うなずいた。

「んー、じゃあ、他ほかに理子が悩みそうなことって言えば円えん馬まくんのことかしら？　話を聞くまでもなく理子のデリカシーのなさが大おお方かたの原因なんでしょうけど」

「魔ま女じよが〝魔女狩がり〟とはなんという理り不ふ尽じんか。こうなれば魔女裁さい判ばんも辞じさない構えだよ」

「もう、どういうことよそれ。言っときますけど、私は魔女は魔女でも〝白き魔女〟なのよ。事実しか言わないわ。理子より円馬くんのほうが繊せん細さいなのは事実でしょう？」

　そう麻穂がしたり顔で笑むと「白き魔女様の仰おつしやる通りでございます」理子は白旗を振るように頭を小さく揺らす。それから不平不満をぶつけるかのように、サンドイッチにガブリと齧り付くのである。

　口一いつ杯ぱいに食事を頬ほお張ばるライオンの子供みたいな微ほほ笑えましい理子の姿に、目め尻じりを下げる麻穂であったが、理子の浮かない態度がどうにも気に掛かる。

「ねえ、本当になにがあったの……？」自然と麻穂のトーンが下がる。

「佐さ那なが女だってことがバレちゃった」

　あまりにあっさりと告げるので一いつ瞬しゆん冗じよう談だんかと思った。

「……え？　ちょ、ちょっと、どういうことなの？」

　大きな声が洩もれ出す自らの口を麻ま穂ほは咄とつ嗟さに両手で塞ふさぐ。「バレちゃったって本当なの？」周囲へと苦にが笑わらいで会え釈しやくしながら潜ひそめた声で理り子こへと尋たずねる。

　そんな麻穂の慌あわてふためく様さまを理子は悪戯いたずらを成功させた子供のように「ふふ」と笑っていた。「紛まごうことなき真実です」理子は茶ちや目めっ気たっぷりに赤い舌したをチロリと覗のぞかせる。

「あのね……全然、面おも白しろくないから！」

　麻穂は不満を込め溜ため息いきと共に大きく頭を振るのである。

「理子はことの重大性が判わかっているの？」

　これが怒らずにいられるものか。

「それを知らないあなたではないはずでしょ？　秘密を共有している立場の私が言えた義理ではないけど〝性別を偽いつわっている〟って事実は一般的ではないのよ？」

　睨ねめる麻穂へと「うん」理子は頷うなずく。

「円えん馬まくんの男装はね、限定的範囲の行為であるならば個人的な趣しゆ向こうとして片付けられるけれど、行為の舞台が学校という公共の場である以上『反社会的行動』と言われても仕方がないわ。ちなみに『反社会的行動』とは、発達心理学上の青年期の第二反抗期に、独立心の表れと相まって見られる一時的な行動だと言われているわ。いわゆる〝非行に走る〟ってやつね。でも円馬くんのケースは独立心ではなく『ジェンダー問題』に起因するのかもしれないわね」

　理子はサンドイッチの最後の一欠片かけらを口の中に放り込むと、若いウェイターに向かってコーヒーカップを傾けるジェスチャーを示す。

「……やだやだ。社会通念に手て錠じようを掛けられてしまっているかのような窮きゆう屈くつな概がい念ねんには息が詰まるね。思わず『これだから大人おとなって奴やつは』なんて定型文を嗚お咽えつしてしまいそうだよ」

「当たり前でしょう！　理子も知っての通り私は〝カウンセラー〟なの！　心の問題に対して理路整然としたアプローチを試みるのがお仕事なの！」

「てっきり〝個人的な趣向〟かと思ったよ」

　理子はウェイターからコーヒーを受け取りながら嘯うそぶくのである。

「事実、私は理子たちより大人よ。それに元が付いちゃうけど千せん光こう高校の保健医だったわけだし、立場上、社会的規き範はんに則のつとった考えをすべきだと弁わきまえているわ。彩さい家け亭てい理子という非常識な女子高生を相手にしているだけに尚なおさらね」

　麻穂からの嫌いや味みにも理子はしれっとした表情を保ちコーヒーを飲んでいる。どうにも危き機き感が感じられない。

「ねえ、理子、私は貴女あなたたちのことを心配して言っているのよ？　私には知識があるから特殊な事例に対しても寛かん容ようでいられるけど、当然ながら世の中の大人がすべてそうであるわけではないわ。それが多感な十代なら理解より先に感情的に拒きよ絶ぜつするってことも大いに考えられることだわ。円馬くんの様子はどうなの？　理子は学校でひどい目に遭あっていない？　先生たちにはもう相談したの？」

「麻ま穂ほは心配性だね」理り子こが笑う。

「誰が心配性にさせてると思っているのかしら？」

「心配いらないよ。佐さ那なが性別を偽いつわっていたことに関して『千せん光こう大会議』で是ぜ非ひが問われることになったから」

　理子の言葉に麻穂の心配は、いらないどころかさらに増ました。

「ちょっと、それ大だい丈じよう夫ぶなの？　もう決定してしまったことなの？」

「天地がひっくり返りでもしない限りね」

「ねえ、円えん馬まくんはなんて言ってるの？　精神状態はどんな感じ？」

『千光大会議』のことは麻穂もよく知っている。だからこそ余計に心配なのだ。全校生徒の注目を一身に浴びて、あの繊せん細さいな円馬くんがまともな精神状態でいられるとは考え難にくい。場合によっては取り返しのつかない大きな傷を心に負ってしまうかもしれない。

「正直、佐那には厳きびしすぎる試し練れんかなって思ってる」

「だったら、今からでも遅くないわ。会議は取り止やめましょう。なんだったら私のほうから直接、校長先生にお願いしましょうか？」

　しかし、理子は即座に首を横に振る。

「これは佐那が望んだことなのさ。もちろん私も」

「……二人で話し合って決めたことなのね」

　理子は穏おだやかな表情ではっきりと答えてみせる。

「かの有名な孔こう子し先生曰いわく『義ぎを見てせざるは勇ゆうなきなり』ってね」

　麻穂からは自然と溜ため息いきが洩もれる。

「理子、友人として敢あえて言わせて貰もらうわ。仮に『千光大会議』で一定の支持を得たとしても、円馬くんにとって必ずしも順じゆん風ぷう満まん帆ぱんとはいかないんじゃない？　貴女あなたはどう考えているの？」

　どう転んでも円馬くんは無傷ではいられない。それが麻穂には判わかるだけに、口うるさいと思われたって、理子たちがどう捉とらえているのか。どう対処してゆくのか。その辺りを明確にしなければ、とてもじゃないが応援なんてできはしない。

　世の中には、若さだけでは気持ちだけではどうにもならないこともあるのだから。

「……そうだね。千光を辞やめて新たな環境で再スタートを切るという選せん択たくもあるし、実に現実的だよね。ただ本人がそれを望んでいない……そしてなにより私がそんなの嫌いやなんだよ」

「そう……」麻穂は続く理子の言葉を静かに待つ。

「最初はそう……単純に円馬佐那という人物を〝愛いとしいヤツ〟だと思って声を掛けた」

　理子は小鳥を眺ながめながらコーヒーカップを傾ける。落ち着いた表情だった。

「好こう奇き心しんから誰かに声を掛けるのは初めてじゃなかった。それまでも幾いく人にんかの〝愛しい〟と感じた人物と関わってきた。もっとも、気づいたらいつだって独ひとり切りだったけどね。どうやら私はちょっとだけ人より変わっているらしいからね」

　理り子こはお馴な染じみとなった不ふ敵てきな笑みを口元に浮かべる。しかし、この時ばかりは理子の笑顔がいつもよりも力なく映った。

「唯ゆい一いつの例外が円えん馬ま佐さ那なだった。佐那ってさ、知っての通り生き真ま面じ目めで繊せん細さいで、融ゆう通ずうは利かないし、口もうるさいんだよ。不真面目で大おお雑ざつ把ぱで、自由気ままで、だらしない私とはまるで正反対だよ。だからちょっとしたことですぐに喧けん嘩かになる。もっとも怒っているのはいつも佐那のほうなんだけどさ」

　理子は「ふふ」と小さく笑うと長い睫まつ毛げを伏せる。

「……ただね、文句を言いながらも今日きようまで変わらず私の傍そばに居てくれたのは佐那だけなんだ。本当に物好きなヤツだよね？」

　理子は残り僅わずかになったカップの中を見つめている。果たして少女は揺らめく黒い液体になにを見ているのか。

　麻ま穂ほの胸に愛いとしさが込み上げる。自分のことに関してはトコトン無む鉄てつ砲ぽうで大だい胆たんなのに、友達のこととなると弱気になる理子が可愛かわいくて仕方がない。

　麻穂は腕うでを伸ばし指先でそっと理子の頬ほおに触ふれた。

「円馬くんのことが大切なのね……」

　麻穂の口から自然とこのような問いが零こぼれる。

「佐那はね、私の大切な友人の一人なんだよ──」

　理子は「ふふ」小さく喉のどを鳴らすと視線をゆっくりと持ち上げる。そして憂うれいを帯びた瞳ひとみで告げるのだ。




「──親も兄弟もいない私にとって、この世の中で友達よりも大切なものなんてないよ」




　瞬しゆん間かん、眼前の儚はかなげな少女を麻穂は思いっ切り抱だき締しめたい衝しよう動どうに駆かられた。さすがに周囲の目を意識して自じ重ちようしたが、二人切りなら間違いなく理子に飛びついていたに違いない。

「……妬やけちゃうわね。円馬くんのことが」

　麻穂は抱き締める代わりに理子の掌てのひらを両手で覆おおう。掌の甲こうに指先をつぅと這はわせる。冷ややかで滑なめらかな感触に麻穂の愛しさは益ます々ます募つのった。

「……理子は私のことでもこんな風に悩んでくれるのかしら？」

　麻穂は努めて悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべてみせる。直後、理子は小さく笑うと「やあ野の々の宮みや」なぜだかウェイターを呼ぶ。可愛かわいいことに、どうやら理子は照れているらしかった。

「奥にいる未み来らいに〝デリコパフェ〟を宜しくと伝えてくれたまえ」

　野々宮と呼ばれたウェイターは「了りよう解かい」素そっ気けなく答えると厨ちゆう房ぼうへと消える。

「……あら、私が知らない間にずいぶんとお店の人と親しくなったものね」

　そもそも、この店『ヴィクトリア』を理り子こに紹介したのは麻ま穂ほである。しかし、今では理子のほうが店の人たちと親しい。人見知りをしない理子らしいと言えば理子らしいが。

「此こ処このチョコパフェが最高でさ。足あし繁しげく通っていたら自然とね」

「よう理子！　待ってろよ！　速攻で作ってやるからさ！」

　すると、パティシエの格好をした金きん髪ぱつの女性がカウンター越しに威い勢せいのいい声を上げる。見るからに気が強そうな女性だった。

「ちなみにあれが未み来らいね」

　理子は金髪の女性に手をひらひらと振っている。

「一見、凶きよう暴ぼうそうな見た目だが、その実かなり凶暴な人物でね。度たび々たび厨ちゆう房ぼうには彼女の犠ぎ牲せいとなった者の悲鳴が響ひびいている」

「まるでスプラッタ映画の内容でも聞かされている気分なんだけど？」

「ジェイソンよろしく未来は凶暴だが悪い人物ではないよ。大のチョコレート好きだからね」

「『チョコレートを好きな人間に悪い人間はいない』とでも言いたいわけね？」

「エクセレント」理子は微ほほ笑えむ。

「実際にチョコレート好きという縁えんで未来とは親しくなったのさ」

「ところで〝デリコパフェ〟というのは？」

「チョコレート好きによるチョコレート好きのためのチョコレートパフェさ」

　喜き色しよく満面の理子には申し訳ないが、リンカーンの有名な演説の一いつ節せつを引用して語るほどのことかと麻穂は呆あきれずにはいられない。

　野の々の宮みやという名のウェイターが「どうぞ」パフェをテーブルに置く。一言で言って〝チョコレート以外が見当たらない果たしてパフェと呼んでいいのか定かではないパフェ〟であった。

「……信じられない。こんなチョコまみれのパフェを作るほうにも食べるほうにも呆れるわ」

　眉まゆを顰ひそめる麻穂を尻しり目めに、チョコレート三ざん昧まいのパフェを理子は瞳ひとみを輝かせ頬ほお張ばるのである。大好きなチョコレートを食べている時の理子は心から幸せそうで眺ながめていて微ほほ笑えましい。

　ふと思い出し、麻穂は意識して頬の筋肉を引き締しめる。

「ちょっと理子？　さっきの質問にまだ答えて貰もらってないんだけど？」

　ジト目で対面の少女を見やる。このままはぐらかされてしまうのは友人としては面おも白しろくないのである。

「このデリコパフェを君が奢おごってくれるというのなら答えないでもないね」

「もうズルイわね。奢るわよ。奢るから教えてよ」

　すると理子は、銀色のスプーンで掬すくったチョコアイスを鼻先に示して言う。

「そうだね──仮にこの究きゆう極きよくのチョコアイスと塚つか井い麻穂、どちらかを選ばなければならないとしたら、私は迷わず〝君〟を選ぶだろう」

　直後、理子は微笑みながら麻穂の口元に「あーん」とスプーンを突き出してくる。「……え？」麻ま穂ほはしばし瞳ひとみを瞬またたかせる。しかし麻穂はすぐに嬉うれしくなって促うながされるままに「あーん」とチョコアイスを口に含む。チョコの濃のう厚こうな味と芳ほう醇じゆんな香りが口内にふわっと広がる。

「最高だろ？」

　自分の手て柄がらであるかのような得意気な年下の友人に、答えをはぐらかされたような気がしないでもないが、理り子こにしては珍めずらしいサービスにやっぱり〝照れ隠かくし〟が潜ひそんでいるのだと、前向きに解かい釈しやくするのが大人おとなの嗜たしなみだろう。

「うん。美お味いしいわ」

　ともあれ総じて幸せな気分だったので麻穂は良しとすることにする。我ながら単純である。

　円えん馬まくんのことに関して。簡単な道のりではないけれど。問題も山積しているけれど。自分にできる限りことをしてあげよう。塚つか井い麻穂は一人の友人としてそう思うのだ。

「ところで麻穂──一つお願いがあるんだけどさ」

　それがたとえどんな無む茶ちやなお願いだったとしても叶かなえてあげたい。

「もう！　しょうがない娘こねえ！」

　チョコパフェより甘あまいと思いながらも。
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　江え入いり伊い庵あんにとってそれは図らずもという表現が正しい。

　偶ぐう然ぜん、見かけてあとをつけた放課後の図書館での出で来き事ごとである。

「こんな人ひと気けのない場所に私を呼び出してどういう用件かしら？」

　本ほん棚だなの陰かげに身を潜ひそめる伊庵の耳にその声こわ音ねが流れ込んできた瞬しゆん間かん、静せい謐ひつな図書館に凛りんとした鈴の音が鳴り響ひびいたような気がした。

　その姿を確認して驚きに声を洩もらしそうになるのを慌あわてて両手で封じ込める。

　モノクロの世界にただ一人だけ鮮あざやかな色を成している。とでも言えば良いか。間ま近ぢかにするとその存在感は別格であった。

　……これが噂うわさに聞く月つき森もり葉よう子こか。そう伊庵は内心でごちる。

　千せん光こうにおいて彼女ほどの有名人はそうはいない。一年生でもあっても知らない生徒はいないだろう。生徒会長などより遥かに有名に違いない。

　重要なのはその月森葉子が一体、誰と密会しているのかについてである。

「……時間は取らせない。近々開かい催さいされるであろう『千光大会議』について月森さんへ一つアドバイスがしたくてね」

　……このインテリメガネめ。そう伊庵が内心で毒づいたのは言うまでもない。

「クラス委員の君は我々生徒会とは非常に近しい関係にある。また君くらい優秀な人物ならば次期生徒会役員に名を連ねてもまったく不思議ではない」

　原はら犀さい斗とは中指で一つメガネを押し上げると朗ろう々ろうと続ける。

「そんな優秀な君が万まんが一いち、生徒会を敵てきに回してまで反対票を入れるようなことは有り得ないとは思うが、一応、アドバイスさせて貰もらおうと思ってね──」

「そう」月つき森もり葉よう子こはにこやかに微ほほ笑えんでいる。

「──もし彩さい家け亭てい理り子こが君に今回の件で反対票を依頼したとしても決して引き受けるべきではない。賢けん明めいなる月森葉子が彩家亭のような不ふ埒らちな輩やからの言葉に惑まどわされるとは思わないが、念のためにね」

　本ほん棚だなを拳こぶしで叩たたきつけたい衝しよう動どうに伊い庵あんは必死で耐えるのである。原犀斗が手段を選ばないとは噂うわさでなく事実だったということらしい。

　どこがアドバイスだ。脅おどし以外のなにものでもない。反対票に入れるなとは即すなわち、その対極にある賛成票に入れろと言っているのも同じなのである。

　これは由ゆ々ゆしき事態である。これがただの生徒ならば、まだどうにでもしようがあるだろうが、相手が月森葉子だと言うのだから最悪である。

　ただでさえ此方こちら側にとって状況は不利だというのに、彼女に原犀斗側につかれたら、絶望的と言っても良いだろう。月森葉子の存在とは有名ブランドにも等しい。彼女のネームバリューには、どのような事こと柄がらであっても本ほん質しつ以上の好こう感かん度どを皆に抱いだかせる力があった。

　艶つややかで怪あやしい月森葉子の美しさを間ま近ぢかにして、伊い庵あんは改めて彼女の持つ計り知れない価か値ちを再確認するのである。

　この瞬しゆん間かんの伊庵はできることと言えば、胸中で頼むから断ってくれと月森葉子へと念じることだけだった。

　すると彼女は先ほどまでといささかも変わらぬ美しい微笑みで言うのである。

「素す敵てきなアドバイスありがとう。善処するわ」

　さほど強い肯こう定ていだとは思わなかった。しかし彼女の答えを受けた原犀斗は満足そうな笑みを口元に浮かべていたし、聞いた伊庵も頭を抱かかえたくなるくらいにはがっかりした。

　二人が去るのを待って伊庵は急ぎ彩家亭理子へと報告に向かう。『変へん恋れん部』への道どう中ちゆう、伊庵の胸中を駆かけ巡めぐるのは悔くやしさだった。ただただ無力でしかなかった自分への悔しさだった。






　　サウザンド・ライト・フィーバー
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　六月に入って最初の月曜日。神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんは講堂の一角、壇だん上じよう付近で佇たたずんでいた。

　彩さい家け亭てい理り子こらは会議用に設せつ営えいされた壇上脇わきにある『弁論者控え室』の中で『千せん光こう大会議』の打ち合わせやら準備やらをしていた。

『千光大会議』のスタートまではまだ三十分以上ある。しかし、講堂にはポツポツと生徒が集まり始めていた。前回の学校朝礼で紺こん色いろ優勢だった講堂内の色彩が、衣ころも替がえを終え圧倒的な白へと塗ぬり替えられている。中には半はん袖そでのＹシャツを着ている者までいる。

　おもむろに窓の外を見やる。澄すみ切った青空が天窓の向こうには広がっている。陽ひ射ざしの眩まばゆさに悠仁は瞳ひとみを細めた。今日きようは暑くなりそうだった。

　噂うわさ話ばなしによれば、今回の『千光大会議』の注目度の高さは、過去最高と呼べるらしい。

　当然と言えば当然か。『性別を偽いつわっていた』という話題の奇き抜ばつさにおいても、円えん馬ま佐さ那なと彩家亭理子の両名の知名度の高さにおいても、原はら犀さい斗と率ひきいる生徒会との対立の構図にしても無視するほうが難しいくらいのインパクトなのだから。

　思えば悠仁にとって長い一週間だった。予定日までをこれほどに長く感じたのは、遠えん足そくを間近に控えた小学校の時以い来らいかもしれない。遠足という単語から、不ふ意いに姉の顔が思い浮かんだ。初めて作ってくれたお弁当はカタが不ふ揃ぞろいのおにぎりだったと懐なつかしい気分になった。

　それはさておき。悠仁は今日という日を待っていた。具体的には理子先せん輩ぱいがなにをやらかしてくれるのかについて興きよう味みがあったのだ。

　当事者だった自分の際は煩わずらわしいばかりの存在だったが、こうして傍ぼう観かん者しやに回ってみれば活動的な理子先輩ほど面おも白しろい人物もそうはいない。もっとも経験上、佐那先輩へと同情を禁じえぬ部分は多々あるのだが。

　円馬佐那の件について。

　当初の悠仁にとって、彩家亭理子に味方することは決定事項であり、佐那先輩が性別を偽いつわっていたことに対して主体的な賛成も反対もなかった。

　それこそ伊い庵あんの言っていた『へえ、驚いた』というのが悠仁の率そつ直ちよくな感想であり、特別に目くじらを立てるほどのことでもないと感じていた。

　ただし、ここ最近、佐那先輩と幾いく度どか繰くり返し関わるうちに考えは変わった。

　性別を偽っていたこと自体に対しての感想は未いまだに『へえ、驚いた』程度であるし、賛成やら反対やらに主体的な意思がないのもそのままだが、円えん馬ま佐さ那な個人についてはいささか気に掛かる。

　強気な見た目からは想像もつかないほど、実は内心は脆もろくそして繊せん細さいな佐那先せん輩ぱいがこのような派は手でな舞台に耐えられるのか。悠ゆう仁じんには気掛かりであった。

　この一週間の成果について。

　生徒らの佐那先輩への心しん象しように関する調査結果だが、先輩たちの予想通り彩さい家け亭てい陣じん営えいが不利という状況だった。

　この一週間で学校全体は、佐那先輩への否定的な感情で染そめ上げられていた。背景には生徒会の、いや、原はら犀さい斗とによる熱心な円馬佐那バッシングがあった。

　原犀斗は生徒会という立場を惜おしみなく利用して、一週間の間、朝の通学時間や放課後、校門前でバッシング演説を繰くり広げたのだ。

　それだけではない。伊い庵あんが言う。「裏うらで動いている」と。原犀斗が票集めに暗あん躍やくしているとのことだった。実際に原犀斗が月つき森もり葉よう子こというカリスマ的な女子生徒と接せつ触しよくする現場を目もく撃げきしているらしい。

「……絶体絶命じゃないですか」

　伊庵はまるで自分のことのように苦悩し頭を抱かかえていた。

　それでも彩家亭理子は「我々はベストは尽つくした。きっと上う手まくゆくさ」いつも通りの態度を崩くずさない。

　自信なのか、開き直りなのか、あるいは覚かく悟ごなのか。

　一週間前の部室で垣かい間ま見みせた関係性からして、もしかしたら理子先輩には佐那先輩と共に玉ぎよく砕さいする腹積もりがあるのかもしれない。

　それは悠仁にとって好ましい結末ではなかった。

　彩家亭理子がいない場所に意味などない。今や『千せん光こう大会議』によってもたらされる結果は悠仁にとっても己おのれのことがごとく重大であった。

　彩家亭理子曰いわく『極秘ミッション』に関して。

　悠仁も多少なりとも協力したが、日頃の行いの賜たま物ものか、結果的に言えばミッションは成功させられなかった。

　そう言えば。この一週間で幾いく人にんかの初めての人物と出会った。




　先ずはマリリン先輩こと真ま利り凛りん花かという三年の女子生徒。

「わお、君が噂うわさの悠仁くんなのねえ、クールカワイイ！」

　悠仁の顔を見るなり手を叩たたいて大喜びしていた。初対面だと言うのにまったく物もの怖おじしない不思議な空気感を持った人物である。

「あ、そうだ」マリリン先輩は突然ポンと掌てのひらを叩き「悠仁くん好きです。マリリンとお付き合いして下さーい」と悠ゆう仁じんの鼻先にお辞じ儀ぎをしながら手を差し出してきた。

　瞬しゆん間かん、「……え？」「なんで！」悠仁より先に部室に居合わせた同級生二人が鋭く反応した。

　リアクションのしようがなかったので一いち瞥べつだけして無視を決め込んでいたら「どうしてアタシには同じセリフ言ってくれないのぉ？　マリリンご立りつ腹ぷくぅ」頬ほおを膨ふくらませたマリリン先せん輩ぱいが悠仁の首くび筋すじに纏まとわりついてきた。

「ねえ、ねえ、『彩さい家け亭てい理り子こを守ることがすべて』ってセリフでマリリンの告こく白はくをカッコ良く断って欲しいの。悠仁くんお願いよぉ」

「せ、先輩！　むむ、胸！　胸が当たってます！　それ以上、悠仁にベタベタとくっつかないで貰もらえますか！」

「大だい丈じよう夫ぶよ、だって、減るもんじゃないものお。良かったらも伊い庵あんくんも一いつ緒しよにどう？　隣となり、空あいてるよお？」

「…………え？　あ、いえ、結構です」

　さらにはそこへ伊庵までが加わる始し末まつ。悠仁の手には最も早はや負えないのである。

　これは困ったと理り子こ先輩へと助けを求め視線を送ると「別に減るもんじゃないし、言ってあげなよ」にやけ顔で言う。その顔には『他人の不幸は蜜みつの味』と書いてあった。

　悠仁が仕方なしにリクエストに応こたえると「本物だわぁ！　マリリン感激ぃ！」飛び跳はねて喜んでいた。

　自分の中にある、言葉では説明できないなにかが目減りしたような気のする悠仁だった。

　どうやらマリリン先輩と理子先輩は中学からの縁えんらしい。強烈な個性を持つ二人が、互たがいに惹ひかれ合ったのは必然だったのだろう。一見するとタイプは違って見えるのに、不思議と噛かみ合っている二人の会話を見ながら悠仁はそう思った。

　ちなみにその時、理子先輩はマリリン先輩へとなにやら耳打ちをして「おっけー、佐さ那なちゃんのためにマリリン、ヌードになる勢いで一ひと肌はだ脱いじゃうわよぉ」約束ごとらしきものを取りつけていた。




　もう一人。悠仁にとってこれほど幸福な出会いもない。

　週末、理子先輩に呼び出され訪れたカフェ『ヴィクトリア』でその人は待っていた。元千せん光こうの保健医で現在は恋愛カウンセラーの塚つか井い麻ま穂ほとの出会いだ。

　姉と親友だったという麻穂さんはどことなく雰ふん囲い気きが姉の夕葵ゆうきと似ていた。その声に仕し草ぐさに自然と胸が熱くなった。言葉が出てこなかった。一言でも口を開いたら感情が決けつ壊かいしてしまいそうだった。

「……やっぱり姉弟ね……目元が夕葵に似ているわね……あれ、私ったら、ごめなさい……」

　麻穂さんの瞳ひとみから真しん珠じゆのような涙なみだの粒つぶがキラキラと零こぼれ落ちる。しばらく麻穂さんは声を詰まらせ「ごめんね」と繰くり返し涙を拭ぬぐっていた。
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　悠ゆう仁じんが姉の姿を麻ま穂ほさんに重ねたように、麻穂さんもまた悠仁に姉の姿を見たのだろう。

　麻穂さんは近いうちにゆっくりと時間を作って姉のことをゆっくりと語ろうと言ってくれた。

　姉の思い出に抵抗がないと言えば嘘うそになる。ただでさえ幸福と不幸が隣となり合あわせとなった記き憶おくなのだ。思い出せば自然と辛つらい記憶も蘇よみがえることだろう。そして相手は姉の親友だ。

　悠仁の知らない姉をまた知ってしまうかも知れない。それがもし知らなければ良かった姉の姿だったとしたら……。

　果たしてその時、自分は冷静でいられるだろうか。

　不意に誰かが悠仁の頭に手を置いた。向けられたその不ふ敵てきな笑みを見た瞬しゆん間かん、悠仁の肩かたの力がすぅっと抜けるのだった。

　もしかしたら、今の自分ならば取り乱すことなく受け止めることができるかもしれない。仮に取り乱したとしても今の自分には支えてくれる人がいる。

　だから大だい丈じよう夫ぶ。そう思えるのだった。




　……忘れていた。もう一人。愉ゆ快かいな人物について。いや、あれは愉快というより〝滑こつ稽けい〟と呼ぶのが正しいのかもしれない。

「おい！　彩さい家け亭てい理り子こ！」

　突とつ如じよ、見知らぬ男子生徒が『変へん恋れん部』の部室に乗り込んできた。

「よくも俺おれのマイスイートシスター優ゆ衣いをたぶらかしてくれた、たたたたっ！　痛い痛いっ！　折れる折れるっ！　お前、誰だよ！　なにすんだよ！　ポッキリいっちゃうから！　もしくは腕うでが取れちゃうから！　なんか、もう、マジすんませんっ！」

　以前の男子生徒のこともあり、速攻で腕を捻ひねり上げ身み柄がらを確保したのだが、

「お、お兄にいちゃんのバカぁ！　『変恋部ここ』には来ないでって言ったじゃん！」

　よくよく話を聞いてみれば優衣の兄らしい。彩さい家け亭てい理り子こと同学年で隣となりのクラスだという。

『ストレンジサイケデリコ』と呼ばれる彩家亭理子と妹が関わることを快く思っていないようだ。特に今は円えん馬ま佐さ那なの問題も絡からんでくるだけに、なおさら心配なのだ。

　忙せわしない喋しやべりや大おお袈げ裟さなアクション、それから愛あい嬌きようのある顔つきは小動物を連想させる。悠仁は優衣と男子生徒を見比べる。なるほど、確かに兄妹だと思えるのだった。

「帰ってよ！　お兄ちゃんには関係ないじゃん！」

「あー、いや、お前、そうは言うけどね、あ、あれだぜ？　彩家亭と仲良くしてるといろいろあらぬ噂うわさがさあ……」

「もう！　お兄ちゃんうるさい！」

「……ご、ごめん」

　最初の勢いはどこへやら、不ふ機き嫌げんな優衣を前にして兄はすっかり意気消しよう沈ちんしている。すると、そんな不毛な二人を見かねてか彩家亭理子が声をかける。

「優衣、まあ、そう言うもんじゃないよ。たった一人の兄なのだからあまり邪じや険けんにしては彼が〝可哀かわい想そう〟さ」

「そうですけど……」

「さ、彩家亭……お前、実は結構、いい奴やつなのか……？」

「お兄さんは優衣のことを心から心配して言ってくれているんだよ？　妹想いの素す敵てきなお兄さんじゃないか。そうだろ？　〝可哀想くん〟」

「〝カワイソウ〟じゃねーし！　俺の名前は〝カワイカナデ〟だから！　お前、わざとだろ！」

　そう川合かわい優衣の兄──川合奏かなでは吠ほえる。

「被害妄もう想そうさ。幾いくら『ストレンジサイケデリコ』と呼ばれる私でも、人の名前を間違えるような失礼な真ま似ねはしないさ。そうやって人を頭ごなし疑ってかかるなんて、やれやれ、まったく君は〝可哀想〟な奴だよ」

「っておい！　また言ったし！　彩家亭、今のは絶対わざと言っただろ！　むしろ最初の可哀想も意図的に言ってたろ！」

「──お兄ちゃん？」

　良く喩たとえに出てくる『蛇へびに睨にらまれた蛙かえる』というものを悠仁は実際に見たことはなかったが、きっとの目の前にいる川合奏のような姿をしているに違いないと理解する。

「──聞こえなかったのかな？　聞こえてたよね？　私、さっき帰ってって言ったよね？」

　そして、この時の優ゆ衣いをなにかに喩たとえるならば言うまでもなく〝睨にらみつける蛇へび〟であった。

「あ、やっべ！　『冬ドナ』の再さい放送始まっちゃう！　そういうわけで皆さんご機き嫌げんよう！」

「──お兄にいちゃん、家に戻ったら〝庭〟に集合ね」

「に、庭？　え？　庭？　なに、それ、俺おれ、埋うめられ……あ、いえ、はい、判わかりました……」

　去りゆく川合かわい奏かなでの後ろ姿は、飼い主に叱しかられた小型犬のように儚はかなげであった。本当に心の底から悠ゆう仁じんは思う。〝可哀かわい想そう〟な人物だと。




　理り子こ先せん輩ぱいの傍そばにいると興味深い出会いがあり、毎日のように新しい発見がある。運良く手に入れたこの騒さわがしくも穏おだやかな日々を、できることなら悠仁は失いたくなかった。

　運命がどう転ぶかは、間もなく始まる『千せん光こう大会議』の結果次第か。

　ざわめく講堂を見回す。シャツの白さが眩まぶしい。ほぼ満席状態である。壁かけ時計が開始まで残り五分であると教えてくれる。

　壇だん上じようの死角から男女数人が姿を現すと講堂内の賑にぎやかさが増す。

　壇上に長机と共に一列に並べられた椅い子すへと、各学年の男女二名、教職員の一名、計七名の代表者がネームプレートが置かれた各おの々おのの席へと腰かける。

　確か残り一名は〝あの人〟だったはずだが。急用でも入ったのだろうか。

　極度の緊きん張ちようからか。中にはこのまま卒そつ倒とうするのではないかと思わせるほどに、青ざめた表情を浮かべた代表者もいる。無理もないだろう。無数の視線に曝さらされるのだ。

　壇上の緊きん迫ぱくが伝でん播ぱするかのように講堂内の空気もこれまでより張り詰める。

　その時である。代表者登とう壇だんを上回る歓声が講堂を包む。

　円えん馬ま佐さ那なが会場に姿を現したのだ。

　しかしその喧けん騒そうの質は先ほどとは大きく異なる。向けられているのはブーイングなのである。中には口くち汚ぎたない罵ば声せいまで混じっていた。

　佐那先輩は弁論会場の中央付近に用意された席へ向かうと、全体へと深々とお辞じ儀ぎをしてから腰こしを下ろす。

　佐那先輩の表情を目まの当たりにした悠仁の眉間みけんに深い溝が刻まれた。伊い庵あんが事前に語っていた悪い予想が瞬間、脳のう裏りをよぎったのだ。

　これは伊庵が『変へん恋れん部』の部室で語っていたことだ。




「あのインテリメガネは、カリスマ月つき森もり葉よう子こへと圧力を掛けるような男ですよ？　他ほかにもいろいろ裏うら工作してるに決まってる。生徒会会計なんだし、部活関係者に部費をチラつかせて票を取り纏まとめたりするくらいは当然やってくるでしょ」




「あくまでシミュレーションだからね？　僕ぼくが実際にするとか思わないでね？」と弁解しつつ伊い庵あんは他ほかにも二つほど原はら犀さい斗との工作を具体的に予想してみせた。悠ゆう仁じんや優ゆ衣いは素直に「なるほど」と感心したものである。

　ただ「伊庵は頼りになるね。さすがプロは違うね」理り子こ先せん輩ぱいに賞しよう賛さんされたのにも関わらず「……そこ、うるさいですよ」なぜか伊庵は不ふ機き嫌げんそうだったが。

　一人の生徒を退学に追いやるという発想自体が、他者に対して不ふ干かん渉しようを基本方針とする悠仁には理解し難がたいのだから、伊庵曰いわく『節せつ操そうがない』というような強ごう引いんな手段を取ってまで目的を達しようという原犀斗の考えが悠仁には不ふ可か解かいだった。

　ただ理解しようがしまいが、現在の状況が原犀斗の思おも惑わくの上に成り立っていることは認めざるを得ない。ブーイング一つ取っても体育会系を連想させる野太い声が中心だったように思う。

　原犀斗のやり口について問われたら、一言「気に入らない」と答えることだろう。もっとも理子先輩のやり口も大たい概がいぶっ飛んでいるわけだが。それでも両者には大きく異なる点がある。

　理子先輩のやり口のほうが圧あつ倒とう的に〝面おも白しろい〟のだ。

　こういう感覚というのは意外と真理なのだと最近の悠仁は思うのだ。

　すると、控え室の金属扉とびらが音を立て開く。

　同時に歓声と拍はく手しゆに講堂内が包まれる。先まず最初に姿を現したのは司会進行役の女子生徒、続いて原犀斗率いる生徒会一派だ。

　この時点で講堂内の歓声は割れんばかりであったのだが、最後に颯さつ爽そうと出てきた彩さい家け亭てい理子らの姿を捉とらえた瞬しゆん間かん、もう一段、講堂内のボルテージが上がった。

　まるでライブ会場の様相である。講堂の生徒たちは理子先輩の〝奇き抜ばつな衣い装しよう〟に大いに湧わいていた。

　口くち笛ぶえの甲かん高だかい音が天てん井じようへと反はん響きようする。事実、理子先輩は海外の大物アーティストを彷ほう彿ふつとさせる堂々とした立ち姿で生徒たちへと手を振っていた。

「まったくあの人を見てると退屈しないな……」

　期待を裏うら切ぎらない人である。さすがの悠仁も驚かないわけにはいかなかった。良くも悪くも、人の注目を集めることにかけては彩家亭理子の右に出る者はそうはいないだろう。

　これは原犀斗も見誤ったというところか。一部の野太いブーイングは多数の黄色い歓声によって完全に掻かき消されてしまっていた。

　実のところ。千せん光こう生らの『千光大会議』における期待は、議論の中身以上に、彩家亭理子が一体どんなことをやらかしてくれるのかという部分に注そそがれているような気がする。

　さながら〝ストレンジサイケデリコショー〟であった。

　そして悠仁もショーを心待ちにしていたファンの一人に違いない。

　果たして結果はどうなることか。悠仁には想像もつかないが、とりあえず今日きようの〝ストレンジサイケデリコショー〟が盛り上がるであろうことに最も早はや疑いの余地はないのである。

　さて、さっそく原犀斗の仕掛けが垣かい間ま見みえるこのアウェーな空間にあって、彼女が今後どう動くのかその華きや奢しやな背中を静かに見守る。

　そして自分はなにができるのか。同時に静かに思案するのであった。




　　　　◆◇◇◇◇◇




『千せん光こう大会議』開始十分前の弁論者控え室にて。

『千光大会議』の進行や注意点についての説明が終わると、彩さい家け亭てい理り子こは衝つい立たてで間仕切りされたスペースへ嫌いやがる同伴者を引ひき摺ずり込む。理子は自分の着替えをちゃっちゃと終えると「往おう生じよう際ぎわが悪いぞ」と渋る相手のシャツを強ごう引いんに脱がしにかかる。

「じ、自分で着替えられますから！」

　困こん惑わくし切った顔がとても愛らしかったので、人形のごとく手取り足取り着せ替えさせるのは自じ重ちようしておくことにする。

　間仕切りされたスペースから出るや否いなや理子は言い放つ。

「……予言しよう。これより数秒後に原はら犀さい斗と──君は私に文句を言うだろう！」

　控え室にいる十数人が理子の姿を見た途と端たんに唖あ然ぜんとした表情を浮かべる。中でも原犀斗は眉まゆを大きく吊つり上げ驚いている。

「文句を言うなというほうが無理だろ！　なんなんだその格好は！　どういうつもりだ！」

「可愛かわいいだろ？」

　理子は英えい國こく貴族の娘むすめよろしくフリフリのスカートの裾すそを指先で摘つままんで挨あい拶さつをする。チラリと覗のぞく黒のガーターベルトが我ながらセクシーなのである。

　瞬しゆん間かん、ガーターベルトの存在を理子の太ともに捉とらえた原犀斗は「くっ……」口ごもりメガネの位置を直しながら俯うつむく。




「彩家亭はどうして──〝メイド服〟なんて着ているんだ！」




　理子は待ってましたとばかりに強調された胸元に手を添え慇いん懃ぎんにお辞じ儀ぎしてみせるのだ。

「お帰りなさいませ、ご主人様」

「黙だまれ！」予想通り原犀斗は実に不ふ愉ゆ快かいそうである。なので理子は実に愉快だった。

　フリルをあしらった純白のカチューシャ、ブラウス、エプロンの三種の神じん器ぎに、黒を基調としたワンピース、オーバーニー、パンプスの三連コンボのモノクロが織り成すコントラストでお馴な染じみのメイド服である。繰くり返す。日に本ほんの伝統メイド服である。

「理由を説明しろ！」

「うーん、成り行きって感じ？」

　理子が調子外れに応こたえると「疑問形はやめろ！」原犀斗は再度いきり立つ。気持ちは判わからないでもない。

　ちなみにこのメイド服、プロデュースバイ塚つか井い麻ま穂ほである。もちろん全ぜん額がく彼女持ちだ。

　──それはカフェ『ヴィクトリア』からの帰り道でのこと。

　軽いノリで理り子こが「目立つしメイド服でも着て参加しよーかなー」と呟つぶやいた瞬しゆん間かんの麻ま穂ほの食いつきようと言ったら……しばらく忘れられそうにもない。悪夢的な意味で。

　試着するだけしてみるという約束が「理子すごく可愛かわいいわ！　ああ、このままお家うちに連れて帰ってしまいたい！」冗じよう談だんとは思えない恍こう惚こつとした表情で連呼する麻穂に押し切られる形で現在に至るのであった。

「……なるほど。人気取りか？　そんなことまでして票が欲しいのか？　姑こ息そくな奴やつめ！」

　忌いま々いましげに吐はき捨てる原はら犀さい斗とに「まったくだね」理子は全面的に同意しておく。

「私だけ目立っては申し訳ないからね、君にもお裾すそ分わけだ。ほーら、カチューシャだよ」

「や、止やめろ！　僕ぼくの頭にカチューシャを載のせようとするな！　先生方！　彩さい家け亭ていのメイド服での参加を認めるつもりですか！」

「あー、どうしたもんでしょうかね？」

　場に居合わせた赤あか井い雄ゆう二じが困こん惑わく気味に校長へと目配せする。しかし、さすがは校長。「とってもプリティね！」ノリノリであった。その時である。

　理子の携帯電話が『バック・トゥ・ザ・フューチャー』の主題歌でお馴な染じみのメロディーを奏かなでる。

　相手は麻穂だった。ＴＶの収録が押したせいで予定よりも遅れてしまったが、ようやく学校の駐ちゆう車しや場じように車を止められたので今から講堂に向かうということだった。

　ついでなのでメイド服について反対を受けている旨むねも伝えると、周囲に聞こえるように携帯をスピーカーにしてくれと麻穂から頼まれた。

「皆様、カリスマ様のお言葉を耳をかっぽじってお聞き下さい」理子は断りを入れる。

『メイド服になんの問題もありませんわ！』

　直後、美しすぎる恋愛カウンセラー様が携帯のスピーカー越しに叫ぶのである。

『少なくとも校則では禁止されていませんし、私は弁論者がメイド服で『千せん光こう大会議』に参加しても一向に構わないと考えます』

「いや、しかし、モラルの問題として──」

　食い下がる原犀斗の叫び声が聞こえているのかいないのか定かではないが、無視して麻穂は続ける。

『そもそも『千光大会議』の位置づけとはなんなのでしょうか？　定められた学習カリキュラムとは一線を画す、千光独自の教育システムである点に関して異論はないと思われます。その当校が誇ほこる『千光大会議』を仮にカテゴライズするとしたら、それは体育祭や文化祭と言った生徒主役のイベントと同様の認識が適当かと』

　ＴＶ番組で場数を踏ふんでいるだけはある。堂々としかも流りゆう暢ちように語る麻ま穂ほの鮮あざやかな弁論に誰もが聞き惚ほれていた。

『つまり体育祭の借り物競走や部対抗のリレーでのコスプレ、文化祭の喫きつ茶さ店でのウェイトレスやお化け屋や敷しきでの巫み女こ服等の和装──それらが許可されているのですから、メイド服が許可されない道理はないと思いますが、校長先生はいかがお考えですか？』

「ザッツライト！　スチューデントの立場をリスペクトしたナチュラルアンドダイナミックなミス麻穂の教育者としての態度には、エブリデイ感心させられますね！」

「なるほど！　まったくその通り！　いやー、さすがは塚つか井い先生だ！」

　赤あか鬼おにと校長が競うように麻穂へと賛同を示す。赤鬼や校長が手放しで認めたとあってはさすがに原はら犀さい斗とも「くっ……」口を噤つぐむ他ほかないのである。

　理り子こはこの二人が塚井麻穂の大ファンであることを知っている。それだけに笑いを堪こらえるのに必死だった。

　理子は口元を手で隠かくすと周囲に聞こえないように携帯へと話し掛ける。

「──よくもまあペラペラとあれだけの〝ハッタリ〟を並べたものだね」

『だって……』麻穂がバツが悪そうに首を竦すくめる様さまが目に浮かぶ。

「ご主人様は大したカリスマでございますね」

『……もう言わないでよ。反省してるから。だけど、理子のメイド服姿は絶対に譲ゆずりたくなかったんだものっ』

「塚井先生は恋愛カウンセラーを辞やめて詐さ欺ぎ師しにでもなったほうが稼かせげそうだね」

　理子からのキツイ嫌いや味みにも『あ、理子、あとで一いつ緒しよに写真撮とるわよ』麻穂は声を弾はずませている。

『今、駐ちゆう車しや場じようから講堂に向かって歩いているところだから、もう五分もしないうちに理子に会えるわ。楽しみだわ』

　今の麻穂にはなにを言っても無む駄だらしい。それが面おも白しろくて「ふふ」我が慢まんし切れずに声が洩もれる。原犀斗が胡乱うろんな眼差まなざしでコチラを窺うかがっているのが見えた。

　インサイダーよろしく『千せん光こう大会議』の直前に弁論者と代表者が内ない緒しよ話をするという構図は、原犀斗からすればさぞ気に入らないことだろう。

　そう塚井麻穂は代表者の一人なのだ。

　もっとも麻穂が『変へん恋れん部』の顧こ問もんであり理子と懇こん意いにしていることは公然たる事実なので、今さら取り繕つくろう必要があるのかという話ではある。

　ちなみに代表者と同じ理由で佐さ那なも別の部屋に隔かく離りされている。

　それこそ、佐那と理子とが結けつ託たくしていることは原犀斗に限らず誰にとっても想定どころか前提だと思うが。

　このまま会話し続けていたら言われるであろう嫌味に律りち儀ぎに付き合うのも時間の無む駄だである。通話を終えようと思った理子の耳へと麻穂を呼ぶ男子生徒らしき野太い声が流れ込んでくる。

『あ、ごめん、誰かに呼ばれたから切るわね。じゃああとでね』

　麻ま穂ほは早口で告げるのだった。

「そろそろ時間ですので、弁論者のお二人、私に続いてよろしくお願いします」

　そう落ち着いた態度で告げるのは新聞部の副部長二年の内ない藤とう冥めい亜あである。『千せん光こう大会議』の司会進行役や運営を新聞部が務めるのが慣例なのだが、落ち着いた司会ぶりが評価の高い内藤冥亜が最近では司会進行役の専任と化していた。

「おし！　彩さい家け亭ていリラックスな。あ、いや、お前にこのアドバイスは違うか。えー、むしろあまりにリラックスしすぎんじゃねえぞ？」

　痛いくらいの力で肩かたを叩たたいてくるのは赤あか鬼おにである。

「ああ、担任からの優しい言葉に思わず咽むせび泣いてしまいそうだ。嬉うれしいとは別の理由で」

「その表情なら大だい丈じよう夫ぶそうだな！　円えん馬まのことしっかり頼んだぞ」

　笑顔まで屈くつ強きような赤鬼である。しかして心優しき赤鬼なのであった。

　そんな担任教師である赤鬼に聞いた話だが『千光大会議』の議題が一個人の事こと柄がらというのは前ぜん代だい未み聞もんであるそうだ。これまでは『ブルマ＆スク水みず』を始め、学食のメニューや、部費問題等々、校則の改正などに『千光大会議』は利用されてきた。

　幾いくら生徒の自主性を重んじると言っても限りはある。果たして一人の生徒を全校生徒の前で吊つるし上げるような真ま似ねを許可して良いものか。

　職員会議でもその辺りが争点となり意見が分かれたらしい。結果的に開かい催さいが決定したのは、『本人による強い希望』があったからである。

　それは紛まごうことなき佐さ那なの意思であった。面談の際に佐那が『千光大会議』の開催を校長らへと直じか談だん判ぱんしたそうだ。

　これは自分がこの先も千光にいるために取るべきケジメであると。

　今後にいらぬ禍か根こんを残さぬためにも、全校生徒の面前で『性別を偽いつわっていた』ことへの禊みそぎをきっちりと果たすべきなのだ。『千光大会議』で信任を得たという既き成せい事実があれば学校を続けることを誰憚はばかることはないはずだ。

　少なくとも理り子こが、原はら犀さい斗とだろうが教師だろうが誰だろうが文句なんて言わせやしない。

　時間が差し迫っているからだろう。気づけば控え室の誰もが口を噤つぐんでいる。

　時計の針は『千光大会議』開始の九時を指していた。段取りによれば、代表者八名、そして佐那はすでに所定の位置についているはずである。残すは司会進行役と弁論者のみ。

「では行きます」

　司会進行役の内藤冥亜が先せん陣じんを切って控え室を出てゆく。神しん妙みような面おも持もちの原犀斗ら賛成一派が続いてゆく。

「さて、明るい未来のためにも、光を遮さえぎる壁のごとく邪じや魔まな正義をぶっ壊こわしてやりますか」

　人目に曝さらされることに慣れていないのだから無理もない。隣となりで緊きん迫ぱくの面おも持もちを浮かべる小さなメイドの肩かたを一つ叩たたくと、理り子こは意い気き揚よう々ようと講堂へと飛び出してゆくのだった。




　　　　◇◆◇◇◇◇




　所定の位置に案内され椅い子すに腰こしかけてからずっと円えん馬ま佐さ那なの全身の震ふるえは止まらない。額ひたいには嫌いやな種類の脂あぶら汗あせが滲にじむ。開始までの数分が今の佐那には永遠の長さである。

　佐那の席は、壇だん上じようを背に、右手に賛成派、左手に反対派、そして顔を上げると正面に全校生徒の座る観かん覧らん席という位置にある。観覧席と弁論場は、卓たつ球きゆうの試合などで使用される緑色をした衝つい立たてにて区画されている。

　配置からして理子が言ってた裁さい判ばんを即座に思い起こさせた。バカみたいな話だが、そう思ったら自分自身が被告人なのだと強く意識させられて余計に億おつ劫くうな気分に陥おちいった。

　八名の代表者に関してアナウンスされているようだが、緊きん張ちようのあまりなに一つとして耳に入ってはこない。恐ろしくて観覧席へと顔など上げられるはずはなく、すでに壇上には八名の代表者が陣じん取どっているはずだが、背後を確認する余よ裕ゆうもなかった。

　佐那はひたすら『落ち着け落ち着け落ち着け落ち着け落ち着け』と心の中で呪じゆ文もんのように唱となえ続けていた。

　突然、講堂内が大歓声に包まれる。

　さすがに条件反射的に顔を上げる。どうやら弁論者たちが入場してきたらしい。

「……り、理子」

　理子の全身を視界に捉とらえた瞬しゆん間かん、佐那は瞳ひとみを見開き凍こおりつく。

　理子のことだからなにかやるだろうとは思っていたが、まさかメイドの格好をしてくるなんて幾いくらなんでも予想外だった。

　嘆なげき節ぶしの一つでも披ひ露ろうしたいところではあったが、悔くやしいかなメイド姿が理子には本当に良く似に合あっていて、佐那は周囲から音がなくなってしまうほどに理子に釘くぎづけだった。

　直後、自分はこんな状況でなにを見み惚とれているのかと恥はずかしくなった。

　それでもやはり気になってそっと視線を持ち上げる。反対派の席に陣じん取どった理子は、歓声に応こたえ投げキッスを繰くり返し放っている。

　なんだかムッとした。

　サービス過か剰じようじゃないのか。勘かん違ちがいする男が現れたらどうするのだ。それによく見ると理子のスカートの丈たけが短すぎる気がする。ガーターベルトもちょっとやりすぎなんじゃないか。

　はっとして再び佐那は視線を落とす。年頃の娘むすめを持つ父親のようなことを思う自分に呆あきれずにはいられない。今はそれどころじゃないだろと。でも、さすがにあれは……。いやいや集中しなければ──そんな葛かつ藤とうを数回繰り返すうちに佐那ははたと気づく。

　身体からだの震えが止まっていることに。

　顔の位置はそのままに視線だけを走らせ講堂全体を確かめる。観かん覧らん者らの視線は理り子こが独ひとり占じめしていた。

　もしかして理子は考えていたのかもしれない。自身へと全校生徒の注目を集めることで、佐さ那なへのプレッシャーを軽減させるというのがメイド服の目的だとしたら……。

「ハーイ！　みんなのエキセントリックアイドル『ストレンジサイケデリコ』デース！」

　しかし、大歓声へと悪ノリしながら手を振る理子を見るに、状況を純粋に楽しんでいるとしか思えないのであった。

「──これより『千せん光こう大会議』を開かい催さいしたいと思います」

　歓声覚さめやらぬ中、司会進行役の落ち着いた声こわ音ねがマイクを通し講堂内へと浸しん透とうする。

「改めまして本日の『千光大会議』の司会進行役を務めさせて戴いただきます。わたくし新聞部副部長二年の内ない藤とう冥めい亜あです。よろしくお願いします」

　場慣れした落ち着きある態度である。他の会議でも彼女が司会をしていたのを覚えている。

　原はら犀さい斗とにしても生徒会役員という立場上、人前で話すことに慣れているだろうし理子に関しては言わずもがな。この面子めんつにあって佐那が最も場にそぐわない人間であろう。

　強者相手にすごすこれからの数時間を想像してまたもや気が滅入ってきた。

「それでは『千光大会議』開催にあたり、最初に校長からの挨あい拶さつです」

　マイクを受け取った校長が席を立ち観覧席へ向けて口を開く。

「ハロー、エブリバディ！　ご機き嫌げんかーい？」

　お祭り好きの校長が大きな身振りで生徒を煽あおっている。

「アー、リトルミニッツ、真ま面じ目めなお話をするね。『千光大会議』とはあくまでディスカッションの場なのね。そして投票の結果もあくまでディスカッションに対してのエブリバディの意思表示だからね。ソウ、トゥデイの結果が必ずしもディスカッションに対してのラストアンサーじゃないのね」

　いまいち重みのない口く調ちようではあるが、思いの外ほか真剣な内容にみんなは無言で耳を傾けている。「バット、我々スクールサイドはトゥデイの会議の内容やエブリバディの意思を可能な限りリスペクトするように努めるからね。だからエブリバディもトゥデイディスカッションを自身にとってインポータントプロブレムであると捉とらえ、トゥデイの『千光大会議』に熱いパッションで臨のぞんでね！」

　校長がマイクを下ろすと多数の拍はく手しゆが湧わき上がる。

「校長先生ありがとうございます。では続いて弁論者の紹介を致しましょう。ただ二人とも千光きっての有名人ですので手短に」

　校長とは対照的な冷静な声音が響ひびく、

「それではご紹介致します。皆さんから向かって左側。生徒会会計の二年の原犀斗さん。賛成派の代表弁論者になります。続いて皆さんから向かって右側。本日はメイドの格好をしています。『変へん恋れん部』部長の二年の彩さい家け亭てい理り子こさん。反対派の代表弁論者になります」

　司会進行役のアナウンスに従い、原はら犀さい斗とと理子がそれぞれ観かん覧らん席へと会え釈しやくをする。

「以下、それぞれのサポートメンバーの皆さんです」

　代表弁論者以下、最大三人までのサポートメンバーが『千光大会議』の規定では認められているらしい。陣じん営えいの方針なのだろうが、代表者及びサポートメンバーの計四人、それらをローテーションさせて順番に発言するなんてパターンも過去にはあったそうだ。

　権けん威いの象しよう徴ちようとでも言いたいのか。原犀斗は背後に三名の生徒会執しつ行こう部員を率ひきいている。理子の背後にも、俯うつむきじっと動かない置物のような小こ柄がらのメイドが一名。

　理子曰いわく「私と原犀斗のタイマン勝負さ」ということなので、サポートメンバーはお飾りと言えよう。そういう意味において、小さなメイドが置物であるという表現はあながち間違えではないのだろう。

　あんなにも小さくなって可哀かわい想そうに。さぞ緊きん張ちようしていることだろう。

　どうせ理子に無む理り矢や理りにこの場へと引っ張ってこられたに違いない。

「そして今回は特殊な議題ということもありまして、皆さんから向かって正面に、議題の対象者となります二年生の円えん馬ま佐さ那なさんに座って戴いただいています」

　司会進行役の紹介に促うながされ佐那は慌あわてて会釈する。

　これだけのことで心臓が喉のどから飛び出しそうなほど暴あばれた。誰かを気に掛けている余よ裕ゆうなど今の自分にはあるはずもなかった。

「それでは始めましょう。賛成派代表の原犀斗さんからお願いします」

「はい」原犀斗はマイクを握にぎり席を立つと声を放つ。「生徒会会計の原犀斗です。よろしくお願いします」

　原犀斗は壇だん上じようそして観覧席と順番に一礼してから続ける。

「本日、僕ぼくが議題として皆さんに提示したいのは、二年生の円馬佐那が本来は女性であるにも関わらず男子生徒として当校に在ざい籍せきしている点についてです」

　原犀斗の言葉に佐那は一ひと際きわ身体からだを強ばらせる。




「そして具体的に是ぜ非ひを問いたいのは────円馬佐那の退学の有う無むについてです！」




　覚かく悟ごはしていたが実際に耳にすると〝クル〟ものがあった。講堂内は一いつ瞬しゆんだけ静まり返り、やがてさざ波のように騒さわがしさを増してゆく。

「では司会進行役のわたくしからも繰くり返し申し上げます。本日の議題は『円馬佐那さんの退学』についてです」

　司会進行役の宣言で、観覧席近くに設けられた複数のボードに、会議運営を仕切る新聞部部員たちの手により議題の内容が掲けい示じされる。

「最初に我々賛成派から事実確認をさせて戴いただきたい。本来は女性であるにも関わらず男子生徒として当校に在ざい籍せきしている点について間違いありませんね──円えん馬まさん？」

　原はら犀さい斗とに促うながされ佐さ那なは手元のマイクを震ふるえる指先で握にぎった。喉のどがカラカラだった。ゴクリと喉を鳴らしてから、ゆっくりと視線を観かん覧らん席へ向ける。




「──間違いありません、自分は正しよう真しん正しよう銘めいの女です……」




　正面から羊の大群のごとき響動どよめきが押し寄せてくる。強烈な圧迫感に眩暈めまいを覚え、佐那は物もの陰かげに逃げ隠かくれるようにすぐさま視線を伏せた。

「皆さんお聞きになりましたか？　一見、男子生徒に見えますが、彼は、いや、彼女というのが正しいでしょうね、彼女は実は女性なのです！」

　原犀斗の煽あおりに白色の観覧席が揺れる。

「あり得ねえだろ！」「バカにしてるのか！」「騙だましてたなんてひどいです！」

「皆さんの憤いきどおりはもっともだ！　彼女は入学してからこの一年と数ヶ月もの間、ずっと我々千せん光こう生徒や先生たちを欺あざむいてきたのですから！」

　ひたすらに落下してゆく恐きよう怖ふである。

「……正直、僕ぼくは今回の件について議論の余地などないと思ってます。だってそうでしょう皆さん！　これは明確な『裏うら切ぎり』に他ほかならない！　このような『裏切り』がまかり通るというのならば、学校生活においても大たい概がいの嘘うそが許されて然しかるべきでしょう！　違いますか！　『裏切り』とは容た易やすく許されるような軽い行為なのでしょうか！」

　足あ掻がいてもなにをしても重力に逆らうこと敵かなわず、やがて訪れる地面との衝しよう突とつへ向けて落ちることしかできない無力感。

「いつの世にあっても、どこの世界にあっても『裏切り者は追放せよ』というのが相場と決まっています。彼女のように信用ならない人物と、残りの一年と数ヶ月を同じ学内ですごすことに僕は耐えられない。彼女のような不誠実な存在は必ず秩ちつ序じよの乱れを招きます。事実、こうして我々の貴重な時間が、彼女の犯した身勝手な行為のために消費されている！」

　このサンドバッグ状態は想像していたよりも遥かに精神的に堪こたえる。『千せん光こう大会議』はまだ始まったばかりだというのに早くも吐はきそうだった。

「今後、入学してくるであろう後こう輩はいたちにどのように説明すればいいんですか？　彼女は女性だか男子生徒の格好をしている変わってる人なんだと説明するんですか？　考えてみて下さいよ？　そんな滑こつ稽けいな説明がありますか？　僕はこのようなバカげた説明をしたくはない！　皆さんはどうですか！」

　怒ど号ごう混じりの歓声が上がる。「追放しろ！」「恥はじを知れ！」そんな敵てき意い剥むき出しの声が佐那の耳へと突き刺ささる。

「同情の余地はありません。退学は『裏うら切ぎり』に対する当然の報むくいなのですから。そして退学こそが彼女にとって唯ゆい一いつの罪滅ぼしであるわけです。彼女のためにも我々は『円えん馬ま佐さ那なの退学』を学校側に要求します」

　原はら犀さい斗とがメガネをくいっと持ち上げると、それが合図だったかのように観かん覧らん席から「いいぞ生徒会！」「いいぞ原犀斗！」賛辞の声と拍はく手しゆが上がった。

　……当然の報いか。確かに。原犀斗の言う通りだろう。みんなからの罵ば倒とうも真っ当な反応なのだろう。悪いのは全部、自分なのだから。

　自覚しながらこうしてのうのうとこの場にいるのだ。我ながら厚こう顔がん無む恥ちと言わざるを得ない。

　けれど、どうしても譲ゆずりたくないものがあった。身勝手だと蔑さげすまれようと守りたい場所が佐那にはあった。だからどれほど罵ののしられようとも耐える必要があった。

　しかし、想像以上にこの状況は堪こたえるものがあった。浴びせられる蔑みの視線に容よう赦しやない罵ば声せいに、佐那の意い気く地じが指の隙すき間まから砂のように零こぼれ落ちようとしていた。

「それでは続きまして反対派の彩さい家け亭てい理り子こさんお願いします」

　音が聞こえてくるような気さえした。講堂内のすべての注目が一人の人物に一いつ斉せいに注そそがれる音が。

　メイド服を身につけているからか。理子はいつもよりも流りゆう麗れいに見える仕し草ぐさで立ち上がり、観覧席へと優ゆう雅がにお辞じ儀ぎをしてみせる。

「どうも皆さん。お初にお目にかかります。わたくし彩家亭理子と申します」

　白しら々じらしい理子の物言いに観覧席から小さな笑いが起こる。

「では早速──」

　誰もが理子の第一声を固唾かたずを飲んで見守っていた。

「──反論はありません。だって彼の言ってることはまったく正しいもの」

　予想に反した拍ひよう子し抜けの弁論に観覧席が小さくざわめくのである。

「全面的に佐那に非があるわけだからね。佐那は千せん光こうの皆にごめんなさいってきちんと謝罪すべきだよね。だけど、それだけさ。それですべては万ばん事じ解決ノープロブレムさ」

「聞き捨てならない！　君は我々をバカにしているのか！　だったら、なぜ男装の事実が発覚してから今日きようまでの一週間の間に、円馬佐那から我々に対しての謝罪が一度もなされていないのか説明願おう！」

　呑のん気きな口く調ちようの理子と原犀斗の熱弁にはあまりに温度差があった。
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「……原犀斗くん、君はあれか、ベッドインする前にシャワーの一つも浴びさせてくれないせっかちさんなのかい？」

「な、なんだそれは！　意味が判わからない！」

「判ってるくせに……このムッツリメガネ」

「し、司会！　このような侮ぶ辱じよく的な発言を許していいのか！　諫いさめるべきではないのか！」

「彩さい家け亭てい理り子こさん、原はら犀さい斗とさんをからかわないように」

「はい、大人おとな気げありませんでした」

　講堂のそこかしこから湧わき上がるクスクス笑いに、原犀斗は顔を顰しかめそしてなにやら小さく吐はき捨てる。

「……くそっ、だから彩家亭理子は嫌きらいなんだ」

　それは喧けん騒そうに埋うもれてしまう音量だったが、距離の近い佐さ那なには耳みみ障ざわりな音として届く。心底忌いま々いましげな声であった。

　この二人が犬けん猿えんの仲だというのは佐那もよくよく知ってはいるが、一体、なにがそこまで気に入らないというのか。思えば、入学した当初から原犀斗は理子へと不快感を隠かくそうとはしなかった。生理的に理子とは合わないというところか。それとも個人的な恨うらみでもあるのか。

　理子のことだ。本人の知らないところで、原犀斗の恨うらみを買うような真ま似ねをしていなかったとは言い切れないところが佐那としても頭が痛いのである。

「要は物事には順序ってものがあるよねって話でさ。朝起きて隣となりに見知らぬ相手が寝てたら誰だって驚くだろ？」

　予想通り理子の弁べん論ろんは堂々としていて、場ば慣なれしている原犀斗に一歩も後れを取っていない。むしろ一見すると普ふ段だんよりも沈ちん着ちやく冷静に見えるくらいだ。

　もっともそれが表面上であることを佐那は知っている。

　長年の付き合いである佐さ那なには理り子この心理状態が手に取るように判わかってしまう。弓のように引き絞しぼられた瞳ひとみ、チロリと下くちびるを舐なめる仕し草ぐさ、どれも楽しくって仕方がないって時に理子が見せる癖くせである。

「現状認にん識しきは重要だが、過か程ていも同じくらい重要だよ。どうして佐那が性せい別べつを偽いつわっているのか？　皆、知りたいはずだよね？　そして、そもそも佐那の行為が言うほどに重大な過か失しつであるのかという点についても議ぎ論ろんが十分になされたわけじゃないしね。謝罪はそれまで待ってよ」

　自分のために弁論してくれるわけであるし、理子がどのような態度で臨もうと文句をとやかく言える立場ではないが、佐那がなんともやるせない気持ちになってしまうのは、このような表情をした理子にこれまで幾いく度どとなく冷や冷やさせられてきたからだろう。

　自分がどうなろうとそれは自じ業ごう自じ得とくだから構わない。けれど、地じ獄ごくの一丁ちよう目めへと理子を道連れにしてしまうのはやっぱり心苦しい。

　それは協力を約束してくれた一年生トリオにしても同じく言えること。付き合いが短く千せん光こうでの先が長い分、理子以上の罪ざい悪あく感を三人には感じてしまっているのが正直なところ。

　理子は言うまでもなく、あの三人とも付き合いは短いがそれぞれの性格はなんとなく理解している。『千光大会議』の本番になって、佐那がこのように内心で怖おじ気けづいていることを知ったらきっと怒るだろう。口く調ちようや内容はそれぞれだろうが、きっと大だい丈じよう夫ぶだと励はげましてくれるだろう。

　──しかし、判ってはいても心揺さぶられずにはいられない。

「真ま面じ目めにやれ！　彩さい家け亭てい！」「いい加か減げんなこと言ってんじゃねえぞ！」「裏うら切ぎり者に味方するお前も裏切り者じゃねえのかよ！」

　理子へと容よう赦しやなく浴びせられる罵ば声せいに、そして講堂を取り巻く佐那を責め立てる空気が、佐那の中にある後こう悔かいや自責の念を増幅させ、今すぐに土ど下げ座ざをしたくなるくらいに戦う気持ちをへし折りにくるのだ。

　先を思いやると眩暈めまいと吐はき気の上に、

「焦あせることはない。私たちはまだ〝チェックイン〟したばかりなのだからね。今から私がじっくりと、賛成派の唱となえる〝正義〟というものがいかに薄うすっぺらいものであるか証明しましょう」

　理子の陽気な軽口にさらに胃いまでキリキリと痛み始めるのだった。

　どういう結末を迎えるのだろうか。そして、自分が選ぶべき正しい道とはどこにあるのだろうか。そもそも、その時まで胃が持つだろうか。

『閻えん魔ま様さま』などと人から呼ばれているのに、佐那にはこの裁さい判ばんの先行きがまるで見えてはいなかった。




　　　　◆◇◇◇◇◇




「焦あせることはない。私たちはまだ〝チェックイン〟したばかりなのだからね。今から私がじっくりと、賛成派の唱となえる〝正義〟というものがいかに薄うすっぺらいものであるか証明しましょう」

　彩さい家け亭てい理り子こが観かん覧らん席に向かってウィンクをして見せると、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいというアウェーな空気であっても一定数の反応があるのは朗ろう報ほうである。

　挑ちよう発はつ的なアクションはいつものことだが、そこにメイド服という判わかり易やすいアイコンが加わると効果倍増だった。麻ま穂ほの強ごう引いんさに負けてなし崩くずし的に着ることになったメイド服ではあるが、困ったことに効果は覿てき面めんであった。

　原はら犀さい斗ととの明確な差別化という意味においても、個人的に目立って嬉うれしいという最大の理由においても、佐那への注目を軽減するという意味においても。

　唯ゆい一いつの懸け念ねんは、これに気を良くして麻穂のコスプレ熱に火がついてしまうのではないかという点くらいか。まあ感謝の印にしばらくは犠ぎ牲せいになろう。

　思えば、有り得ないほどのスピード展開だった。「メイド服を着てみようかなー」という冗じよう談だんを呟つぶやいて、一時間後に実際にメイド服を着させられているというシチュエーションは不自然以外のなにものでもなかった。

　以前より、麻穂にはメイド服を理子に着せたいという願望があり、メイド服を売っている店もしっかり下調べしてあり、あとは提案を切り出すタイミングだけだった、そのように考えなければ辻つじ褄つまが合わなかった。

　──塚つか井い麻穂とは己おのれの欲望のためならば魔ま女じよにでもなれる女である。

　ところでその麻穂だが。未いまだに代表者席に姿を現していない。電話のやり取りからして幾いくらなんでも到着が遅すぎだ。

　その道のプロとか言ったら確実に怒るだろうが、事前に伊い庵あんからの原犀斗らが仕掛けて来るであろう悪わる巧だくみの数々を聞いていただけに、楽観的な理子であってもさすがに麻穂がなにやらトラブルに巻き込まれたのではないかと確信する。

　しかし、走り始めた今、麻穂のことよりも弁論をどう展開させてゆくかに理子は集中すべきだろう。それが彩家亭理子に課せられた使命なのだから。

　で、弁論についてである。

　強権的な原犀斗がこのような極きよく端たんな正論で攻めて来ることは予あらかじめ想定していたことである。

　あとは数の論理とか。いかにも好きそうだとは思っていたが、あのわざとらしいブーイングだとか代表者の面子めんつだとか、パッと見だけで多数派工作に抜かりはなさそうである。

　此方こちらのスタンスとしては灰色の正論に対してどのように対抗するか。それとこの圧あつ倒とう的に不利な空気感をどう変容させてゆくか。

『裏うら切ぎり』とは賛成派陣じん営えいの定めたキャッチコピーのようなものか。とりあえず、指折り数えること五回、原はら犀さい斗とは『裏切り』という言葉を使った。確か、朝と放課後に校門で行っていたネガティブキャンペーンでも『裏切り』という言葉を繰くり返していたはず。

『罪を憎にくんで人を憎まず』という割と大衆受けの良い言葉がある。

　原犀斗は佐さ那なの行為に対する『罪』の部分を強調している。だったら理り子この選ぶべき論点は明白である。クロスカウンターよろしくである。

「私は円えん馬ま佐那とは中学時代からの知り合いなのです。実は佐那は中学生の頃から〝男子生徒〟だったのです。ちなみに小学校の頃はどうだったのでしょうか──」

　理子は視界の端はしに佐那の姿を捕ほ捉そくする。最初よりさらに苦しそうな面おも持もちである。心しん中ちゆうで『折れるな私を信じろ』そう理子は念じる。

　佐那にとっての試練はまだまだ続く。むしろこれからが本番なのだから。

「──佐那、答えてくれるかな？」

　佐那はコクリと頷うなずきマイクを握にぎる。

「……小学校の頃から〝男子〟でした」

　余よ裕ゆうのない佐那には、残念ながら理子が想いを込めた視線は届とどかない。

「なるほど。ではもっと正確に尋たずねましょう。君はいつから〝男子〟だったんだい？」

「自分は物心ついた時から〝男〟でした──」

「──はい！」理子はパチンと指先を鳴らす。

「皆さんこれは重要ですよ？　校長風に言うのならベリーインポータントです」

　未いまだにオーディエンスの反応は鈍い。原犀斗の時と比べればまるでお通つ夜やである。しかし打てばいつかは響ひびくはずだと信じて打ち続けるのみ。

「皆さん、各おの々おのの両親の顔を想像して貰もらってもいいでしょうか？　例えば両親から『実はアンタは私たちの子供じゃない』と突然に告げられたらどうでしょうか？」

　観かん覧らん席の生徒のリアクションはもちろんのこと。理子が特に意識しているは代表者連中の動向であった。

「誰しも戸と惑まどうことでしょう。信じられないというのが正直な感想ではないでしょうか。それでも、それが避さけがたい事実だとしたら？　皆さんに感情というものがないのなら話は別ですが、簡単には割り切れませんよね？　生みの親より育ての親という言葉もあるように、積み重ねてきた月日は真実です。要するに円馬佐那にも似たような事態が起こったのだと理解して欲しいのです！」

　まだまだ理想とはほど遠いリアクションだが、それぞれの身の上に現状を重ねさせたことで、これまでと比べて生徒らの反応が幾いくらかマシになってきた。ここぞとばかりに理子は続ける。




「それまでずっと男だと信じていたのに、ある日突然、実は女だと知って、翌日からなにごともなく女として生きられるでしょうか？」




　誰の言葉だったか。アインシュタインの言葉だったか、量りよう子し力学の観かん測そく問題の折に触ふれた際に耳にした言葉だったか、正確な出典は理り子こにも定かではないが、

「このように『結果には必ず原因がある』ということを私は強く主張します。決して『罪』だけが単体では存在しないのです！」

　この考えは一つの『真理』だと理子は思っていた。

　対面の人物へと理子は不ふ敵てきに微ほほ笑えみ掛ける。原はら犀さい斗との涼しげな表情を見るに、さほどダメージを与えたとも思えないが、今はただ信じて主張を積み重ねるのみである。

「ルールや秩ちつ序じよは尊重されるべきだが、例外をすべからく否定するほどに盲もう信しんすべきじゃない。学校が教育の場であるのならば、育てることを放ほう棄きするがごとく『退学』という結論は存在否定にも等しいナンセンスな手段と私は考えます」

　パフォーマンスとはちょっと大おお袈げ裟さくらいが丁ちよう度ど良い──というわけで理子はウィンク一発、観かん覧らん席へとビッと人差し指を指し示す。

「『Hate not the person but the vice.』──罪を憎にくんで人を憎まずでしょう？」

　アチラが『罪』を強調するならばコチラを『人』を、いわゆる『人情』ってやつを強調するのが美しい対立関係であろう。

「よって我々は『円馬佐那の退学』を断固として反対します！」

　そうして理子が貴き婦ふ人じんよろしくスカートの端はしを摘つまんで慇いん懃ぎんな礼をすると、ブーイングしかなかった講堂にちらほらとだが拍はく手しゆが生まれた。この調子で徐じよ々じよにコチラへと人心を引き寄せていければ勝機は必ずあるはずだ。

　理子はお辞じ儀ぎしながら代表者席へと視線を送る。鍵かぎを握にぎる面々である。

　影えい響きよう力のある代表者たちの票をどのようにして手た繰ぐり寄せるか。それが『千せん光こう大会議』の勝敗を左右する重要な要素である。

　とは言えすでに──八名中半分の四名の票は賛成票でファイナルアンサーなのだが。

　優ゆ衣いの話によると、一年の男子代表者は生徒会関係者らしい。それと三年の男女は言わずと知れた生徒会長と生徒会書しよ記きである。そして教員代表の一人は生徒会顧こ問もんという極きわめつき。

　もちろんギブアップなど有り得ない。試合はまだ始まったばかりである。

　それに理子とてこの日に備えて幾いくつかの下準備をしてきた。仕込みの一つとして、ちゃっかり教員代表の一人に塚つか井い麻ま穂ほを送り込んでいる。

　このような場面において麻穂の知名度と影響力は実に頼もしい。理子たちにとって暗雲立ち込める講堂の雰ふん囲い気きを、光り輝く麻穂の存在一つあれば一変させることも可能であろう。

　またＴＶ等々で『美しすぎる恋愛カウンセラー』として活かつ躍やくする彼女の一票には、すでに確定的な相手の四票に匹ひつ敵てきするどころか余よ裕ゆうで勝るゴールドの価か値ちがある。

　実は、可愛かわいいもののためならば手段を選ばないという偏かたよった側面を隠かくし持っているとしてもである。

　とまあ、以上ような勝利確かく定ていのパーフェクトなプランだったのだが、一転してプランの要かなめとなるエース塚つか井い麻ま穂ほ不在という緊きん急きゆう事態であった。

　最悪このまま麻穂が会場入りしなかった場合、全校投票の試金石となる代表者投票は、七名中四名の票を押さえている賛成派の勝利は確定的であった。

　だとしても選せん択たく肢しは他ほかにない。ギリギリまで足あ掻がくしかない。今は可能性を信じて残り幾いくつかの浮動票をどうにか手た繰ぐり寄せる努力をするしかあるまい。

　こうなると特に〝あの人物〟の一票が非常に重くなってくる。

　こと千せん光こう高校に限れば、彼女の一票は麻穂の一票にも劣らないダイヤモンドの価か値ちがある。つまり麻穂のいない現状において月つき森もり葉よう子こは最強の存在と言っても過か言ごんではなかった。

　理子は足を組み直しながら、件くだんの二年生代表者である女子生徒へと視線を送る。

　意図せず壇だん上じようの彼女と視線が交わる。すると、彼女は濃のう紺こん色の夜空に浮かぶ月のように冴さえ冴ざえと美しい笑みをくちびるに浮かべるのである。

「……月森葉子。欲しいよね彼女が」

　伊い庵あんの目もく撃げき情報で原はら犀さい斗とが彼女に接せつ触しよくしたことは知っている。不満気に伊庵が語るのを聞きながら、内心で先を越されたと思ったのはここだけの秘密である。

　考えは原犀斗とまったく同じ。『月森葉子の票が欲しい』というニュアンスではなく『月森葉子の票を相手に渡したくない』という意図だった。

　原犀斗からしたら麻穂と月森葉子の二票が理子サイドに回ったら、権力や工作によって幾ら数を用意しようとも苦戦は必ひつ須すなのだから。コチラにとっても、確定的な四票プラス月森葉子の一票という状況は絶望的であった。

　ただこれはいろいろな人物を人間観察してきた理子の直感だが、月森葉子とは実は一ひと癖くせも二癖もある人物であるような気はしている。好評の彼女と、悪評の理子ではあるが、意外と話は合うのではないかと感じている。

　あくまで直感ではあるが、今すぐに絶望することもないだろう。

「それでは、賛成派、反対派、最初の主張フアーストアソートを終えましたので、代表者からの質問等々を交え自由議論フリータイムへと移行します」

　理子はそんな思おも惑わくを胸に月森葉子らの動向を窺うかがうのである。






　　ア・フュー・グッドガール
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「……ねえ、野の々の宮みやくん」

　隣となりの彼女が、眼下に視線を預けたまま聞き心地の良い落ち着いた声こわ色いろで囁ささやきかけてくる。だから僕ぼくは聞こえない振りを決め込むである。

　瞬しゆん間かん、首くび筋すじがゾクリとする。信じられないことに僕の耳の穴へと彼女がふぅと吐と息いきを吹きかけてきたのだ。

「……おい、悪ふざけはよせ」

　僕は周囲の代表者の様子を窺うかがいながら彼女へ小声で返す。

「いいえ本気よ」

「むしろ始し末まつが悪いだろ」

「だって野々宮くんが彼女である私のことを無視するんだもの」

「ただのバイト仲間でクラスメイトの君のことを僕が無視するのは、無視するだけの正当な理由があるからだ」

　彼女は此方こちらサイドの髪かみを小指で軽くかきあげ小さく笑うと「まったく心当たりがないわ」いけしゃあしゃあと言うのである。

　僕からは溜ため息いきが洩もれるのは必然以外のなにものでもないのである。

「……僕がどうして代表者席に座っているのか君に問いたい。言っておくが怒っているんだ」

　答えは一つしかない。彼女が代表者に選出された際、男子の代表が僕だったら喜んで引き受けても良いというような発言を、一見それと判わからない強したたかな言い回しで皆に伝えたせいである。

「そうね。今後、私のことを下の名前で呼んでくれるって野々宮くんが約束してくれるのなら答えてあげてもいいわよ」

「こんな釣つり合いの取れない取引にサインする人間がいたら会ってみたいよ」

「照れなくてもいいのよ？」

　僕がやれやれと頭を振ったのは言うまでもないことだった。

　あの夜あの公園のどこかに、彼女は僕への遠えん慮りよや配はい慮りよというものをおっことしてきてしまったんじゃないだろうか。

　恨うらみでもあるのかと疑うくらいに最近の彼女は僕へと性しよう悪わるだ。

　今さらになって両親に甘あまえ忘れていたことを思い出したのか。そしてそれを彼女の事情を多少なりとも知っている僕ぼくに向けて発散させているのか。

　身に覚えもないのに、ある日突然現れた娘むすめと名乗る人物の保護者にでも、無む理り矢や理りにされてしまったかのような理り不ふ尽じんさである。またその娘というのが、幼い子供ではなく発育の十分すぎる年頃の娘であるという点がひどい仕打ちであった。

「ねえ野の々の宮みやくん。彩さい家け亭ていさんのメイド服姿、いいと思わない？」

　彼女はメイド姿で弁を振るっている眼下の彩家亭理り子こを眩まぶしそうに眺ながめている。

「メイド服に興味があるなら彼女に頼んでみたらどう？　背せ丈たけも同じくらいだし君にもサイズが合うだろ。彼女は幸いヴィクトリアの常連だし頼めば貸してくれるんじゃない？」

　僕は半なかば投げやりに言う。

「判わかったわ。野々宮くん。つまりメイドの格好をして僕のことをご主人様と呼べと私に言いたいのね。私、そういうことなら喜んで奉ほう仕しさせて貰もらうわ」

「一体、なにをどう理解したのか詳しよう細さいな説明を紙に書いてくれよ」

　彼女の横顔にある悪戯いたずらっぽい笑みを見るに、本当に頼みかねない雰ふん囲い気きで、彩家亭理子へと「メイド服を貸さないでくれ」とチョコレートパフェを賄わい賂ろに頼む必要がありそうだった。

「ところで君はどちらに投票するつもりなんだ？」

　これ以上は分ぶが悪いと僕は話題を変える。

「そういう野々宮くんはどうするの？」

「どっちだっていいね。はっきり言って興味ない。誰かさんのせいでやらされる羽は目めになった代表者としての無む為いな時間が、一秒でも早く終わってくれることを今はただ願うのみさ」

「野々宮くんらしいわね」

　すると、彼女は長机に隠かくれた僕の掌てのひらをそっと握にぎり締しめてくる。なにごとかと睨にらみつける僕へと「ねえ、気づいている？」彼女は目配せしてぽっかりと穴の開あいた教員の代表者席を示してみせた。

　空席には塚つか井い麻ま穂ほが座る予定である。ＴＶの収録で到着が遅れるという噂うわさだったので、空席であることに別段疑問を抱いだかなかったわけだが、

「……もしかして塚井先生がいないのが作為的だと言いたいのか？」

　聡そう明めいな彼女の思わせぶりな態度から僕はそんな懐かい疑ぎ的な結論を導き出した。

「さあ？　それは私にも判らないけれど、今日きようの会議の代表者席のメンバーの半分が生徒会執しつ行こう部員だということは判っているわ」

　現状は誰にとってメリットがあるのかという点が答えを指し示していた。

「原はら犀さい斗とは熱心なヤツだと噂には聞いていたけれど、ここまで努力家だったとはね」

　言うまでもなく皮肉である。決して関わり合いになりたくない面めん倒どうなタイプだ。

「ちなみに原くんは私にも『反対票に入れないように』と事前に〝助言〟をくれたわ」

　そう彼女はこれまで以上の小声で僕へ耳打ちする。

「で、君は彼になんて？」

「あら嬉うれしい。ヤキモチね。野の々の宮みやくん」

「期待を裏うら切ぎって悪いけど純度百パーセントの好こう奇き心しんだから」

　僕ぼくは横目で彼女を威い嚇かくしながら「いいから答えろよ」と続ける。直後、彼女はくちびるはそのまま瞳ひとみに三み日か月づき型の笑みを浮かべて答えるのである。




「もちろん笑顔で頷うなずいておいたわ──『善ぜん処しよするわ』って」




　実に彼女らしい答えに不本意ながら僕は吹き出す羽は目めとなり、慌あわてて口元を隠かくし周囲へとなに食わぬ顔を作らなければいけないという憂うき目に遭あった。

「それはずいぶんと彩さい家け亭ていにとっては厳きびしい状況になったものだね」

「あら悔くやしい。彩家亭さんを心配をするなんて。野々宮くん」

「期待を裏切って悪いけど純度百パーセントの好奇心だから」

　デジャヴである。

「どうなろうが僕にはさして影えい響きようはないが、見み物ものとしてそれなりに興味深くはあるよね」

　僕は一いつ瞬しゆんだけ隣となりの彼女へとジト目を向けてから言い捨てる。

「……そういうわけだから。観客に徹てつするためにも余計なことは考えたくない。君が僕をこの場に担かつぎ出した張本人なわけだし、僕の票は君に託すことにするよ」

「まあ、それは責任重大ね。じゃあ、野々宮くんの運命を私が握にぎっているくらいのつもりで一いつ生しよう懸けん命めいどちらに投票するか考えるわね」

「止やめてくれるかな人の運命を勝手に握るの」

　そう僕は口で呆あきれつつも、票を託されたことに気を良くしているのか、少女のように瞳ひとみを輝かせる彼女に、まあ好きにさせてやるかという気になっていたりする。

　ただし、今後のためにもこれだけは彼女へとはっきりと言う必要があるだろう。

「──それはそうと。さっきから握っているその不ぶ躾しつけな手をそろそろ離してくれないか？」

　その反応は彼女らしいと言うべきか。彼女は返事の代わりに僕へと小さく微ほほ笑えむと、これまで以上に強く僕の手を握り締しめてくるのである。

　そう。

　ちなみに僕は知っている。彼女が『善処する』と言ってこれまでただの一度だって善処をした例ためしがないことを。
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『自由議論』だと司会が告げるやいなやマイクを握るのは、ドーベルマンのごときインテリメガネである。訓練されたドーベルマンではなく躾しつけの宜しくない類たぐいの。

「原はら犀さい斗とです。反対派の彩さい家け亭てい理り子こに質問したい。君の主張によれば、円えん馬ま佐さ那なが男装し我々を欺あざむいていた行為が『罪』であり『裏うら切ぎり』であると認めているわけだ？」

「じゃなきゃこの場にいないよ」

　原犀斗には理子先せん輩ぱいが骨付き肉にでも見えているんじゃないだろうか。なんでもかんでも噛かみついて掛かる様さまに辟へき易えきする江え入いり伊い庵あんである。

「だったらどうして君は退学に反対するんだ？　罪だと認めているわけだろう？　罪とは償つぐなわれるべきだ！　違うか？　それとも彩家亭は罪を犯しても償わなくて良いとでも？」

　私し怨えんでもあるのだろうか。インテリメガネからの彩家亭理子への攻こう撃げきは辛しん辣らつである。

「……我々が退学という処置を反対する主な理由は二つ。一つは学校を辞やめることが円馬佐那本人の意でないという点、もう一つは罪を背負って残りの学生生活を送ることが一つの償いの形だと思うからさ」

　対する理子先輩の対応は非常に落ち着いている。これだけ大おお勢ぜいの人たちを前によくもこれだけ堂々と喋しやべれるものだ。度ど胸きようがあるというか。ネジが一本二本飛んでいるというか。

　普段のいい加か減げんな姿を見慣れているだけにもの凄すごいギャップを感じずにはいられないが、少しだけ見直した。ほんの少しだけだが。

「彼女の償いのために我々が不快な気分を味合わされるのは道理ではない！　協調性に乏しい君へとアドバイスさせて貰もらうよ。学校とは集団生活の場であって、個人のために存在しているわけでは断じてない！」

　インテリメガネがしたり顔でメガネをくいっと持ち上げる。観かん覧らん席からは「そうだそうだ！」「個人の所有物じゃないぞ！」台だい本ほんでもあるかのように否定的な声が飛び交う。

「おや？　我々はそれを現在進行形で皆に問うている最中じゃないのかい？　でなければ一体、なんのための『千せん光こう大会議』なのかという話だよ、原犀斗くん」

　このような針はりのむしろ状態の中にあっても、理子先輩の態度が変わらず不ふ敵てきである点が最大の救いであった。この人が負けない限り活路は失われないだろう。

　個人的にいけすかない女だと思ってるとしても、この場面において彼女ほど頼りになる存在はいないのだから。

「こういった公式な場で、円馬佐那が自らの罪と逃げずに向きあうこと。それ自体が一つの贖しよく罪ざいだと私は思う。皆さんも少しだけでいいからイマジネーションを働かせて欲しい。こうして大衆の面前に罪人として曝さらされている現在の佐那の心しん境きようを」

　理子先輩は静かに告げる。伊庵の視線は自然と佐那先輩に向けられた。俯うつむき縮こまる弱々しいその姿は、重力に押し潰つぶされまいと耐えているかのようだ。

「与えられた罰ばつに耐え忍しのんでいるようには見えませんか？」

　理子先輩の言葉に幾いくつかの同情の声が聞こえてくる。

「それは自じ業ごう自じ得とくではあるまいか！」

「だとしてだよ。気持ちくらい理解できるだろう？　それとも君は、我が千せん光こう高校の生徒は人の気持ちが理解できないような冷れい徹てつ人間ばかりだとでも？」

　理り子こ先せん輩ぱいの上う手まい返しだ。

「そうは言ってない！　そもそも高校とは義務教育ではない！　特に今回のようなケースは彼女のためにも退学は選せん択たく肢しの一つとして考こう慮りよすべきだろうと言っているのだ！　それに彼女が男子生徒として在学していることが問題なのだから。学外で彼女が男性の格好をする分には個人の自由で片づく。つまり、このまま在学し続けることが、彼女の人生にとって必ずしも最良の選択であるとは僕ぼくには思えないと言っているのだ！」

　原はら犀さい斗との力強い弁に講堂が沸わく。もっともな意見だと伊い庵あんも思わず唸うなった。

　佐さ那な先輩の幸せを考えたなら、ある意味それもありかもしれない。ただ在学がコチラの既き定てい路線なのだから「はい、そうですね」と認めるわけにはいかないわけで。

「原犀斗くん、その意見は残念ながら賞味期限が切れている。さらば青春の光だよ。だってそうだろ？　佐那が性別を偽いつわっていたことが問題だというのならば、現在はこうして皆の知るところであるし、すでに問題は取り除かれたと見るべきなんじゃないのかい？」

「認知されたからといって犯した罪が消えるわけではないだろ！」

「それはその通りだろう。ただ私が今、君に尋たずねているのは〝すでに問題は取り除かれているのではないか〟ってことなんだ。もっと言うならば、そもそも〝問題〟とはなにを以てして問題としているのかってことなんだよね」

「考えるまでもない！　これはモラルの問題だ！　すなわち正義についての問題だ！　それらを踏ふまえ〝性せい別べつを偽っていたこと〟を問題視するのは常識的な判断だろう！」

「モラルの重要性を否定するわけじゃない。ただモラルのみを判断の拠より所とするのは危ういと私は思う。正義にしても然しかり。千せん差さ万ばん別べつ、時代や文化、それらは外的要よう因いんに左右され易やすい曖あい昧まいな価か値ち観かんなのだから。画かく一いつ的な価値観だけに囚とらわれていては物事の本ほん質しつを見失うよ？」

「彩さい家け亭ていがそれを言うか！　普ふ段だんモラルや正義を守って生活している人間にだけに語ることが許される。校則も守らない、生徒会の言うことも聞かない、先生たちへと反論はする、不ふ道どう徳とくで非常識な彩家亭にモラルや正義を語る資格はない！」

「心外だね。私は別にモラルやその他諸もろ々もろを蔑ないがしろにしてるわけじゃないんだよ？　ちょっと人より己おのれの信念だとか美学ってやつに正直なだけなんだよ？」

　そう理子先輩が茶ちや目めっ気たっぷりに首を竦すくめてみせると、観かん覧らん席から「理子さんカワイイ！」と好意的なリアクションが幾いくつか沸わき起こる。

　強したたかな理子先輩のことだ。メイド服の効果を計算してのことだろう。

　理子先輩の狙ねらいはきっと正しい。議論の中身に対するリアクションでなくても構わない。少しでも理子先輩たちへの好意的なリアクションが増えれば良い。その積み重ねが、インテリメガネ率ひきいる賛成派の牙が城じようを崩くずす切っ掛けになるはずだ。

「ふざけるな！　そんな屁へ理り屈くつがまかり通ってたまるか！　生徒会役員という生徒の自治を司つかさどる立場の人間として絶対に認められない！　彩さい家け亭ていお得意のおふざけで煙けむに巻くような真ま似ねを、今回ばかりは僕ぼくがいる限り絶対にさせない！」

　理り子こ先せん輩ぱいへの好リアクションが気に入らないらしい。原はら犀さい斗とは苛いら立だたしげな表情を浮かべている。ざまあ見ろである。

「原犀斗さん落ち着いて下さい。そして彩家亭さん悪ふざけはほどほどに」

　見かねた司会進行役が冷静な口く調ちようで諫いさめてくる。

「以後、気をつけます」理子先輩はビシッと敬けい礼れいで応こたえ「失礼……」原犀斗はメガネのブリッジをくいと押し上げる。

　観かん覧らん席からはちらほらと笑い声が聞こえてくる。こうした緩ゆるい空気感は理子先輩のペースと見て間違いない。

「ではもう一度はっきりと言おう──佐さ那なは悪くない」

　理子先輩が再び言い切ると講堂がどよめく。理子先輩が優勢に弁論を展開する。

「今回こうして佐那の性別が明らかになった。公然たる事実になったわけだ。少なくとも君たち賛成派の言う『裏うら切ぎり』という呼び方は今後は当てはまらないね。もし問題というものがあるとすれば、それは皆が感情的に佐那のことを受け入れられるか否いなかって部分だけじゃない？」

　これはいい傾向だ。理子先輩が意見する度たびに状況は好転しているかのように見える。

「そして、皆へと感情的な是ぜ非ひについて問うために私や佐那はこの場所にいる」

　そう理子先輩が可愛かわいらしく小首を傾かしげてみせると、局地的ではあるが歓声が湧わき起こった。気づくと「よしっ」伊い庵あんは小さなガッツポーズを作っていた。

「……はい、では、どうやら弁論の区切りがつきましたので、一度此こ処こで休憩を入れたいと思います」

　司会の提案に理子先輩は片手を挙げて答える。インテリメガネは一つ頷うなずくと、すぐさま背後のサポートメンバーとなにやら言葉を交わし始める。次の展開に向けての作戦会議と言ったところだろうか。

　生徒らが一いつ斉せいに席を立ち三箇か所しよある講堂の出口へと列をなす。

「なお、本日は『千せん光こう大会議』なので、休憩時間は通常の五分ではなく十五分ですので皆さんお間違えなく」

　休憩時間が普段より長いのは仕し様ようらしい。全校生徒が集合しているので、講堂近辺のトイレへと人が殺さつ到とうすることになり五分では休憩時間が足らないということなのだ。

　喋しやべり詰めの弁論者としては喉のどを潤うるおすのにも、原犀斗のように作戦を練り直すのにも、休憩が長いのは大助かりであろう。

　理子先輩へと小走りに近づくくらいには自分は興こう奮ふんしているらしかった。

「理り子こ先せん輩ぱい！　いい感じになってきましたね！　このあともこの調子で……ん？」

　ところがである。会議中の不ふ敵てきな表情はどこへやら、理子先輩の表情は沈しずんでいる。

　思案顔の理子先輩はフリフリの白エプロンのポケットから携帯を取り出すと着信ボタンをポチリと押す。誰に電話をしているのだろうか。伊い庵あんが尋たずねようと思った矢先に、

「……麻ま穂ほさんになにかあったんですか？」

　観かん覧らん席と弁論場を境さかい目めにある衝つい立たてを軽やかに飛び越え悠ゆう仁じんがコチラへと歩いて来る。

　我ながらなんと余よ裕ゆうのないことか。言われて代表者席に麻穂先生が不在であることを伊庵は知った。

「……さあ、どうだろう、それを確かめるために今まさに麻穂へと電話をしているんだが────ちっとも出ないね」

　携帯を耳元に当てたまま理子先輩が肩かたを竦すくめる。

「うーん、『千せん光こう大会議』開始直前に麻穂と携帯で話した際には、職員駐ちゆう車しや場じようから講堂へと歩いている最中だと言ってたんだけどね」

「……こんなこと疑いたくはないですけど」

　背後で語るのは優ゆ衣いである。休憩の混雑に乗じて弁論者席へと紛まぎれ込んだらしい。気づけばマリリン先輩以外の『変へん恋れん部』メンバーが全員集合していた。

「伊庵が言ってたみたいに、あの生徒会の人が麻穂先生になにかしたんじゃないですか？」

　会議前、理子先輩が口にしていたことだが、麻穂先生の一票とはただの一票ではない。

「疑うもなにもあのインテリメガネの仕し業わざとしか考えられないって！　生徒会の人間のくせにずいぶんとエゲツない真ま似ねをするよ！」

　伊庵の語気は当然のように荒くなる。そこには自分に対しての怒りが含まれていた。

　月つき森もり葉よう子こを牽けん制せいする人物が麻穂先生の存在を見み逃のがすはずがないのに。現場を目もく撃げきした自分がそのことに思い至らないなんて。

「……ふむ、電話に出ないね」

「せっかく順調にきていたのに……もしこのまま麻穂先生が代表者投票に間に合わなかったら痛すぎますね……くそっ、僕ぼくが気づいていれば……」

　自身の不ふ甲が斐いなさに腹が立った。

「……麻穂先生が危ない目にあってなければいいんですけど」

「仮になにか有ったとしても心配いらないさ。麻穂は我々とは〝年季〟が違うからね」

　そう笑みを浮かべてみせる理子先輩だが、どことなく力ない。

　これは佐さ那な先輩のときに感じたことだが、恐れるものなどなにもないという無む敵てきの理子先輩にもちゃんと弱点はある。自分自身のことならなにを言われようがなにをされようがまるで意に介かいさない理子先輩が、友人のピンチに限っては普段からは想像もつかない脆もろさを垣かい間ま見みせるのである。

　友人を大切にする姿勢というのは素直に賞しよう賛さんできるが、こと現在においてはいつもの強気でいて貰もらわなければ困るのだ。理り子こ先せん輩ぱいも間違いなく勝負の鍵かぎを握にぎっている一人なのだから。

「──理子先輩、喉のど渇かわきませんか？」

　瞬しゆん間かん、場に漂うどんよりとした空気を振り払うかのような、清涼な声が流れてくる。悠ゆう仁じんの声だった。

「喋しやべり詰めですから。ずいぶんと喉が渇いたんじゃないですか。俺おれがなにかジュースを買ってきましょう」

　落ち着いた口く調ちようで悠仁が言う。イレギュラーな状況の中で、普段と変わらない悠仁の態度というのは格別の安心感がある。伊い庵あんは悠仁のこういった揺るがない様さまがなにより好きだった。

　理子先輩はなにを考えているのか、悠仁の顔をじっと見つめたまましばらく黙だまり込んでいた。やがてゆっくりと口を開く。

「……そうだね。お願いしようか」

　彼女の中で、どのような心しん境きようの変化が起こったのか。先ほどまでとは打って変わって穏おだやかな表情を浮かべていた。

　悠仁は理子先輩が頷うなずくのとほぼ同時に「了りよう解かいです」と踵きびすを返し講堂の出入口へと迷いなく走ってゆく。

「あ、今の私はいつもの『おーい紅こう茶ちや』じゃなくて『おーい炭酸』が飲みたい気分なんだけど……ってアイツ判わかってるのかね？」

「……知りませんよ、そんなこと。ジュースなんてどうだっていいでしょ。今は麻ま穂ほ先生のことのほうが重要です！」

　呆あきれるのも当然だろう。普段の調子を取り戻した途と端たん、こんな風におちゃらけるのだから始し末まつが悪いったらない。理子先輩は少し気落ちしてるくらいのほうが、いっそ扱い易やすくていいような気さえするのである。

「どうするつもりですか？　麻穂先生抜きで勝てる見込みがあるというのなら聞きますが？」

「まさか。麻穂がいない『千せん光こう大会議』などチョコのないアーモンドチョコレートみたいなものさ。それじゃただの豆じゃないかってね。まさに絶望的だね」

「笑いごとじゃないですから！　そもそも、全然、面おも白しろくないですから！」

「まあまあ大だい丈じよう夫ぶさ。最悪、どうするかはジュースを飲んでから決めればいいよ。そういうわけで、わたくしお花を摘つみに行ってきますわ」

　伊庵が止める間もなく理子先輩は貴き婦ふ人じんのような流りゆう麗れいな所しよ作さで「おほほほ」意味不明の高笑いと共に去ってゆく。見た目だけは抜群に良い理子先輩には、そんなおふざけがやたらと様さまになっていて余計に腹立たしいのである。

　残された伊庵と優ゆ衣いは自然と顔を見合わせると、互たがいに困こん惑わくの表情のまま頭を揺らすのであった。




　　　　◇◆◇◇◇◇




　場所は佐さ那なのために用意された控え室だった。

　言うまでもなく休憩中に弁論者が代表者や佐那と接せつ触しよくすることは禁止されている。しかし、現在、佐那はとある弁論者と言葉を交わしていた。

「──もうこれ以上、我が慢まんすることはない。こんな茶ちや番ばんは止やめてしまおう。このまま続けたところで、それぞれの傷を深くするばかりだとは思わないか？」

　神経質そうな低い声が衝つい立たて越しに流れてくる。

「傷とはもちろん、君や──君の周りの人間にとっての傷を意味する。だってそうだろ？　僕ぼくたちは至し極ごく真っ当な主張をしているだけだからね。結果的に君が退学になろうがなるまいが、痛くも痒かゆくもない。けれど君は違う。どちらに転んでも無傷というわけにはいかない」

　相手の目的は十分に判わかっている。これは佐那の気持ちを折るための策さく略りやくだと。

「むしろ退学を回かい避ひする場合に払う犠ぎ牲せいの大きさを考えたら、君が一人責任を取るというカタチを取って潔いさぎよく学校を去るほうがどう考えたって利口だ。裏うら切ぎりを犯したのに、罪を償つぐなうでもなく、ただ必死にしがみつこうと足あ掻がいている今の自分を見苦しいとは思わないか？」

　傷口に指を突っ込まれるような痛い言葉の数々が佐那の心を容よう赦しやなく抉えぐる。

「……だ、だけど俺おれは約束したんだ。理り子こやアイツらと一いつ緒しよに頑がん張ばろうって……俺が此こ処こで戦うことを諦あきらめたら、それこそお前が言う『裏切り』をアイツに対してすることになってしまう……これ以上の裏切りはもうたくさんだ……」

　佐那は痛みを堪こらえるように両の拳こぶしを強く握にぎり締しめる。

「そうか。……前もって言っておくぞ？　このまま会議を続ければ君は必ず後こう悔かいすることになるだろう。なぜあの時、僕からのアドバイスに従わなかったのかと。我々にはまだ幾いくつもの手が残されているんだよ。例えば──」

　普段ならば、この程度の脅おどしに動どう揺ようする佐那ではないが、今はどうにも悪い予感がして鼓こ動どうが早はや鐘がねを打っていた。

「ま、待ってくれ！　あれはすべて俺の責任なんだ！　彼女は関係ないだろ！　彼女を引っ張り出すのはお門かど違ちがいだ！」

　相手が語った内容に佐那は咄とつ嗟さに叫んでいた。

「もう遅いんだよ。彼女が発言するのは確定事項だ」

「ふざけるな！　こ、こんな全校生徒の前で発言させたら彼女はきっと傷つく！　そんなことも判らないのか！」

「──ふざけるなだって？　傷つくだって？　笑わせるね。この一件は誰の責任だ！」

　瞬しゆん間かん、金属扉とびらを叩たたく耳みみ障ざわりな打音が衝立の向こうから響ひびいてくる。

「間違いなく君の罪だ！　君が性別なんて偽いつわってさえいなかったら彼女は傷つくことはなかった！　すべての元げん凶きようは君が〝性別を偽っていた〟というこの一点に尽つきる！　ふざけているのは君だろ！」

　佐さ那なには「くっ……」返す言葉がなかった。

「……円えん馬ま佐那、僕ぼくたちはそんなふざけた君に対して譲じよう歩ほしてやろうと言っているんだよ。例えば、川合かわい優ゆ衣い、江え入いり伊い庵あん、神かみ宇う知ち悠ゆう仁じん、この三人の『変へん恋れん部』の一年生部員だが、彼らが君や彩さい家け亭ていに積極的に協力していることを我々生徒会は当然知っているし、当然快く思ってはいない──」

　三人の名前を耳にした途と端たん、佐那の膝ひざがガクガクと震ふるえ始める。

　どうしてコイツがアイツらの名前を知っている。しかもフルネームで。……ああ、つまりそういうことか。最初からアイツらを盾たてに取る気だったということか。

「──ただ、もし君が潔いさぎよく身を引くというのなら『変恋部』を即刻退部するという条件つきで、彼らのことを不ふ問もんにしてやってもいい。しかし、このまま君が我々に抗あらがい続けるというのならば、協力者である彼らのことも、彩家亭理り子こ同様、不ふ穏おん分ぶん子しとみなし今後そのように生徒会は扱うだろう。まだ入学したばかりだというのに悪い先せん輩ぱいを持ったばかりに気の毒なことだ」

　そして極きわめつきだ。理子の名前に佐那の膝が落ちた。

「……た、頼むよ、お前が言う通り元凶は俺おれなんだから、俺だけを責めればいいだろ……アイツらを責めないでくれよ……」

「これは心外だ。まるで僕の言動が不当であるような口振りだ。勘かん違ちがいしないでくれ。僕はいつだって『正論』しか言わないし『正義』に則のつとった行動しか取ってはいない。君たちが常識的な行動さえ取っていてくれたら、僕がとやかく言う必要はなかったということを忘れてくれるなよ」

　佐那は脱力して床ゆかに尻しり餅もちをつく。

　なにが正論だ。こんな圧力の掛け方が正論に則っていると言えるはずがない。

　しかし佐那にはもうなにも言い返す気力が沸わかなかった。この男にはなにを言っても無む駄だだと思った。自分が間違っているとは一つとして疑っていないのだから。

「長引くほどに痛い思いをするのは誰なのか。まだ遅くはない。ただし決断は早いに越したことはない。君の周りの人間のためにも君が早く素直になってくれることを僕は祈っているよ」

　金属扉とびらの蝶ちよう番つがいが軋きしむ不協和音を耳にしながら、佐那は床へとぐったりと項うな垂だれる。そして講堂の喧けん騒そうから隔かく絶ぜつされた控え室で独ひとりこのまま休憩終了まで床に蹲うずくまり続けるのだった。




　　　　◇◇◆◇◇◇




　再開後「司会！」またもや先手を打ったのは生徒会の人たちだった。

「賛成派は〝ゲスト〟弁論者を呼びたいと思う！　許可を求めたい！」

　〝ゲスト〟の言葉に講堂が大きくざわつく。

　生徒会の人が発言するたびに川合かわい優ゆ衣いの心臓は締しめつけられる。佐さ那な先せん輩ぱいの気持ちを想像したら苦しくて仕方がないのだ。優衣でさえそうなのだから本人はどれほど辛つらいことか。

　幾いくら生徒会だろうが正論だろうがあまりに仕打ちがひどすぎる。こんなにも大おお勢ぜいの人が見ている前で、あんなに傷つくことばかり言わないで欲しい。優衣には原はら犀さい斗とという人がもう悪あく魔まにしか見えなかった。

　その悪魔が今度はゲストを呼ぶと言う。優衣は一体、どんな良くないことが始まるのかと気が気ではなかった。

　司会進行役の内ない藤とう冥めい亜あ先輩からの「許可します」という言葉が講堂に響ひびく。すると賛成派の後方にある観かん覧らん席から一人の女子生徒が現れる。

「……え、嘘うそ……？」

　優衣の口から驚きの声が零こぼれる。その女子生徒は優衣のクラスメイトであった。

「では名前と所属する部活を」

　原犀斗の隣となりに案内されたその娘こは、少し離れた優衣の場所からでもはっきりと判わかるくらいに怯おびえ震ふるえていた。

　その娘は「は、はい……」青ざめた顔で応こたえ、途と切ぎれがちな小さな声で、たどたどしく名前と〝剣道部所属〟だと名乗った。

　……そうだ。確かにあの娘は剣道部だった。そして円えん馬ま先輩のファンだと言っていた。そうして思い出されるのは佐那先輩との『変へん恋れん部』の部室でのやり取り。

　瞬しゆん間かん、優衣の脳みそは沸ふつ騰とうしそうになった。

　優衣の中に生まれた一つの確信があまりに残ざん酷こくだったからだ。今すぐ弁論の場へと飛び出して行ってなにもかもを止やめさせたい。そんな激しい衝しよう動どうに優衣は駆かられる。もちろんみんなのこれまでの努力をすべてを台無しにしてしまうような真ま似ねができるはずがない。

　けれど、これは誰にとっても不幸でしかない。あんなにも震えて。彼女はきっと深く傷つくだろう。佐那先輩だってそうだ。

　『変恋部』の部室で伊い庵あんに問い詰められたが、誰に着替えを目もく撃げきされたのか最後まで言わなかったのは間違いなく彼女を守るためだった。

　優衣の位置からは佐那先輩の表情までは確認できないが、守ろうとした彼女が、このような最悪のカタチで大衆の面前に引ひき摺ずり出されて平気でいられるわけがないだろう。

「あの日のこと君の口から証言してくれるだろうか」

　生徒会の人に促うながされその娘は小さく頷うなずくとおずおずと口を開く。見ているだけで辛くなる光景だった。




　数日前の部活の時の話である。武道場での練習中、汗あせ拭ふき用のタオルを部室に忘れていることに気づいた彼女は、剣道部部長に許可を貰もらい急ぎ部室までタオルを取りに行った。

　練習開始からすでに一時間近くが経過しており、まさか部室に人がいるなどと思いもしない彼女は扉とびらを無む造ぞう作さに開く。

　剣道部の部室は男女共用である。天てん井じよう近くまで高さがあるステンレス製のロッカーにて、中央で部屋を間仕切りしてあった。

　彼女は当然ながら女子の区画へ向かおうとしたのだが、男子の区画のほうから音がしたので、こんな時間に誰だろうと条件反射的に覗のぞいたそうだ。

　後ろ姿や髪かみ型がたから、着替えているのが円えん馬ま佐さ那なであるということに彼女は気づく。先せん輩ぱいのしかも男子の着替えを覗くなんて。彼女は慌あわてて立ち去ろうとした。

　しかし、驚きの光景に彼女の足は固まっていた。

　剥むき出しの背中は、肌き理め細こまやかで美しくそして華きや奢しやで、まるで女性のようだったのだ。さらに驚くことにその胸元に、男性にはあってはならない二つの膨ふくらみがあった。

　彼女は幻まぼろしでも見ているのかと思った。円馬佐那は男子のはずなのだ。ただそれが現実だと、円馬佐那のひどく狼ろう狽ばいする様さまを目まの当たりにして確信した。

　そうして彼女は円馬佐那が本当は女性なのだと知った。

　その時、円馬佐那から自分が女であることを内ない緒しよにして欲しいとお願いされた。彼女は少しだけ迷ったが、そのお願いを受けることにした。

　なぜならば円馬佐那は彼女にとって憧あこがれの先輩だったからだ。もし性別を偽いつわっていることが明るみになって、円馬佐那が剣道部を辞やめなければならないことになったら、彼女を含む皆が悲しむと思った。

　大だい丈じよう夫ぶだ。自分が秘密にしていれば問題にはならないはず。

　しかし、その日のうちに彼女の異変に周りが気づいた。いつも元気な彼女が部室から戻って来てからずっと大人おとなしいのだ。

　体調が優れないだけだと、その日はどうにか皆をやり過ごしたが、あまり長くは誤ご魔ま化かせないとも感じていた。

　──彼女が抱かかえるにはあまりに秘密が重すぎた。

　一晩思い悩んだ結果、翌日、彼女は剣道部部長に円馬佐那の件について相談するのだった。




　凍こごえる声でその娘こは語った。途と中ちゆうでポロポロと涙なみだを零こぼし最後は床ゆかへとしゃがみ込んでしまった。悲痛な声で繰くり返し「先輩……ごめんなさい……」と佐那先輩へと謝罪をした。

　まさかこのような大おお事ごとになるとは彼女も予想していなかっただろう。泣きじゃくる姿を見ても判わかる通り、自責の念にさぞ苦しんでいることだろう。

　優ゆ衣いにも彼女の行動はよく理解できる。自分だって同じ状況に置かれたら誰かに相談したに違いない。彼女の気持ちを思うと見ている優ゆ衣いの瞳ひとみからも涙なみだが溢あふれそうだった。

　けれどまだ泣いてはいけない。悔くやし涙はまだ早い。

　こんな悲しい光景を作り出した生徒会の人が許せない。それ以上に目の前でこんなにも悲しい出で来き事ごとが起きているのに止められなかった無力な自分が情なさけない。

　ただそれは佐さ那な先せん輩ぱいも理り子こ先輩も伊い庵あんも神かみ宇う知ちくんもみんな同じ気持ちなのだから。自分だけ泣いて楽になってはいけない。

　優衣は制服の袖そででぐいっと目元を拭ぬぐうと弁論場をしっかりと見み据すえる。

　現在この講堂内に、同情こそすれこ彼女を責める者などいるはずもない。観かん覧らん席のそこかしこから「可哀かわい想そう！」「その娘こ悪くないじゃん！」「円えん馬ま謝れよ！」佐那先輩を糾きゆう弾だんする声が上がっている。もちろん理子先輩に対しての批ひ判はんの声も。

　先ほどの休憩で少しずつ理子先輩のペースになってきてるという話を伊庵としたばかりなのに。振り出しに戻るどころか状況は『千せん光こう大会議』が始まる以前より悪化しているような気さえする。もう誰も佐那先輩を擁よう護ごする人はいないのではないか。

　見ると佐那先輩の背中が震ふるえている。不意に佐那先輩が面おもてを上げた。顔が反対派の席を向いていて、理子先輩もまた佐那先輩のほうを見つめていた。

　二人がどのようなやり取りをしているのか優衣からはっきりとは見えないが、理子先輩が『ダメだ』とくちびるを動かし、繰くり返し頭を左右に振っているのだけは判わかった。

　こんなにも辛つらそうな理子先輩の表情をこれまで優衣は見たことがなかった。

「皆さんどう思いますか？　彼女は今回の犠ぎ牲せい者だとは思いませんか！　他人を裏うら切ぎるという行為は、これほど罪深いということが皆さんにもお判り戴いただけたでしょう！」

　マイクを握にぎった生徒会の人が吠ほえる。

「これほどの罪がたった一度の『千光大会議』で洗い流せるとは僕ぼくには思えない！　円馬佐那をこのまま放置しておけば、第二第三の犠牲者がいつ現れるとも限らない！　手遅れになる前に速やかな決断が必要なのです！　そしてそれは退学という重い処しよ罰ばつを等価にして贖あがなう他ほか、最も早はや術すべはない！」

　生徒会の人がメガネを持ち上げると、これまで以上の歓声に講堂内が包まれる。「いいぞ生徒会！」賛辞に彩いろどられた歓声が各所から上がる。

　それは優衣たちにとっての蛍ほたるの光か。これほどまに追い込まれて、どのようにして状況を打開すれば良いというのか。優衣には想像すらできなかった。

「そして見過ごしてはならないのは、円馬佐那が性別を偽るという行為に積極的に加か担たんしていた人物がここにいるということです！」

　ヘビを思わせる粘ねばっこい眼差まなざしで男性は理子先輩を見つめていた。




「彩さい家け亭てい理子！　彼女が明らかなる共犯であると考えるべきだ！」




　こんな時、優ゆ衣いからは洩もれるのは「……どうしよう」という本当にどうしようもない言葉だけだった。けれど、これで動どう揺ようするなとは無理な話だ。ただでさえ佐さ那な先せん輩ぱいが追い込まれているのに、そこに理り子こ先輩まで加わってしまったのだ。

「そうでしょう皆さん！　彩さい家け亭ていは先刻自分でも口にした通り、中学時代から円えん馬ま佐那と付き合いがあったのです！　そして円馬佐那が女性だということも認識していた！　友人のために弁護をかって出たと言えば聞こえはいいが、共犯である自分の保身のためだと考えたらどうだろうか？」

　生徒会の人は理子先輩へと腕うでを真っ直ぐに伸ばし、指先を突きつけ続ける。

「皆さんに思い出して欲しい！　彩家亭理子が悪あく名みよう高き『ストレンジサイケデリコ』であるということを！　詐さ欺ぎ師しのように弁べん舌ぜつが達者な彩家亭の主張は一見もっともらしく聞こえるが、その実、彼女の本質が非常識で身勝手な人間だということを決して忘れてはいけません！」

　言い切った生徒会の人がメガネを押し上げると、その動きに呼こ応おうするかのように各所で拍はく手しゆが湧わき上がる。これが勢いというものなのだろうか。拍手は見る間に拡散してすぐに講堂全体を覆おおうほどに大きくなった。

　その直後のことだ。優衣は思わず椅い子すから立ち上がりそうになる。なんと佐那先輩がマイクを手にして椅子から立ち上がっていたのだ。

「……理子、すまない……もう無理だ……これ以上耐えられない……」

　佐那先輩の掠かすれた声が切なくて優衣の胸が締しめつけられる。

「佐那！　早まるな！」

　即座に理子先輩が反応するが、佐那先輩はゆっくりと頭を振るだけ。

「……もう止やめよう！　理子！　彼女を見ただろ？　俺おれのせいで部活の後こう輩はいにあんなにも苦しい思いをさせてしまった！　俺のせいでお前にもこんな損な役回りをさせてしまっている！　みんなのためにも俺が学校を辞やめるのが一番だろ！」

　佐那先輩の発した『学校を辞める』の言葉に講堂内が今日きよう一番の響動どよめきに包まれる。

「佐那、それは違う」

「なにが違うんだ彩家亭？　余計な口を挟むな！　さあ！　全校生徒に向かってはっきりと宣言するんだ円馬佐那！」

　生徒会の人の目元や口元が鋭利に吊つり上がっている。これが勝ち誇ほこった人間がする表情なのだと優衣は愕がく然ぜんと認識する。

「佐那！」

　理子先輩の鋭い叫びも虚むなしく霧む散さんした。




「……皆さん本当に申し訳ありません。自分が性別を偽いつわっていたせいでご迷めい惑わくをおかけしました。この償つぐないは学校を辞やめるというカタチで取らせて戴いただきます」




　マイクに向かって震ふるえる声で告げると佐さ那な先せん輩ぱいは深々と皆に向かって頭を下げた。

　パラパラとではあるが拍はく手しゆが起こっている。急転直下の展開に、全体としては唖あ然ぜん呆ぼう然ぜんとしている空気ではあるが、一部では「良く決断した！」というような佐那先輩を賞しよう賛さんするような声も上がっていた。

「皆さんお聞きの通りです！　これ以上、我々が弁論する必要はないでしょう。投票に関しても同じく」

　生徒会の人は喜びが隠かくし切れないと言った表情だった。

「当事者の円えん馬ま佐那が学校を自ら辞めると言っているわけだが、反対派の彩さい家け亭てい……なにか言うことはあるか？　なければこれで『千せん光こう大会議』は〝閉会〟だ！」

　正義を語り正論を振りかざし、その裏うらで月つき森もり葉よう子こさんや麻ま穂ほ先生に関して、卑ひ劣れつな真ま似ねをするこんな姑こ息そくな人に負けてしまうだなんて。

　もう頼みは理り子こ先輩だけだ。縋すがるような気持ちで優ゆ衣いは反対派の席を見やる。

　優衣は言葉を失った。

　理子先輩が佐那先輩を眺ながめてぼんやりと立ち尽つくしている。これがあの『己おのれの考えを決して曲げない彩家亭理子』なのかと見み紛まごうほどに、理子先輩の姿からは迷いが見て取れた。

　優衣はその時、理子先輩でもこんな風に悩むことがあるのだと場違いなことを考えていた。

　あの日、『変へん恋れん部』での二人のやり取りを間ま近ぢかで見ていた優衣には判わかる。二人がお互たがいをどれほど大切に思っているのか。だから理子先輩は葛かつ藤とうしているのだろう。

　もしかしたら理子先輩は佐那先輩の意思を尊重するつもりなのかもしれない。

「司会！　反対派からはもうなにもないようだ！　閉会してくれ！」

　生徒会の人が意気揚よう々ようと声を上げる。優衣の胸中に、悔くやしいけれど二人が決めたことならば仕方がないという諦あきらめムードが広がった。

　──その時である。




「ま、待って下さい！」




　スピーカーから上ずった叫び声が講堂内に響ひびき渡る。

　理子先輩ではない。では一体、誰なのか。弁論場を見回すと、そこには会議中ずっと理子先輩の後方の椅い子すで縮こまっていたはずの小こ柄がらなメイド娘むすめが直立していた。

　フリルをあしらったカチューシャ、ブラウス、エプロンの三つの純白に、ワンピース、オーバーニー、パンプスの三つの黒のパンダカラーでお馴な染じみのメイド服を纏まとうその人物は優衣も良く知る──江え入いり伊い庵あんであった。




　　　　◆◇◇◇◇◇




　講堂中の注目を一身に浴びながら彩さい家け亭てい理り子この隣となりに立つメイド娘むすめは続ける。

「……え？　お前……だったの……？」

「佐さ那な先せん輩ぱい！　逃げるんですか！　冗じよう談だんじゃない！　〝僕ぼく〟はそんなの絶対に認めない！」

　メイド娘の〝激しい声〟に誰しもが驚きに声を失っていた。
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「だ、だけど、これ以上みんなに迷めい惑わくをかけられないだろ……」

「迷惑ですって？　ふざけないでよ！　今日きようまでずっと迷惑かけといて今さらなんですか！　僕なんて貴女あなたのお陰かげで……こんなにも大おお勢ぜいが見ている前でメイドの格好までさせられているんですよ！」

　メイドの激しさ以上に皆が驚いているのは、どう見ても〝女の子〟としか思えないメイドが実は〝男の子〟だったことだろう。

　もともと可愛かわいらしい顔の伊い庵あんにメイド服を着せてウィッグを被かぶせ、そこに色つきリップとつけ睫まつ毛げをプラスするだけで簡単美少女の出来上がりであった。

「佐那先輩から迷惑をかけられることなんて……貴女に味方するって決めたときから僕らはみんな覚かく悟ごしてますよ……」

　人前で喋しやべることに慣れていない伊い庵あんは一言一言が力一いつ杯ぱいだった。その必死な伊庵の姿に皆はしばし言葉を忘れ見入っていた。

「佐さ那な先せん輩ぱい……貴女あなたはバカです。貴女が辞やめたからってなにも解決なんてしません。剣道部の彼女にしたって、これで学校を辞めてしまったら『自分のせいで佐那先輩を退学にさせてしまった』とこれから先ずっと後こう悔かいするに決まってるじゃないですか！」

「あ……」佐那が瞳ひとみを見開き固まる。

　それは生徒らにとっても同様の衝しよう撃げきだったようで観かん覧らん席はざわめき揺れている。

「罪悪感に苛さいなまれたって恥はじを曝さらしたって、貴女は学校に残り続けるべきです！　それが性別を偽いつわっていたことへの貴女の責任の取り方だと僕ぼくは思います！　そうじゃなきゃ貴女を応援してる僕たちだって報むくわれない！」

　伊庵は叫び終えて肩かたで息をしている。ようやく、自身が全校生徒の注目の的になっていることに気づいたらしく顔を真まっ赤かにするなり俯うつむいた。

　あまりの愛いとしさに理り子こは伊庵を抱だきしめずにはいられなかった。

「な、なにするんですか！　り、理子先輩！」

　さすがの生なま意い気き小こ僧ぞうも腕うでの中で小刻みに震ふるえている。無理もない。初めての経験だったに違いないのだから。

　直後のことだ。伊庵に触しよく発はつされたのだろう。

「さ、佐那先輩！　諦あきらめないで下さい！」

　優ゆ衣いの叫び声が壇だん上じようから届く。

「わ、私は応援するくらいしかできないけど、でも理子先輩がいるじゃないですか！　神かみ宇う知ちくんの時だってどうにかしてくれました！　だから今回だってきっとどうにかしてくれます！　それを一番付き合いの長い佐那先輩が信じなくてどうするんですか！」

　そうして優衣は叫び終えると「ななな、生なま意い気きなこと言ってすいません……」赤面しながら周囲にペコペコと頭を上げていた。

「……優衣のヤツ、ずいぶんとハードルを上げてくれるね」

　これは笑うしかない。嬉うれしい誤算の数々に、頼もしい後こう輩はいたちの活かつ躍やくに、笑うしかない。沈しずんだ顔なんてしていられないってね。

　理子は伊庵の手からマイクを掴つかみとり声を発する。

「司会！　閉会を望む人たちには悪いが閉会はキャンセルだ！　我々のターンがまだ残ってるからね！」

　理子が原はら犀さい斗とを指差し告げると、講堂内のボルテージが明らかに上昇する。悪くない反応である。オーディエンスもまだ閉会を望んではいないらしい。

「なあ！　そうだろ佐那！　剣道部の彼女にしても、一年生トリオにしても、後輩たちが頑がん張ばってくれてるのに私たち先輩がこのままじゃカッコがつかないとは思わないかい？」

　すると、佐さ那なは一つ深呼吸をしてから理り子この目を見てしっかりと頷うなずいた。直前までの弱々しい姿はもうどこにもなかった。

「皆さんすいません、さっきの発言を撤てつ回かいさせて下さい！　今一度、自分にチャンスを下さい！　応援してくれている人たちのためにも、自分が諦あきらめちゃダメだって気づいたんです！」

　そうして佐那は観かん覧らん席や代表者席へと順番に頭を深く下げてゆく。

「今さらそんな都つ合ごうの良い発言が許されるものか！　いいですか皆さん！　コロコロと考えを変えるような人間など信用に値あたいしない！」

　いつまでも黙だまって指を加えている原はら犀さい斗とではなく、激しい反論の構えである。ところがタイミングが悪かった。原犀斗にとってはだが。

　瞬しゆん間かん、会議中は閉じられている講堂の最後方にある観かん音のん扉とびらが二つに割れたのだ。なにごとかと誰しもが振り返る。

「申し訳ありません！　遅くなりました！」

　直後、流れくる溌はつ剌らつとした女性の声に観覧席がざわめき出す。そして扉の向こうから現れた人物が何者であるのかを認識した途と端たん、観覧席から爆ばく発はつ的な歓声が上がった。

「……ようやく来たよ。社長出勤にもほどがある。これはあとで説教してやらないと」

　その人物は歓声に手を振り応こたえながら、モデルがキャットウォークするがごとくキビキビした歩き方で教員らの席へと向かい観覧席の外周を進む。

　彼女は校長らへと挨あい拶さつを済ませると、壇だん上じようへと続く階段を颯さつ爽そうと上り教員代表者席へと腰こしかけるのであった。

「麻ま穂ほ先生カッコイイ！」「塚つか井い先生素す敵てきです！」「麻穂さーん結けつ婚こんしてくれ！」

　今をときめく芸能人様のお成りであるからして、全校生徒が熱狂するのも当然だろう。一部の成人男性らしきが叫び声が混じっているのも当然であると大目にみようか。

　実は麻穂の陰に隠かくれてもう一人ばかり講堂に入ってきた人物がいるのだが、気づく者がいなかったのもまた当然であろう。

　何食わぬ顔で背後に控えるその人物に理子は呆あきれていた。いい意味において。

「──ずいぶんと遅いお帰りだ。君はジャングルにでもジュースを買いに行ってたのかい？」

「あ！　ゆ、悠ゆう仁じん！　だ、だ、大だい丈じよう夫ぶ！　口元に血がついてるよ！」

　伊い庵あんが慌あわてふためくのも当然と言えば当然なのである。どんな大冒ぼう険けんを体験したのか、数十分ぶりに姿を見せた神かみ宇う知ち悠仁は、髪かみを乱し制服の肩かた口ぐちに糸をほつれさせ、くちびるの端はしには血の痕あとをつけているのだ。散々たる風ふう体ていなのである。

「で？　私のジュースは？」

　そう理子が意地悪く尋たずねると悠仁は両手を広げて、

「さあ？　ジャングルで猿の群れに襲おそわれた時にでも落っことしてきたのかもしれません」

　そう真顔のまま嘯うそぶいてみせるのである。理子は「ふふ」と笑わされてしまった。大したヤツである。

「ん？　どうしたかね？　麻ま穂ほが此こ処こにいるのがそんなに不思議かい？　──原はら犀さい斗とくん」

　麻穂フィーバーのどさくさに紛まぎれて理り子こは、対面で驚きの表情を浮かべている人物へと微ほほ笑えみ掛ける。案あんの定じよう、先ほどまでの勝ち誇ほこった顔はどこへやら、険けわしい眼差まなざしで理子を睨にらみ返してきた。

　なので投げキッスで応こたえてやるとより一層不ふ愉ゆ快かいそうに口元を歪ゆがめたのだ。愉快である。

　麻穂がムードをリセットしてくれた。もっともそれでコチラが有利になったわけではない。状況は未いまだ不利。

　しかし最底辺は抜けた。役者も揃そろった。さあ、最後の仕上げだ。大いに盛り上げて最後は笑顔で締しめ括くくってやる。




　　　　◇◆◇◇◇◇




　円えん馬ま佐さ那なは自分がこれほど弱い人間だとは思わなかった。理子を守るために強くありたいと願い男であり続けたのに、実際はただのハリボテだったということか。

　……そういうことだ。見た目だけ強くたって誰も守れやしないのだ。

　こんなにもみんなに迷めい惑わくをかけてようやく気づくなんて自分は本当にバカだ。本当に情なさけないったらない。

　もう手遅れなのだろうか。やり直しは利かないのだろうか。できることなら変わりたい。今からでも変わりたい。みんなの気持ちに応こたえたい。

　佐那は小さく頷うなずくと面おもてを上げる。凹とつの字に配置された観かん覧らん席には、隙すき間まなく生徒たちがいて、佐那のほうをさまざまな感情を孕はらんだ瞳ひとみで見み据すえている。

　心地の良い感覚ではない。後ろめたさがあるから尚なおさらか。正直、まだ恐ろしくて仕方がない。けれど、今からは──目を逸そらさない。

　今の吹っ切れた佐那の姿を嬉うれしそうに見やるメイド姿の友人のためにも。

　彼女がなにをしでかすつもりなのか。佐那には予想がつかない。しかし、もう疑ったりはしない。優ゆ衣いが言うように佐那が信じなくてどうするのか。

「では皆さん、遅刻をしてきた不届き者がいますので改めて自己紹介をさせて戴いただきます」

　理子の声に促うながされ麻穂さんのほうをチラリと見ると、バツが悪そうに片手でごめんなさいのポーズを作っていた。

「千せん光こう高校『メイド部』部長の彩さい家け亭てい理子でございます。喉のどがカラカラで仕方がありませんが、もう一ひと踏ふん張りしますので、皆さんもお付き合いのほどお願います」

　理子がそう慇いん懃ぎんな礼をすると観覧席がやんやと盛り上がる。

　理子の相変わらずの出任せに佐那は呆あきれつつも妙みような安心感を抱いだいていた。ふざけているとしか思えない軽口こそが理り子この本領なのだから。

「さてメイドと言えば、先ほどはうちのメイドが頑がん張ばってくれましたね。実に素晴らしい弁論だったと皆さんも感じたことでしょう。ただし。さぞや驚かれたことでしょう。どう見ても女の子としか思えないうちのメイドが実は男だったことに──」

　観かん覧らん席の反応を確かめるように一いつ旦たん言葉を切り、理子は眇すがめた瞳ひとみで周囲を窺うかがっている。

「これは一つの答えです。事じ象しようだけ捉とらえれば、女じよ装そうメイドと、円えん馬ま佐さ那なの男だん装そうに大差なんてないと思いませんか？　賛成派が『裏うら切ぎり』だと糾きゆう弾だんしている行為が、実はこの程度のことだったのだとは思いませんか？　正義とはなんなのか！　そう思いませんか？」

　講堂が理子の言葉に大きく反応している。

　……なるほど、伊い庵あんを女装させたのはこの瞬しゆん間かんのためだったということか。正しい例えかどうか判わからないが、これには実演販売を眼前で見せられたような妙みような説得力があった。

「だからと言って佐那に罪がないとは言いません！　ただ『退学』して償つぐなえることなどあまりに些さ細さいだ！」

　間かん髪はつ入いれずに理子は続けて、マイクを手にした原はら犀さい斗とからの反論を巧たくみに封じ込める。

「なにも難しいことはないと私は思うのです」

　理子が一いつ瞬しゆんだけ佐那へと微ほほ笑えみかけてくる。

「円馬佐那が性別を偽いつわっていたのは事実なのですから、円馬佐那を気に入らない許せないと感じるのは自然の感情です。ですから、遠えん慮りよなく言ってやればいいんです。面と向かって言ってやればいいのです──」

　瞬しゆん間かん、理子が目元を悪戯いたずらっぽく細め口元を不ふ敵てきに吊つり上げるのを見て、佐那からは「ったく」と小さな嘆なげきが零こぼれる。

「──円馬佐那のバカヤロウってね！」

　公衆の面前で、メイド娘むすめがやんちゃな顔つきで中指を突き立てるという絵は、一口では言い表せないシュールさがある。

　みんなが唖あ然ぜんとしている様子からして、これを〝理子らしい〟と思っているのは贔屓ひいき目めに見ている佐那と一部の奇き特とくな連中くらいのものだろう。

「この件に関して佐那はなにを言われたって仕方がないし、この先も在学するということはそれらを享きよう受じゆするという意思表示であると見て然しかるべきです。すべてを受け止めるというのは楽じゃない。でもそれが円馬佐那の償いなのだと私は思うのです」

　理子の言葉が身に染しみる。

「実は我々反対派の当初のプランでは、円馬佐那の過去について本人の口から語って貰もらう予定だったのですが止やめにします。必要ないと思うから」

　もちろん佐那も驚いたが麻ま穂ほさんも驚いてる風である。事前に理子から麻穂さん切っ掛けで過去の話を持ち出すという計画を告げられていたのだ。

　麻ま穂ほさんの登場が遅れたことも過去話を取り止やめた理由としてはあるだろうが、もしかしたら伊い庵あんや優ゆ衣いの予想外の活かつ躍やくに理り子こは方針転換を決めたのかもしれない。

「代わりに我々も〝ゲスト〟とでも言いたいところですが、それもなしの方向で。正確には〝ゲスト〟として召しよう喚かんしようと思ったのですが本人が頑かたくなに拒こばんだのでね。ただどうにか手紙だけはゲットしました──円えん馬ま佐さ那なの父親からです」

「え？」理子から聞かされていない。父親と会っていたなどと。一体、どのような内容の手紙なのかと気分が落ち着かない。

「簡単に円馬佐那の父親のことを解説すると、とにかく豪ごう放ほう磊らい落らくな人で細かいことは気にしない人です。そうですね、具体例を挙げますと──娘むすめを〝息子むすこ〟として育てちゃうくらいに豪ごう快かいな人なんです」

〝息子〟の件くだりで講堂が響動どよめきの脈を打つ。

「総じて愉ゆ快かいな親父おやじさんで私は好きなんですが、娘さんとは絶賛喧けん嘩か中とのことらしく……」

　身内の話をされるだけでもひどく恥はずかしいのに、それが大おお勢ぜいの人がいる前だというのだから堪たまらない。しかも、その内容が親子喧嘩なのだから佐那の顔からは火が出そうである。

「そんな父親からの手紙なんですが、なんと便びん箋せんで二十枚以上の文量です。詳しよう細さいは割かつ愛あいしますが、掻かい摘つまんで私から説明させて貰もらうと──父親は娘さんを愛してるってことです」

「……はあ？」

　佐那の口から思わず声が洩もれる。理子は突然なにを言い出すのだとマジマジと見つめずにはいられない。

「そうそう、実は父親から娘さんへのプレゼントを預かってまして。この場で渡したいと思うのですが、許可を戴いただけますか？」

「理由を求む！　今である必要性を感じない！　そもそも、円馬佐那が父親と仲なか違たがいしていようがしてまいが、それが本件と関係しているとは思えない！」

　理子の提案に原はら犀さい斗とが異議を申し立てる。妥当な反応だろう。なんせ佐那でさえ理子の意図が判わからないのだから。プレゼントに関してもまったく心当たりがない。

　理子の言葉じゃないが、あの豪放磊落な親父から生まれてこのかたプレゼントなんて貰もらった例ためしは一度だってないのだ。

「親子関係とはこの講堂にいる誰にとっても他ひ人と事ごとではないと私は思うが？」

「時間の無む駄だだ！　この場で議論すべき事こと柄がらではない！　家に帰って勝手にやればいい！」

　すると、理子は「ふふ」鼻で笑いながら原犀斗へと返す。

「これ以上は特に議論すべきことなどありはしないじゃないか？」

「……それはどういう意味だ？」

　原犀斗の口く調ちようが一層厳きびしさを増す。要領を得ないことに苛いら立だっている様子だ。

　佐那にも理子の考えが判らない。普段から判らないが今はまた一段と判らない。

「いや、だからね。繰くり返し言うけど、全校生徒の面前で、円えん馬ま佐さ那なが性別を偽いつわっていたことがこうして明るみになったわけじゃないか。今後、円馬佐那が男子生徒の格好をしていても、性別を偽いつわっているなんて風には誰も思わないよね？」

　麻ま穂ほさんが到着したことで生まれた余よ裕ゆうの表れか。それとも、ムキになる相手をからかって楽しんでいるだけなのか。

「ですから皆さん今後は、円馬佐那のことを男装が趣味の変わった生き物だとでも思って貰もらえないでしょうか？　遠くから眺ながめるぶんにはとりわけ実害もありませんし、ここは一つ学校の片かた隅すみにペットのごとく置いて戴いただけるようご理解のほどよろしくお願いします」

　信じられないことに、そう言って理り子こは笑うのである。

　佐那の額ひたいから冷ひや汗あせがドッと吹き出してくる。これだけの沢たく山さんの人たちの前で、しかもこの張り詰めた空気の中で、よくもまあこれだけの軽口が叩たたけるものである。

「我々をバカにしているのか！　非常識にもほどがある！　彩さい家け亭ていには冗じよう談だんを言っていい場かそうでない場か理解する常識もないのか！」

　こればかりは原はら犀さい斗とがいきり立つのも無理はないだろう。観かん覧らん席からも幾いくつかの不満の声が上がっている。

「じゃあ、逆に聞かせて欲しいね！　円馬佐那が男子生徒として学校に通うことに一体どんな問題があるっていうんだい？　そもそも君が声こわ高だかに唱となえる正義とは一体なんなんだい？　非常識な私にも理解できるように判わかり易やすく説明して貰えないだろうか？」

「男性は男性らしく女性は女性らしく！　そのような格好をし、そのように振る舞うのが常識であろう！　そして正義とは常識的な状態が保たれた健全な環境を指す！」

「──ほう。つまり君は円馬佐那が男子の格好をして、男子のように振る舞うことが学校生活において正義に反していると言っているのかい？」

「……答えるまでもない」

　一いつ瞬しゆんのことだ。「……あれ？」理子が瞳ひとみを細く鋭く眇すがめるのを捉とらえて、佐那の中に小さな違い和わ感が生まれる。過去に幾いく度どか自分はこんな場面を見たことがなかっただろうか。

　直後、理子が大おお袈げ裟さな身振りで言い放つのである。

「ああ、もう！　まったく君は先ほどから文句ばかりだな！　じゃあ円馬佐那がどうであれば満足なんだい？　どうすれば正義は満たされるのかはっきり言ってくれよ！」

　傍はたからすればどう見ても理子の逆切れである。当然、原犀斗も理子の態度をそのように受け止めたことだろう。逆さにしたコンパスのように上向きの両りよう眉まゆを見れば、原犀斗の怒りのほどが知れるというものだ。

「何度も言わせるな！　円馬佐那が女性らしく女性の格好をして、女性らしく振る舞うことが学校生活に相応ふさわしい！　それが常識というものだ！　正義というものだ！」

　原犀斗の激しい口振りは興こう奮ふん剤でも注射されたかのようである。

　──そして、そんな原はら犀さい斗との様子を、対面でほくそ笑み眺ながめる彩さい家け亭てい理り子この手には目に見えない注射器が握にぎられているのだろう。

「……いやはや、まったく原犀斗さんの仰おつしやる通りです」

　佐さ那なは思い出す。軽口こそが理子の本ほん領りようであり、その軽口で相手の冷静さを奪うばい場のイニシアチブを握にぎるというやり方が理子の最も得意とする交こう渉しようパターンなのだと。

「司会！　今一度、円えん馬ま佐那へとプレゼントを渡す許可を求める！」

　直後、壇だん上じようへと手を上げ理子が高らかに叫ぶ。

「もちろん！　必要性はある！　プレゼントの中身については実物参照ということで！」

　理子はすぐさま指をさし反論をしようとする原犀斗へと釘くぎを刺さす。

　なにごとかと怪け訝げんな表情で黙だまり込む原犀斗の代わりに「必要性があるというのならば運営側として許可をしますが、賛成派よろしいですか？」司会が促うながす。

「……いいだろう」ひどく不ふ可か解かいそうではあるが断る理由もないというところか。

「ありがとうございます」理子がニコリと微ほほ笑えみお辞じ儀ぎする。

「それともう一つ。塚つか井い麻ま穂ほ先生をお借りしたいのです。それと数分の時間も」

　案あんの定じよう、講堂内も理子のなぞの行動に大きくざわついている。

　ただ驚くことにそれらは反感ではなかった。生徒らの表情や流れてくる声を拾うに、彩家亭理子がなにをしでかすのかという期待だとか好こう奇き心しんのほうが反応としては大きいようだ。

「それも必要性があるというのならば」

　司会の言葉に「もちろん」理子は笑顔で頷うなずいた。

「判わかりました。それではせっかくなので休憩を挟みましょう」

　一体、理子はなにを企たくらんでいるというのか。佐那はなにがなにやら訳の判わからぬまま「佐那！　麻穂！」理子に手招きされ弁論者控え室へと向かうのだった。







「……準備は整いましたでしょうか？」

　休憩が終わっても控え室から出てこない佐那たちへと、司会からの催さい促そくのアナウンスがスピーカーを通し聞こえてくる。麻穂さんはすでに代表者席へと戻っている。現在、控え室にいるのは佐那と理子の二人だけだった。

「もーいーよー」理子は扉とびらから顔を出し、鬼おにごっこをしている小学生のような返事をする。

　扉の隙すき間まから流れ込んでくる講堂の賑にぎやかさだけで全校生徒の期待感が伺うかがえる。みんな彩家亭理子がどんな驚きを与えてくれるのだろうかと心踊おどらせているに違いなかった。

　当初のブーイングだらけの雰ふん囲い気きからは想像もつかない状況が目の前にあった。あれだけ最悪の空気を良くも此こ処こまで変化させたものである。まるで手品のようだ。さながら理子は手品師というところか。

　その稀き代たいの手品師が本日のメインイベントに佐さ那なを指名しているのだ。このような名めい誉よを断る道理はなかった。

「……それじゃあ佐那、私の合図で出てきてくれ」

「……あ、うん」

　声が上ずった。自分でも驚くほど呼吸も荒い。

　どうしたというのか。覚かく悟ごはある。理り子こが説明してくれたように〝この方法〟が落とし所として最良だというのは十分に理解している。納なつ得とくもしている。

　しかし気持ちとは裏うら腹はらに身体からだはひどく緊きん張ちようしていた。

「……怖こわい？」

　理子が心配そうな声をかけてくる。今さら強がっても仕方がないと「……うん」佐那は正直に頷うなずく。

「……そりゃそうだよね」

　理子はそう呟つぶやいて腕うで組ぐみすると、逡しゆん巡じゆんしているのかしばらく黙だまり込む。やがて、小さく微ほほ笑えむと佐那へとこう告げるのだ。

「私から佐那に魔ま法ほうの呪じゆ文もんを贈ろう。この呪文を耳にした途と端たん、君にはもう恐れるものなどなにもなくなるはずだ」

　理子は扉とびらから弁論の場に出て行く間ま際ぎわ、佐那の耳元へと囁ささやく。

「……ふふ……は、はははっ」

　瞬しゆん間かん、佐那から笑いが零こぼれる。確かにそれは魔法の呪文だった。佐那にとっての最高にハッピーな呪文だった。
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　伊い庵あんから「もう大だい丈じよう夫ぶだって」と促うながされ、神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんは素そ知しらぬ顔をして反対派のサポートメンバーの席に座っていた。

　悠仁を咎とがめる者など誰もいない。今、講堂すべての人間の注目は、彩さい家け亭てい理子と円えん馬ま佐那の動向へと注そそがれているのだから。

　司会の催さい促そくから数十秒後、ようやく理子先せん輩ぱいが変わらぬメイド姿で現れる。しかし、一いつ緒しよに出てくるであろうと思われていた佐那先輩は待てど暮らせど出てこない。

「お待たせしました」

　訝いぶかしむ全校生徒へマイクを握にぎった理子先輩が会え釈しやくをする。それから「テステス、マイクテス、チェックワンツー、スリーツーワン」と今さらとしか言いようがない真ま似ねをするのである。

　この人だけは本当にどこまで冗じよう談だんでどこまでが本気なのかよく判わからない。

　そのような奇き妙みような空気の中、唐とう突とつに理子先輩が叫ぶ。

「レディースエーンドジェントルマン！　お待たせしました！　円えん馬ま佐さ那なさんの入場です！」

　リングアナウンスの勢いで控え室の扉とびらへと皆の視線を促うながす。直後、控え室の中から円馬佐那と思おぼしき人物がおずおずと姿を現した。

　瞬しゆん間かんの大歓声たるや。思わず耳を塞ふさぎたくなるほどであった。

　佐那先せん輩ぱいの姿を見て「驚いた……」隣となりのメイドも目を白黒させている。それから「……まあ、僕ぼくほどじゃないけど、可愛かわいいじゃん」皮ひ肉にくっぽい口く調ちようとは裏うら腹はらにメイドの口元は笑っていた。

「ああ、そうだな」

　悠仁は頷うなずく。佐那先輩は確かにとても可愛らしかった。




　弁論場の中央には──女子の制服を身につけた円馬佐那が恥はずかしそうに立っていた。




　そもそも女性なのだから、このような言い方は正しくないのだろうが、佐那先輩はどこからどう見ても女の子にしか見えなかった。

　伊い庵あん曰いわく。ワンサイズ小さい制服がボディラインを強調していたり、髪かみ留どめで長い前髪をサイドに流してみたり、くちびるにはほんのり色のついたリップをつけてみたりと、そのような諸もろ々もろが円馬佐那をより女らしく見せているらしいとのこと。

「皆さん！　驚きよう愕がくのビフォー・アフターを遂とげた円馬佐那さんへと、惜おしみない拍はく手しゆをよろしくお願いします！」

　マイクパフォーマンスよろしく理り子こ先輩は全校生徒を煽あおるのである。まるで我が事のように嬉うれしそうに。

「まるでお祭り騒さわぎだよ。まあでもシンデレラストーリーが嫌きらいな人ってまずいないよね」

　異様な盛り上がりに呆あきれるような口振りで零こぼす伊庵だが、表情はどことなく嬉しそうだ。気持ちは悠仁も同じだ。

「……そうだな。理子先輩はまるで水を得た魚のように生き生きしている」

　当初の否定的なリアクションと比べれば、議論とは逸いつ脱だつしたバカ騒ぎであっても遥かに救いが感じられるのだから。

「ああ、そうだね。こうなっちゃえばもう理子先輩のペースだね」

　常識に囚とらわれない意外な状況とは、理子先輩にとっては庭のようなものだろう。

　佐那先輩がマイクを握にぎる。すると喧けん騒そうが徐じよ々じよに萎しぼんでゆく。変身を遂げた彼女の第一声には誰しもが注目していた。

「……先まずは皆さんに謝らせて下さい……。自分が性別を偽いつわっていたのは事実で、そのせいでこんな大おお事ごとになってしまって、いろいろな人にも迷めい惑わくをかけてしまって、本当に申し訳ありません」

　彼女は膝ひざ小こ僧ぞうにおでこがくっつきそうなほどに深々と頭を下げる。

「でも！　お陰かげで気づけたことがあります！　失敗して得られた貴き重ちような経験があります！　今日きようという日が、自分にとっては掛け替えのない時間となりました！　本当にありがとうございました！」

　佐さ那な先せん輩ぱいは遠目からでもはっきりと判わかるほどに頬ほおを紅こう潮ちようさせている。恥はずかしさ半分、高こう揚よう半分ということろだろうか。

「それと、あの、こ、こんなお見苦しい格好をしてすいません……」

　少しでも太ももを隠かくしたいのか。先ほどから円えん馬ま佐那は、剥むき出しの太ももへとスカートの裾すそをぴったりとくっつけて話している。
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「でも、これが本来の自分の姿なんです……正直、男の格好のほうが気分的には落ち着くんですが……」

　佐那先輩の心しん境きようを想像するならば、悠ゆう仁じんが人前で女装するようなものなのだろう。

「けれど、こうしていろいろと恥ずかしいところも含め、嘘うそ偽いつわりのない自分を皆さんに曝さらけ出せて良かったと思ってます。これを機会にこれまで目を背そむけ続けてきた〝あるがままの自分〟を受け入れてみようと思います……」

　誰も言葉を発しなかった。このエアポケットのような空白の時間に皆はなにを思うのか。あるいは走そう馬ま灯とうのように『千せん光こう大会議』を振り返っているのかもしれない。

「今日は本当にありがとうございました！」

　誰しもが気づいているはずだ。これが理り子こ先輩らが示す本日の結論であり、各おの々おのがそれをどのように受け止めるか。それが答えになるのだと。

　ポツリポツリと咲き始めた花がやがて丘おか一面に咲き乱れるように、静まり返った講堂内が徐じよ々じよに拍はく手しゆに覆おおわれてゆく。

　突然の変身にまったくの戸と惑まどいがないわけではないだろう。悠仁ら比較的身近な人間でさえ驚いているのだから。

「全然、見苦しくなんてないよ！」「可愛かわいいよ！　円馬さん！」「円馬先輩！　頑がん張ばって下さい！」

「佐那先輩！　応援してます！」

　それでも円馬佐那の勇ゆう敢かんなるチャレンジに対して、観かん覧らん席から上がる声や生徒らの表情を見るに概おおむね好意的だと言えた。

　もちろん、佐那先輩が想像以上に女の子していた点が、好印象に働きかけたということも大いに考えられる。また理子先輩がそのような効果を計算していたことも想像に易やすい。

「──さて皆さん」

　先ほどまでのマイクパフォーマンスとは打って変わって落ち着き払った理子先輩である。

「先ほど、賛成派の原はら犀さい斗とさんがなんと仰おつしやっていたか覚えていっらしゃいますでしょうか？　まさか原犀斗さんご本人が忘れたなんてことはありませんよね？」

　努めて感情を抑おさえ込んでいる理子先輩の様さまが実に冷れい徹てつで美しいのだ。対して悔くやしさを隠かくし切れずに全身に滲にじませる原はら犀さい斗との姿は暑苦しくて見苦しいのだ。




「そう！　彼は私たちの前でこう言いました！　『決まっているだろう！　円えん馬ま佐さ那なが女性らしく女性の格好をして、女性らしく振る舞うことが学校生活には相応ふさわしい！　それが常識というものだ！』と」




　対立関係にある相手方から引き出したセリフを決定的な言質げんちにしてしまうとは、いかにも彼女らしい嫌いやらしくも大だい胆たんな手法である。

　静まり返る講堂。湧わき上がる溜ため息いき。良くも悪くも彩さい家け亭てい理り子この強したたかな手しゆ腕わんに誰もが魅みせられていた。

「今の円馬佐那を見て皆さんどうでしょうか？　これも一つの正義だとは思いませんか！」

　そう理子先せん輩ぱいが両手を目め一いつ杯ぱい広げたのが合図であったかのように、講堂内が今日きよう一番の大歓声に包まれた。

『ストレンジサイケデリコショー』のフィナーレである。花火が上がり、紙かみ吹雪ふぶきが宙を舞い、バックダンサーたちが一いつ糸し乱れぬステップで華か麗れいに踊おどる。彼女へと送られる拍手の嵐あらしに、そんなショータイムのエンディングを悠ゆう仁じんは想像するのである。

「我々からは以上です」

　理り子こ先せん輩ぱいほど勝ち誇ほこった表情が似に合あう人間も他ほかにはいない。対たい峙じした相手からすればこれほど負けを確信させられる笑顔も存在しないことだろう。

　原はら犀さい斗とは眉間みけんに深い溝を作り腕うで組ぐみしたまま無言だった。反論などしようもない。自分の言葉を覆くつがえすに他ほかならないのだから。

「では、異論がないようですので以上を持ちまして『千せん光こう大会議』を閉会とさせて戴いただきます」

　司会からの宣言に夕ゆう立だちのような拍はく手しゆが降り注そそぐ。

「では『千光大会議』の弁論内容を踏ふまえまして全体投票に先立ち代表者投票に移りたいと思います。生徒の皆さん、教員の皆さん、皆さんが選出したそれぞれの学年の代表者による意見ですので是ぜ非ひ参考になさって下さい」

　さて伊い庵あんによる事前解説によれば、代表者が抱かかえる八票のうち一年男子に三年男女それから教員の男性の計四票はすでに原犀斗サイドの票と見るのが正しいそうだ。

　また二年男女の二票は確定的ではないが、二人がクラス委員を務めていることを考こう慮りよすれば生徒会側の人間だと見るのが妥当では期待薄うすとも。

　結局のところ彩家亭理子サイド確定票は二票ということになる。数字だけ見れば六対二の完敗である。

「でも平気さ。塚つか井い先生の一票は圧あつ倒とう的な知名度と好感度に裏うら打うちされた最強の一票だからね。彼女の一票さえあれば、あのインテリメガネがどんな汚きたない裏工作をしていたってビクともしないよ」

　隣となりの伊庵が自信満々の解説を付け加えた、まさにその直後のことである。

「司会！　代表者投票に関して我々賛成派サイドから異議がある！」

　完全に鎮ちん火かしたと思ったいたら実はまだ奥底で火ひ種だねは燻くすぶっていた。




「塚井麻ま穂ほ先生に代表者投票の権利は認められない！」




　当然のように講堂内から湧わき上がる不満の声。賛成反対関係なく麻穂さんを蔑ないがしろにするような原犀斗の発言に対するバッシングである。

「誤解しないで戴きたい！　言うまでもなく塚井麻穂先生が素晴らしい教育者であることは我々も知っている。もちろん、塚井麻穂先生が彩さい家け亭ていが部長を務める『変へん恋れん部』の顧こ問もんだからと反対しているわけでもない！」

　伊庵が「ふん」と鼻を鳴らす。

「……生徒会の顧問に会長に書しよ記きに執しつ行こう部員にと、票を確保するために恥はずかしげもなく関係者を代表へと送り込んでるあのインテリメガネがもしそんなこと言ったら、僕ぼく、絶対に抗議してやるから」

「我々が言いたいのは、塚井先生に正しいジャッジが下せるとは思えないということだ！　なぜならば、塚つか井い先生が講堂にやって来たのは『千せん光こう大会議』の終盤に差し掛かったあたりだからだ！」

　理り子こ先せん輩ぱいを見み据すえる原はら犀さい斗との瞳ひとみには隠かくし切れない薄うすら笑いが浮かんでいた。

「皆さん！　残念ながら塚井先生は遅刻したためにほとんどの弁論を聞き逃のがしている。そのような状態で正しいジャッジが下せると思いますか！　仮に下したとしてもそのジャッジに正義があるとは僕ぼくにはとても思えない！」

　どうやら『塚井麻ま穂ほ先生の無効化』これがアチラの切きり札ふだだったらしい。コチラに向けられた原犀斗の見み下くだすような下げ卑びた眼差まなざしが物語っていた。

　もちろん高いリスクを伴う作戦である。現に麻穂さんを支持する層から原犀斗の対応へのクレームの声が相次いで上がっている。それでもこのカードを切ったということは原犀斗がそれほどまでに切せつ羽ぱ詰まった状況であるとも言い換えることができよう。

　ただ幾いくつもの工作をしていた原犀斗のことだ。代表者投票を乗り切って全校投票に移行すれば勝算を得る算段或あるいは確信があるのかもしれない。

「……くそっ！　僕ぼく、許せない！　誰のせいで麻穂先生が遅刻したと思ってるんだよ！」

　伊い庵あんが勢い良く立ち上がる。原犀斗に対する抗議の思いが強いのだろうが、このままでは負けてしまうという焦あせりもあるのだろう。

　勝利を目前にしていただけに、急転直下、この予断を許さない展開はなかなかに堪こたえるものがあった。

　そんな中、自然と悠ゆう仁じんが見やるのは、メイド姿のこの人だった。どうやら伊庵も同じ考えのようで二人して理子先輩の横顔を見つめていた。

　すると、悠仁たちからの視線に気づいたらしい理子先輩の横顔が緩ゆるやかに微ほほ笑えむ。

「正義を愛する彼には残念なお知らせだが、正義の女め神がみ様はもうとっくに私に夢む中ちゆうなのさ」

　そこにあるのは見慣れたあの不ふ敵てきな笑みであった。

　このように切せつ迫ぱくした場面においてこれほど心強い笑顔もない。いきり立っていた伊庵が「まあ、お手並み拝はい見けんといきましょう」とあっさりと落ち着きを取り戻すくらいに。

　彩さい家け亭てい理子は麻穂さんへとウィンクをしてみせる。すると麻穂さんは余程嬉うれしかったのか即座に表情を緩ませる。

　しかし、慌あわてた素そ振ぶりで表情を引き締しめると、理子先輩からのなにかしらの合図を受け取ったようでおもむろに頷うなずく。

「原くんの言う通りですね。遅刻は私の不ふ手て際ぎわです。投票は辞退させて戴いただきます」

　直後、声を押し殺し身体からだを小刻みに揺らして笑う原犀斗の姿が印象的だった。

　伊庵は「麻穂先生の票がなくて本当に大だい丈じよう夫ぶなのかなぁ」代表者投票ギリギリまで心配そうにブツブツ言っていた。

　そうして代表者投票が行われることとなった。

「……それでは時間です。代表者の皆さん、手元の賛成または反対の札を一いつ斉せいに挙あげて下さい！」

　差し出された札が示す結果は──五対二。会議前の予想と大差ない得票差であった。

　壇だん上じようにいる七名の代表者の挙あげた札を見て、

「……う、嘘うそだろ……どうしてこんなことに……僕ぼくのなにが間違っていたというんだ……」

　床ゆかに愕がく然ぜんと膝ひざを落としたのは原はら犀さい斗とであった。

　内訳は──賛成二の反対五。

　彩さい家け亭てい理り子こを代表弁論者とする反対派の圧勝であった。






　　グッド・サナ・エンマ
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　このマンションのドアフォンを中学時代から数え切れないほど押してきた。なのに今け朝さは初めて押すときのように指先が震ふるえた。

　しばらくして、扉とびらの向こうから顔を覗のぞかせた寝ぐせまみれで寝ぼけ眼まなこの友人は円えん馬ま佐さ那なの姿をまじまじと見つめてこう洩もらす。

「えーっと、どちら様でしょうか？　新聞なら間に合ってます」

　女子の制服を身に纏まとった佐那へと理り子こは寝ぼけたセリフをいけしゃあしゃあと言ってのけるのである。

「佐那だよ！　そういうベタなのしばらく禁止な！　今の俺おれに！　それを笑って躱かわせるような余よ裕ゆうがあると思うなよ！」

「これは夢か。私はまだ夢の中にいるのか。あの狼おおかみのようだった佐那が、まるで生まれたての子こ羊ひつじのように可愛かわいらしいよ」

「う、うるさいよ。可愛いとか言ってからかうのも禁止だ！」

「本気で言ってるんだけど、伝わらなくて残念だよ。まあ、いいや。とりあえずスカートを捲めくってもいいかい？」

「うん、いいよって、言うわけねえだろバカヤロウ」

「ところで、今日きようはそっちの格好で通学するのかい？」

「日替わりみたいな言い方するなっての」

「それはそれで刺し激げき的で面おも白しろいと思うが」

「誰のせいだと思ってるんだよ。昨日きのうの『千せん光こう大会議』であんなど派は手でな変身しといて今さら男の格好なんてできるわけないだろ」

　下宿から理子のマンションまで一人で歩いてくるのがどれほど恥はずかしかったことか。女子の制服を着るぐらいなら、いっそ裸はだかのほうがまだマシなんじゃないかとバカげたことを思ってしまうくらいの羞しゆう恥ちプレイであった。

「まあね。じゃあ逆に私が男の格好をして通学するってのはどうだろう。今度はお前かよみたいな。想像するだけで笑えるだろ？」

「想像するだけで頭が痛くなったよバカヤロウ。原はら犀さい斗とが怒り狂うに決まってるだろ！　いつまでも下らないこと言ってないでさっさと着替えろよ」

　佐さ那なは理り子こを両手で押しやりながら部屋へと上がる。恥はずかしいので早いところ部屋に入りたかった。

　理子が洗面所で支し度たくを整える間に、佐那はトーストを焼き目玉焼きを作る。『千せん光こう大会議』までの一週間、この部屋に世せ話わになっていたこともあり、勝かつ手て知ったるなんとやらというところであった。

「ところで父親からの手紙は読んだのかい？」

　制服に着替えた理子が尋たずねてくる。「まあな」と佐那は照れくさくてそっぽを向く。

　親父おやじからの手紙は長い割に大した内容ではなかった。学校はどうだとか、飯めしは食ってるかとか、そういうどうでもいい内容だった。ただ自分のことをすごく気にかけていてくれてることはちゃんと伝わった。

「……ついでに親父に電話しといた」

　それだけしか言っていないのに理子は「おめでとう」と笑う。親父と和解したことはお見通しということか。

　和解に必要なのはちょっとした切っ掛けだった。意い固こ地じになっていた佐那にとっては少なくとも。今回で言えば切っ掛けは、佐那が今身につけている〝女子の制服〟だった。

　理子は昨日きのうの『千光大会議』でこの制服を『父親からのプレゼント』だと言った。その時点で佐那にもなんとなくは予感があった。

　もしかしてこれは、千光高校入学に際してこっそり親父が用意していた制服なのではないか。

　そう考えれば、高校入学直前に父親が突然『女に戻れ』と言い出したことへの辻つじ褄つまが合う。実際に制服を着用してみてその考えは確信に変わる。制服がワンサイズ小さかったのだ。

　きっと千光に入学したあの頃の佐那の体型ならば丁ちよう度ど良いサイズに違いない。そう気づいた瞬しゆん間かんに親父のことをすべて許していた。

　面と向かっていなかったという理由は大きいだろうが、

「……親父、サンキューな。それと今までごめん」

　電話口の佐那からは自分でも驚くほど自然に感謝と謝罪の言葉が口をついたのだった。

「結局、俺おれは理子のシナリオに踊おどらされたってことか？」

　親父と理子が会ったことを佐那は当日まで知らなかったわけで、余計なお世話とまでは言わないが釈しやく然ぜんとしないのである。

「ん？　なにが？」

　トーストに齧かじりつきながら理子は恍とぼけるのだ。

「なにがじゃないよ。俺を親父と仲直りさせることが、お前の真のシナリオだったんだろって訊きいてんの！　どうせ最初っからそのつもりだったんだろ！」

　直後、笑顔の理子はコチラへと無む造ぞう作さに手を伸ばす。すると、信じられないことにむにゅりと佐那の胸を鷲わし掴づかみにした。片手にトースト、片手に胸という傍はたから見ればなかなかにシュールな光景に違いない。

「ちょ、ちょ、おま、な、なにするんだよっ！」

　突然のことに佐さ那なは情なさけないくらいに動どう揺ようしてしまう。

「……ふむ。なかなかに育っておるわ！」

「なんだそりゃ！　どういうことだよ！」

　佐那は理り子この腕うでを払い除のけ鋭く睨にらみつける。

「どういうこともなにも、自分でも判わかってたんじゃないの？　いつまでも女を隠かくし切れないってことはさ」

　小首を傾かしげる理子に佐那は返す言葉がなかった。佐那はガブリと目の前のトーストに齧かじりつき視線を逸そらす。

　佐那が身体的なことを悩んでいたことも理子にはお見通しだったということか。いや、見た目の問題だ。理子でなくともいずれはみんなにバレたことだろう。

「佐那の胸が優ゆ衣いくらいのサイズだったら、来年くらいまでは男と言い張れたろうに。残念なことだよ」

「くそぉ……お前、それ優衣の前では言うなよ。俺おれが気き不ま味ずいから」

　笑ってしまった佐那の負けである。

「あ、そう言えば、佐那が通学前に迎えに来るのって珍めずらしいね。いつもはテスト期間中くらいなのに」

「今さらかよ。迷めい惑わくかけたしさ剣道部を辞やめようと思ってさ。だから朝練も行かない。それに俺が迎えに来なかったら、お前今日きようはサボるつもりだったんだろ？」

　昔からそうなのだ。イベントで完全燃焼した翌日は燃え尽つきて学校を休むのが理子のパターンであった。

　すると、理子が瞳ひとみをいやらしく眇すがめて佐那の顔をテーブル越しに覗のぞき込んでくる。

「……とか言いつつ、実は一人で女子の制服を着て登校するのが恥はずかしい円えん馬ま佐那であった」

「う、うるせえよ！　そうだよ！　悪いかよ！　お前に俺の恥ずかしさは判わからんだろ！」

　火がついたみたいに瞬しゆん間かん的に頬ほおが熱くなった。

「佐那のそんな可愛かわいらしい面が見られるなんて。それだけでも女子化した甲か斐いがあったってもんだよ」

　とりあえず、トーストを猛もう獣じゆうのように頬ほお張ばり目玉焼きを仇かたきのように喰らい恥ずかしさを誤ご魔ま化かす佐那である。

「──そうだ。剣道部を辞めるつもりならさ、暇ひまになるだろ。どうせだったらさ、うちに来なよ。『変へん恋れん部』にさ」

　これはマンションを出る直前に理子が思い出したかのように佐那へと言った言葉である。

「……本当に？」

　いつ言おうか。実はタイミングを見計らっていた。佐さ那なは自分から『変へん恋れん部』に入れてくれと頼もうと思っていたのだ。

　今回の件で、『変恋部』のメンバーに世話になった。そして『変恋部』の連れん中ちゆうのことが好きになった。此こ処こがこれからの佐那の居場所なのだと自然と思った。それとなによりこれでいつも理り子この傍そばにいられるのだ。それを理子のほうから提案されて嬉うれしくないはずがない。

「……あ、いや、うん、まあ、その、考えておく」

　ただあからさまに喜ぶのが癪しやくだったのでついつい強がってしまった。「はあ……」バカな自分であった。







『千せん光こう大会議』が終わったからと言って円えん馬ま佐那に休む暇ひまなどなかった。むしろ終わった後の一週間のほうが遥はるかに忙いそがしかった。

　佐那は今一度、校長を始め教師らに頭を下げて回った。校長から直接言い渡されたのは、今回の『千光大会議』を通して感じたことをレポートに纏まとめて提出するというものだった。

　いわゆる反省文のようなもので、これが実質的な学校の処断であった。温情とも取れる非常に優しいペナルティであった。

　担任の赤あか鬼おにこと赤あか井い雄ゆう二じが言うには、

「彩さい家け亭ていの言ってたように俺おれたち教師も、全校生徒の前で自身の問題に円馬が向き合うことそれ自体が一つの償つぐないだと考えている。今回の件を通して、お前や他の生徒が考え学び成長してくれたらそれでいいと俺は思うぜ」

　だから教師サイドからこれ以上のなにも口出ししないということだった。

「まあ堂々としてりゃあいいんじゃねえか？　実際にお前は頑がん張ばったと思うぜ？　普通、逃げ出すぜあんなの。弁護してくれるのが彩家亭って時点で俺だったら逃げてるね」

　赤鬼はそう言って痛いくらいの力で佐那の背中を叩たたいてくる。

「それに在学ってのは『千光大会議』という公おおやけの場で、正々堂々と戦って勝ち得た円馬の権利なんだからよ！」

　実は正々堂々とはほど遠い、裏うら側がわでは物ものの怪けどもの化かし合いでしたとは口が裂さけても赤鬼には言えないのである。

「あ、おい、円馬！　言っておくけど開き直れって意味じゃねえからな？　卑ひ下げしなくていいからなってことな？　間違っても彩家亭みたいにはなるなよ！」

　去り際ぎわに赤鬼が釘くぎを刺さしてくるので「なりたくても理子みたいには普通はなれませんって」と首を竦すくめると「違いねえ」と喉のどを鳴らしていた。

　お礼を言いに行ったのに麻ま穂ほさんには「大変だったね、本当によく頑張ったね、ちょっとだけ心のメンテナンスをしよっか」とカウンセリングをして貰もらってしまった。

　今回の恩をどう返せばいいのか。そう困り果てる佐さ那なへと、

「メイド服は決まりね！　それと可愛かわいい服を私にコーディネートさせて頂ちよう戴だい！　これも約束ね！　ああ、理り子こと三人で洋服屋巡めぐりをするのが今から楽しみだわあ……」

　そう恍こう惚こつとした表情を浮かべる麻ま穂ほさんに、恩おん人じんに対してこんな言い方は非常に失礼だが、ドン引きする佐那だった。

『千せん光こう大会議』で佐那が変身した際のコーディネートはもちろん麻穂さんだ。あれで味をしめたのかもしれない。

　理子が「麻穂には気をつけろ」と言っていた意味はこのことだったのかと気づいた時にはもう手遅れだった。とりあえず優ゆ衣いも交えて四人で行く買い物の日時は確定していた。

「そうね、残念ね。あの可愛かわいらしい男の子も連れて行きたかったのに……」

　麻穂さんにどうにか伊い庵あんを諦あきらめさせるのが佐那の精せい一いつ杯ぱいであった。

　その麻穂さんだが『千光大会議』へと遅刻した背景にはやはり原はら犀さい斗との影があったようだ。

　職員駐ちゆう車しや場じようから講堂へと向かう途と中ちゆうで体調が優れないという男子生徒がいたらしい。元保健医として放っておけるはずがなく、男子生徒を保健室へと連れて行ったそうだ。それだけならば、あそこまで麻穂さんが遅刻することはなかった。

　麻穂さんが保健室を後にしようとする度たびに、狙ねらったかのように体調が優れないと男子生徒が雪な崩だれ込んできたそうだ。詳くわしい調査をしたわけではないが、麻穂さんが語る男子生徒の体格や風ふう貌ぼうから、おそらく原犀斗の息がかかった運動部の連中というのが伊庵などの見方であった。

　さらには男子生徒の中に剣道部の部長がいたことを知り、佐那はそれなりのショックを受けることとなった。

　男装が知られた経けい緯いに部長が深く関わっていたであろうことは、佐那にだって簡単に予想できることだった。同時にあの大人おとなしい部長が独どく断だんで動いたとは思えないので、おそらく背後にはあの蛇へびのような男が控えていたことだろう。

　佐那に部長を責める気持ちはない。むしろ申し訳なさで一いつ杯ぱいだった。部員の不ふ祥しよう事じだ。真ま面じ目めな部長のことだからさぞ悩んだことだろう。

　佐那は剣道部の皆に謝罪しその場で退部することを告げた。

　ありがたいことに「女子部員として続ける気はないのか？」幾いく人にんかの先せん輩ぱいたちが提案してくれたが丁てい重ちように断った。

「君には辛つらい思いをさせてしまった。本当に申し訳ない」

　件くだんの女子部員へと佐那が頭を下げると『千光大会議』の時と同様に彼女は泣きながら謝罪の言葉を繰くり返した。

　佐那は泣き崩くずれるそんな彼女を抱だき留とめると「避さけては通れない道だった」「今回は丁ちよう度ど良い切っ掛けになった」「俺に変われる機会を与えてくれた君にはとても感謝している」と丁てい寧ねいに感謝の言葉を綴つづった。

　最後に彼女が「私、一生ついて行きます佐さ那なお姉ねえ様……」と潤うるんだ瞳ひとみで言っていたが、それは聞かなかったことにした。

　ちなみに男のときより下げ駄た箱ばこに入っている手紙の数が増えたのもなにかの間違いだと思いたい。しかも以前にも増して女子からの手紙が多いのも手違いなのだと思いたかった。

　伊い庵あんには「自分だけカミングアウトして、楽になっちゃってさ、ズルイですよ」と憎にくまれ口を叩たたかれた。そして同じ口く調ちようで「ま、でも、学校辞やめなくて良かったですね」と祝ってくれた。

　メイド服のことを指し摘てきすると「あれは！　理り子こ先せん輩ぱいに強制されたから仕方なくですよ！　みんなだってあんなのは単なるパフォーマンスくらいにしか思ってないですって」伊庵は慌あわてた様子で捲まくし立てるのである。けれど理子から聞いた話によると伊庵はメイド服を家に貰もらって帰ったそうだ。

「でも可愛かわいかったぜ、伊庵のメイド姿」佐那がからかうと「あ、当たり前じゃないですか！　僕ぼくがちょっと本気を出せばそこらへんの女子なんかより全然可愛いんですから！」そう得意げに答える伊庵を見るに内心では満まん更ざらでもないのだろう。

　最初から互たがいにマイノリティであるという共通点から、どこかしら共感するところがあったのは事実だが、正直、ここまで伊庵が協力してくれるとは思わなかった。

『千せん光こう大会議』の最さ中なか、伊庵の勇気ある行動が、折れそうだった佐那の心を水みず際ぎわで繋つなぎ止めてくれた。それに伊庵が先に女装していたという点も、女子の制服を着るという佐那の決断を後押ししてくれたように思う。

　伊庵は結構お人好しなのではないだろうか。確かに口は悪いが、少なくとも根っからの悪いヤツじゃないと今はそう思える。

　以前、伊庵自身が言っていたように境きよう遇ぐうさえ恵まれていたら、今よりずっと素直なヤツだったに違いない。

「……伊庵にも伊庵なりに納なつ得とくできる道が見つかるといいな」

「……余計なお世話ですよ。ちょっと自分が上う手まく行ったからって調子に乗らないで下さい。言っておきますけど、あのインテリメガネがこれで大人おとなしくなるとも思えませんし、まだまだ佐那先輩は沢たく山さんの問題を抱かかえてるってことを忘れ──」

　ちょっと励はげまそうとしただけなのに激しい反はん撃げきにあった。

　相変わらず先輩に対してリスペクトの足らないヤツだが、伊庵なりに心配してくれているということだろう。なかなか可愛いところがあるのである。

「あんまりお役に立てなくてすみませんでした……」

　そう申し訳なさそうに項うな垂だれる優ゆ衣いだが、十分すぎるほど頑がん張ばってくれたことを佐那は知っている。

　賛成二、反対五、その代表者投票の反対の一票は間違いなく優衣の努力の賜たま物ものだった。どうやら『代表者になれ』というのが理子から一年生トリオへの最大のミッションだったらしい。

　そうなのだ。一年女子代表は川合かわい優ゆ衣いだった。

　伊い庵あんが呆あきれながら言うには「優衣は祭り上げられる天才です」ということらしい。

　入学して二ヶ月ちょっとの一年生に取り立てて名前が売れている人物はおらず、伊庵がさりげなく優衣を女子連れん中ちゆうへとけしかけたら、あれよあれよという間に代表へと祭り上げられたそうだ。伊庵曰いわく「いろいろ作戦を考えていたんですけど、まるで拍ひよう子し抜けです」だそうだ。

　一年生に知ち名めい度どという点において神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんを超える人材はいないのだが、なにぶん評ひよう判ばんが悪すぎた。さすがに代表者は無理だったようで、執しつ行こう部員に兄を持つ男子生徒が一年生男子代表に選ばれることになった。

　もっとも神宇知本人は「代表者に選ばれるくらいならメイドの格好をするほうがまだマシです」と冗じよう談だんとも本気ともしれないことを真ま顔がおで零こぼしていた。とりあえず選ばれずに幸いだったということは痛いほどに伝わった。

『千せん光こう大会議』に参加していた佐さ那なである。しかも中心的存在として。人前に出るということが、どれほど大変な行為かを身を持って知っているのである。

　だからこそ、衆しゆう人じん環かん視しに曝さらされるだけでなく、一年生女子代表者という大きな責任や『変へん恋れん部』の期待を背負って壇だん上じように座り続けた優衣には心から感謝をしている。

「ああいう場所って慣れないからすごく緊きん張ちようしたし、見ててすごくドキドキの連続でしたけど、最後はすごく誇ほこらしかったです。あの美しい二人は私の先せん輩ぱいなんだよって、みんなに自じ慢まんしたくなるくらいカッコ良かったです」

『千光大会議』が終わったあとに優衣が佐那へと言ってくれた言葉がこれだ。この言葉がどれほど佐那にとって嬉うれしかったことか。他ほかの連中には秘密だが、優衣と二人で抱だき合って互たがいに泣いたのだった。

「そうだ。佐那先輩は女の子なんですから、これからは『俺おれ』っていうのは禁止ですよ」

「え？　そんな急に言われても……」

「しょうがないですよ、急に女の子になったんですから。こういうのは言い続けて慣れるしかありません。一回、『私』って言ってみましょうよ」

　佐那は鬼おに教官のごとき優衣にしばらく『私』という一人称を復唱させられるのであった。

　神宇知の件に関してはあとで聞かされてずいぶんと驚いたものである。

　まさか『千光大会議』の裏うらでそのような事件が起こっていたとは佐那は思いもしなかった。いや、それどころじゃなかったというのが正解か。

　理子が言うには「私が頼んだわけじゃないよ」と。どうやら〝麻ま穂ほさん救出〟は神宇知の機転だったらしい。

　さすがに有名人の麻穂さんに危害を加えるような愚おろかな真ま似ねを運動部連中もしなかったわけだが、相手が一年生の男子学生たったの一人となれば話は別であろう。しかもそれが、『死にたがりの宇う宙ちゆう人じん』と悪あく名みようが高く、喧けん嘩かが強いと評判の男子ならば、血気盛んな連中のやる気に火がついたのは必然と言えよう。

　結果として誰にとっての不運だったのかは、麻ま穂ほさんが無事に講堂へと辿たどり着き、掠かすり傷や青あお痣あざを幾いくつか作った神かみ宇う知ちではあるが、こうして元気にしている事実がすべてを物語る。皮肉なもので、仮け病びようの男子学生らは現実として保健室の世話になることと相成ったのである。

　佐さ那なは改めて「この化け物め」と神宇知のべらぼうな強さに辟へき易えきする。そりゃ自分じゃ敵かなうわけないよなと。それが悔くやしくて素直にお礼を言えない佐那だった。

　とは言え、世話になったには違いない。

「……その、ありがとな」

　佐那がどうにか言葉を振り絞しぼると、神宇知はなんでもないという表情と口く調ちようで答えた。

「ただ借りを返しただけです」

「……借り？」

「いつかのジュースとこの間のファミレスの飯めしです。奢おごって貰もらったじゃないですか？」

「いや、それは幾らなんでも割に合わないだろ？」

「いえ、俺おれにはこの丈じよう夫ぶな身体からだ以外返せるものがありませんから」

　そう口元に青痣のある神宇知が平然と言ってのけるのだ。カッコイイじゃねえかと佐那は思ってしまった。そして、神宇知が理り子こを守ろうとする理由も同じなんだろう。そう理解する。

「……あ、佐那先せん輩ぱい。女子の制服姿すがた、似に合あってますよ」神宇知は小さく微ほほ笑えんで見せた。

「……え？　本当に？　あ、いや、うん、その……あ、ありがと」

「そういう素直な反応、すごく新鮮ですね。女の子らしくて」

　女の格好をするようになってからというもの「可愛いよ」「似合ってるよ」等々、周りから散々からかわれて恥はずかしい思いを味わってきたが、なぜだか神宇知に言われるのが断トツで恥ずかしく感じる佐那であった。

「彼女らの反応を会議中ずっと観察していて、おそらく大だい丈じよう夫ぶだろうとは思っていた」

『二年生代表の二人が反対票を入れてくれて助かった』というようなことを佐那が理子に述べた際の返事がこれだった。

　とりあえず、原はら犀さい斗との相手もしながら、よくもまあ代表者席のほうなんて観察する余よ裕ゆうがあったものだというのが佐那の最初の感想である。さすがと言うかなんと言うか並の神経じゃないと言うか。今さらながら皆が理子を変人だというのを実感するのであった。

　偶ぐう然ぜんにも、会議のあとに変人の理子も一いち目もく置く件くだんの月つき森もり葉よう子こと廊ろう下かで出会った。

「今日きようは助かったよ。ありがとう葉子」

　長らくの関係であるかのように気安く語りかける理子であるが、佐那の記き憶おくでは月森と話すのはこれが初めてのはずだ。

「いいえ、二人ともとても素す敵てきだったもの。自然と反対の札を挙あげていたわ」

　しかし月森は気を悪くするでもなく、にこやかに穏おだやかに応こたえるのである。噂うわさ通りの人格者であった。

「そうは言うが君に我々が大いに助けられたのは事実さ。お礼をさせてくれないか。例えば食事とか？」

　理り子こがこのような提案を誰かにするのはとても珍めずらしい。これまで接点のなかった千せん光こう一いちと名高い美少女にこれを切っ掛けに近づこうという算さん段だんか。また厄やつ介かいなことにでもならなければ良いが……。

「だったら一つお願いがあるわ。あのメイド服をしばらく貸して欲しいの」

「おーけー、それくらいお安い御ご用ようさ」

「あ、それ見たい！　葉よう子こさんのメイド姿、絶対に似に合あうと思う！」

「あら、そうね。それなら私は千ち鶴づるのメイド姿を見てみたいわ」

「ええ！　いいよ、いいよ、私は葉子さんみたいにスタイルとか良くないし……」

「そんなこと言わないの。千鶴ならきっと可愛かわいいメイドさんになると思うわ」

「おーけー、知り合いにその道のプロというかカリスマがいてね。もう一着、手配するように頼んでおくよ」

「ありがとう彩さい家け亭ていさん」

「理子でいいよ」

「そう？　じゃあ改めて。ありがとう理子。良かったわね、千鶴。二人でメイドの格好をして野の々の宮みやくんを驚かせてあげましょう」

「え！　ええ！　待ってよ、葉子さん！　の、野々宮に見せるの？」

「今から楽しみね」「ど、どどうしよう、そ、それはちょっと！　まだ心の準備が……」小動物のような小さな友人と楽しそうに語らう月つき森もり葉よう子こを見て、千光一と言われるのももっともだと佐さ那なは納なつ得とくするのである。

　ただうちの理子だって負けてはいないという対抗心がムクムクと芽め生ばえるのは、佐那の贔屓ひいき目めだけではないと思う。

　事実、理子のメイド姿は最高だった。異い論ろんは認めない。

　余よ談だんだが、月森葉子にメイド服を貸すと理子が了りよう承しようした次の休み時間のこと。もう一人の二年生代表であった野々宮という男子生徒が、佐那たちの教室へとやって来て「彩家亭、お前はなんて約束をしてくれたんだ」と、なぜか判わからないが仏ぶつ頂ちよう面づらで理子へと抗議していた。

「──ならばデリコパフェ二つで手を打とう」

「──おーけー。野々宮、君は実に話の判る男だ」

　話し合いの末になにやら密約めいた契けい約やくを成立させる二人であった。

　そうそう。マリリン先せん輩ぱいの活かつ躍やくも忘れてはならない。

　ただし活躍の内容は忘れたほうが健全であろう。マリリン先輩の話を聞いて「マリリンらしいよね」と大笑いしていたのは理子だけだった。

　どうやら理り子こは事前に、麻ま穂ほさんと一年生トリオ、そしてマリリン先せん輩ぱいに代表者になるように依頼していたらしい。

　八名中四名を此方こちらサイドのメンバーで固めてしまおうという狙ねらいだった。

　そういう意味において『千光大会議』の前から水面下では理子と原はら犀さい斗ととの激しい戦いが繰くり広げられていたのである。もっとも実際のところ確保できたのは、麻ま穂ほさんと優ゆ衣いの二ふた枠わくだったわけだが。

　しかも本番では原犀斗の謀ぼう略りやくにより麻穂さんの票が無効にされてしまった。普通に考えてこの時点で確実なのは優衣の一票だけ。

　しかし蓋ふたを開けてみたら反対が五票。優衣の一票に月森葉子と野々宮の二票を合わせても三票なのだ。

　では残り二票は？

　その答えの鍵かぎを握にぎっているのが『あばずれガール』と悪あく名みよう高きマリリン先輩こと三年の真ま利り凛りん花かである。

　要は神かみ宇う知ちと同じパターンである。知名度だけなら学年でも指折りのマリリン先輩だが、それ以上に近隣の学校でも指折りの悪名であった。

『恋人を失いたくなかったらあの女には近づけるな』

　学校の七なな不ふ思し議ぎか都市伝でん説せつかと言わんばかりに語られる始し末まつなのである。代表に選ばれるわけがなかった。

「だからマリリン考えたのぉ。最終的に、票を確保できればいいわけじゃない？」

　さも当然と言わんばかりの屈くつ託たくのない表情でマリリン先輩は語るのである。

「だからねえ、三年生の代表者をマリリンお得意の愛の調ちよう教きようで虜とりこにしちゃった、あはぁ」

　そうほわほわと風に舞い踊るタンポポの綿毛みたいにマリリン先せん輩ぱいは続けるのである。その評ひよう定ていには、背はい徳とく感の「は」の字も見当たらないのである。

　ご覧らんの通り自由奔ほん放ぽうなマリリン先輩は誰かと群れたりは決してしない。特定の誰に執しゆう着ちやくすることさえ珍めずらしいように思う。恋人ができても長続きしないのはそのせいだろう。

　そんなマリリン先輩と理子の仲が続いているのは、二人が似ているからだろう。二人とも自分に正直なのだ。悪く言えば、欲望に忠ちゆう実じつなだけとも言えるが。

　とにかく絶対に敵てきには回してはいけない二人であるという点は間違いなく共通していた。

　ところで一つ確認しなければならないことがある。

　三年生の代表と言えば男子が生徒会会長で女子が生徒会書記である。男女とも黒くろ縁ぶちメガネが似に合あう非常に実直そうな先輩たちであった。

「……あの、マリリン先輩、三年生代表者で反対の札を挙あげてたのって確か──生徒会書記の女の人ですよね……？」

　それは怖こわいもの見たさか。止よせばいいのに佐さ那なはつい質問してしまった。

「うん。そうよぉ。迷わなかったわよ。だってえ、書記の子のほうが断然マリリンのタイプだったから」

　答えを聞いてやっぱり止せば良かったと改めて思わされたのだった。

　男だ女だと線引きに一いつ生しよう懸けん命めいな自分たちはなんだったのか。常識を根底から覆くつがえすボーダレスなマリリン先せん輩ぱいは偉い大だいなのである。誰にも真ま似ねできないのが玉に瑕きずだが。

「ああいう書記ちゃんみたいなお固い子が徐じよ々じよに乱れてゆく様子がマリリンはとても好きなの」

　そう艶つやっぽい眼差まなざしで語るマリリン先輩にはまさに悪女の呼び名が相応ふさわしい。

「……それとぉ、女の子に変身した佐那ちゃんが恥はずかしそうにモジモジしてたのがマリリン的にはもの凄すごくツボだったわあ。もっと恥ずかしいことさせたいって興こう奮ふんしちゃった。今度、良かったら──」

「け、結構です！　間に合ってます！」

　マリリン先輩が言い切る前に全力で断る佐那である。もう一度言おう。絶対に敵には回したくない人である。

　さて五票のうちこれで四票の内訳は明確になった。仮に最後の一票がなくとも賛成三の反対四で代表者投票には勝利していたわけで、

「あの一票は完全に想そう定てい外がいだった。麻ま穂ほさまさまと言ったところだよ」

　残り一票は理り子こにとっても思わぬ収しゆう穫かくだったようだ。

　その誰しもが想定外だった最後の反対札を挙あげた人物は一年生代表の男子生徒だった。名は須す藤どう剛ごうと言った。

　隣となりの席に座る優ゆ衣いがどうして反対札を挙げたのか尋たずねたところ、その男子生徒は一点の曇りもない眼めでこう答えたそうだ。




「──僕ぼく、メイドでご飯はん48杯ぱいは余よ裕ゆうでいけるよ」と。




「実に素晴らしい！　是ぜ非ひとも『変へん恋れん部』に欲しい逸いつ材ざいだ！」

　理子は優ゆ衣いから話を聞いて机をバシバシ叩たたきながら大喜びしていた。

　こうして前ぜん哨しよう戦せんである代表者投票で勝利できたのは大きかった。お陰かげで全校生徒投票でも得票数で賛成派を上回ることができた。

　ただし全校生徒投票の結果は代表者投票ほど圧あつ倒とう的ではなかった。

　各学年約百五十名の総勢四百五十名に教職員の約五十名を足した計五百の票は、大まかに賛成二百の反対三百の約百票差での勝利だった。

　代表者投票での勝利、プラスカリスマ月つき森もり葉よう子この支持、さらに講堂を包むあの瞬しゆん間かんの反対派への大歓声、内実として原はら犀さい斗との率ひきいる生徒会関係の組織票があったとしても、正直なところ大差になると反対派の誰もが思っていた。

「想像以上に健全な結果だよね。個人的なイデオロギーから言わせて貰もらえばもっと得票数は切せつ迫ぱくすべきだとは思うが」

　全校生徒らが下した審しん判ぱんに対して理り子こが最も好意的だったかもしれない。

「やっぱりさ。性別を偽いつわってるなんてまともじゃないからね！」

「ふふ」悪戯いたずらっぽく笑う理子へと、

「お前がそれ言うのかよ」

「貴女あなたがそれを言いますか」

「理子先せん輩ぱいがそれを言っちゃダメですよ」

「『千せん光こう大会議』とは一体なんだったのか」

『変へん恋れん部』の全員が口々に呆あきれるのであった。

　けれど、理子からこのような意見を耳にする度たびに、実は彩さい家け亭てい理子とはもの凄すごく常識人なのではないかと佐さ那なは思うのだ。

　少なくとも理子は愚おろかではない。そして常識というものをとても良く理解しているし使い分けているようにも思う。

　好んで非常識な言動を行っているというのもそれはそれでどうかと思うが。故ゆえに『ストレンジサイケデリコ』であるというのならば、まあ、たぶん、正しいのだろう。

　こうしてみんなの協力があって佐那は学校に残ることができた。

　改めて振り返ると、自分が学校生活を送る上で、いかに多くの人たちと関わっているのかが判わかる。今回は特に、いかに多くの人たちに支えて貰もらっているのかも知った。

　そうして湧わき上がる自じ問もん自答──果たして自分はみんなに支えて貰うほどの価か値ちがある人間なのか。

　どう考えても自分のことを価値のある人間だとは思えない。

　これまでずっと自分以外の誰かを遠ざけて生きてきた。性別を偽いつわっていることへの引け目がどこかにあった。

　男でなければいけないという妄もう執しゆうに囚とらわれ、ただ秘密を守ることに必死だった。それは周囲を顧かえりみないひどく身勝手な生き方だった。

　そんな思わず洩もらした懺ざん悔げの言葉に理子は「ふふ」と小さく笑って言う。

「でも今の君はこれまでの君じゃない。生まれ変わった新しい円えん馬ま佐那ならまた違う誰かを支えられるような生き方ができるって私は思うよ」

「……そうか。そうだよな」

　今後、どう生きてゆくか。そうやって行動で答えを返すしかないのだ。

　それは肩かたの力が抜ける思いだった。

　男性から女性へ。見た目の変身は単に見た目に留とどまらず、佐那の内面にまで大きな変化をもたらしているような気がする。あるべきものがあるべき場所へと収まった。ただそれだけのことなのに気持ちは驚くほど軽かった。

　もちろん、急激な変化に毎日のように佐那は戸と惑まどっている。

　女性用の下着にしたってスカートにしたって初めてで、それどころかリップクリームさえ珍めずらしいくらいなのだ。学校での着替えやトイレは佐那だけの問題でなく周囲まで困らせてしまうわけで、実は気楽なことのほうが少なかった。




「……ああ、もう自分が女であることを隠かくさなくてもいいのか」




　それでもこの想おもい一つがなによりも佐さ那なの心を軽くするのだった。

　名残なごりと言えば『閻えん魔ま様さま』として理り子こを守ってやれないことか。

　もっともその点に関しては、化ばけ物もののように強く頑がん丈じようなボディーガードがいるのだから佐那が心配する必要はないのだろう。

　喪そう失しつ感は小さくはない。理子を守る。それは佐那が男であるための理由だっただけではなく、この数年における自分自身の存在意義でもあったのだ。

「あれ……？」

　そう考えた瞬しゆん間かん、佐那は恐ろしいほどの不安に襲おそわれた。

　だとすれば、ただの女に成った自分が理子の傍そばにいる理由とはなんなのか。

　理子は女なのに男の格好をしていた変わり者の自分に興味があったのではないのか。

　だったら今の自分が理子の傍にいる意味は果たしてあるのか……。

「あ、あのさ、理子……」

　それは放課後、『変へん恋れん部』の部室で二人切りになったときのことだ。六月ともなると、夕ゆう方がたと言ってもずいぶんと陽ひは高く部室は電気なしでもそれなりに薄うす明あかるかった。

「……お前にとって……俺おれって必要か？」

　理子はノートパソコンのキーボードを叩たたく手を止めあごを持ち上げる。

「……ん？　どうしたのさ？　ずいぶんと弱気な発言じゃないか？」

　理子が頬ほお杖づえをつきながら尋たずねてくる。

　そうだ。確かに弱気だった。なぜなら今の自分に誇ほこるべきところがなにもないからだ。

「……だってさ、神かみ宇う知ちには到底敵かなわないし、優ゆ衣いみたいに可愛かわいくもないし、頭だって伊い庵あんみたいに切れるわけじゃない。もちろん、マリリン先せん輩ぱいや麻ま穂ほさんみたいな特別な魅み力りよくを持っているわけ──」

「──そうだ、麻穂から佐那にぴったりのチョコレートを貰もらったんだった」

　理子は言い切るより前に、佐那の口元へとチョコレートを摘つまんで突き出してくる。

　だが、苦にがい記き憶おくというか正しくは辛つらい記憶というか、佐那の脳裏にはあの日の朝礼、理子に食べさせられた唐とう辛がら子しがたっぷりのチョコレートが思い出されて咄とつ嗟さに躊躇ためらわれた。

　けれど、佐那は南な無む三さんとばかりにチョコレートをパクリと食べる。今回の件で理り子こには散々世話になったのだ。悪戯いたずらの一つや二つくらい付き合ってやろうと思ったのだ。

「……あれ、美お味いしい」

　ところが、口内に広がる甘あまさは紛まごうことなきチョコである。ただ甘さの中にときどきピリリとした辛からさがあってとても面おも白しろい味だった。

「だろ？　ちなみに今回のが正しよう真しん正しよう銘めいのアヒチョコレートね。ちなみに唐辛子に含まれるカプサイシンには、血行を促進し新しん陳ちん代たい謝しやを活発にする作用があるよ。元気が出るだろう？」

　そんなすぐに効果が表れてたまるかと思ったが、理子なりに元気づけてくれてるのだと思ったら「まあね」佐那は自然と頷うなずいていた。

　佐那の答えに満足したのか、理子は嬉うれしそうに微ほほ笑えんで自身の口へとアヒチョコレートを放り込む。

「私は友達にメリットとか求めてないから。ただ傍そばにいてくれるだけで十分嬉しいんだ」

　さらに理子は「ふふ」実におかしげに笑って続けるのだ。

「私にとって円えん馬ま佐那ってのはチョコレートと一いつ緒しよなんだ。あるのが当たり前。だからさ、必要か必要でないかで言ったら──ないと死んじゃうくらいに必要だね」

　ああ、どう返せばいいのだろうか。嬉しすぎて言葉にならない。

　よく考えたらこんなに幸せなことってなかったよ。最高だ。『千せん光こう大会議』って最高に幸せな時間だったんだ。

　だってそうじゃないか。理子が自分のために戦ってくれていたのだ。みんながブーイングを浴びせる中、彼女だけは自分の絶対的な味方でいてくれたのだ。大好きな理子がである。こんなにも嬉しいことがこの世の中にあるものか。

　不意に思い出されるのは、控え室から講堂へと出る直前に理子が佐那にくれたあの言葉だった。あの言葉が最高の勇気をくれた。







「──男だろうが女だろうが私にとって佐那は佐那だよ。これからもずっとね」







　あ、そうか。そのままの自分でいいんだ。

　その一言で楽になった。だから怖こわくないと思えた。変わろうと思えた。

「まったく女の子になった途と端たん、泣き虫になるなんて君は判わかりやすいヤツだね」

　言われて即座に頬ほおへと触ふれると濡ぬれていて驚く。

「ば、バッカ、これは、その。ただの嬉し涙なみだだから！」

　言い訳なのかなんなのかよく判らないセリフを吐はいて急ぎ涙を拭ぬぐう。感謝の言葉に涙はいらない。佐さ那なは精せい一いつ杯ぱいの笑顔を浮かべると大声で叫ぶのだ。

「理り子こ！　これからも愛してるぜ！」

　すると、理子はお得意の不ふ敵てきな笑みを口元に浮かべ小さく肩かたを竦すくめて応こたえるのだ。

「そんなの当たり前のことさ。チョコレートが甘あまいのと同じくらいにね」

　と。

『ストレンジサイケデリコ』こと彩さい家け亭てい理子は最高の友達だ。






　　　　　あとがき




　わんぱく盛ざかりの子供たちを引いん率そつする先生の心持ちが判わかるような気がする今日きようこの頃。

　さて『変へん愛あいサイケデリック』の登場人物についてです。もうね、この連中ね、派は手でな色したキノコでも食べちゃったのかってくらい元気でね、此方こちらの言うことなんざまるで聞きゃしません。この自じ由ゆう奔ほん放ぽうすぎる子供たちはなんなんですか。一体、どういう教育を受けているんでしょうか。まったく親の顔が見てみたいよ！　どうせロクなヤツじゃないに決まってます！




　あ、どうも、わたくし『変愛』の文章を担たん当とうしております。間ま宮みや夏なつ生きでございまーす。




　今回、個人的に一番嬉うれしく感じていることは、前巻で不ふ遇ぐうのまま終わってしまった幾いく人にんかに活かつ躍やくの場を与えることができたことですね。もちろん、理り子こちゃんにも前回とはまた違ったカタチで活躍して貰もらってます。

　それと、時系列の関係上、登場させられなかったあの美人の娘むすめさんにもようやく出番を用意することができました。ですから、ミジンコを見るような瞳ひとみで私を見下ろすのはもう止やめて下さい。葉よう子こさま。

　いろいろ好き勝手言ってますが、いわゆる『手の掛かる子ほど可愛かわいい』と申しまして。

　『変愛』に一人として手の掛からない登場人物はいないわけです。本当に、お前ら、全員、歯を食いしばれよコノヤロウ。苦労かけやがってバカヤロウ。愛してるよコンチクショウ。これからもヨロシクな！　ということで以下謝しや辞じに続きます。




　まず始めにこうして『変愛サイケデリック』の二巻を出させて戴いただけたことに心より感謝致します。関係者の皆様のお力添ぞえがあってのことです。本当にありがとうございます。

　そして白しろ味み[image: ]そ様。今回も素す敵てきなイラストをありがとうございます。可愛らしいイラストの数々に、もし白味[image: ]さんが美少女だったら嫁よめにしたいと思うほどです。なので、なにかしらの、魔ま法ほう的なあれで、モロッコ的なそれで、早いとこ美少女になって下さい。お願いします。具体的には年末くらいまでにお願いします。

　それと担当の粂くめ田た様。今回も楽しく執しつ筆ぴつできたのは貴方あなた様の惜おしみないサポートがあったからに他ほかなりません。本当にありがとうございます。私が冗じよう談だんで「旅に出ます。探さないで下さい」と言ったときの「どこへ行っても逃しませんよ」と笑いながら貴方が答えたことは今回一番のトラウ──じゃなかった今回一番の良き思い出です。

　最後に、前巻に引き続きお付き合い戴けた皆様へ最上級の感謝を。ようやく三冊目を出したばかりのまだまだひよっ子の私ですが今後ともお付き合い戴ければ幸いです。

　それではまたお会いできる日を楽しみに。間宮夏生でした。
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間ま宮みや夏なつ生き

どうも間宮夏生です。鳥になったら自由に空を飛び回れる。そう考えていた時期がぼくにもありました。でも違うんです。飛ぶ努力をしなきゃ鳥だって飛べない。だからぼくは今日も明日も小さな羽を力一杯動かし続けるのです。さあ、夢はでっかく大気圏突破だ！
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白しろ味み[image: ]そ

生まれも育ちも神奈川県出身。カレーがあれば生きていける……と思っていましたが、近所のきなこ揚げパンに浮気中。甘いのも、良い。脳に。
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